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　運動は苦手だ。なかでも球技は本当に勘かん弁べんしてほしい。

　体育の授業後、グラウンドで一人、ボールの後片付けをしながらため息をつく。

　ちくしょう、クラスの奴やつらめ。俺が試合で活かつ躍やくできなかったからって、片付けを全部押しつけやがって。こんな目に遭あうぐらいなら授業をサボればよかった。

　大量のボールが入ったキャスター付きのカゴを倉庫まで引く。そして倉庫の重い扉を押し開けたとき。

「ぐひひ、腸はらわたを引きずり出してやる」

　女の子の声が聞こえた。薄うす暗ぐらい体育倉庫ではあまり聞きたくない内容だった。

「……誰だれかいるのか？」おそるおそる尋ねる。

「脳みそぶちまけやがれ。けけけ」

　返事はあったが、相手の姿は見えない。いや、これって返事なのか？　なんで声をかけただけで、俺が脳みそをぶちまけないといけないんだ。

　声は積み上げられた跳び箱の裏から聞こえた。びくびくしながら回り込んでみると……。

　うずくまっている女の子がいた。

　外側にはねた長い髪に、ミントグリーンのカチューシャを乗せている少女。三角座りをしたまま、携帯型のゲーム機で遊んでいる。

　服装は体操着。まだ昼休みが始まったばかりなので、午後の体育の準備に来た生徒とは思えない。つまり彼女は、今の体育をサボっていた生徒ということになる。しかも体育倉庫で堂々と。こんな奴は初めて見た。

「……あのさ、もう体育は終わったぞ」

　声をかけるが反応はない。一心不乱に携帯ゲーム機を操作し続けている。「なあ聞いてる？」

「うるさいです。私は今、ゲームにしか興味ありません」

　こちらを一いち瞥べつもせずに言った。一応聞こえているらしい。

「もう昼休みだぞ。とりあえずここを出ないか？」

「くくく、臓器ごと焼き払ってやるわい。それそれ」

「聞けっての」俺は彼女の手から携帯ゲーム機を奪うばい取った。

　そこで相手はようやく顔をあげた。

　新雪のような白い肌、ぷっくりとした赤い唇くちびる、大きな二重まぶたの瞳ひとみをぱちくりさせているその顔には、見覚えがあった。

　確か同じクラスの女の子で、名前はリゼラ・シャルノーラとかいった気がする。

「あ……」リゼラは俺の顔を視認したあと、顔を背けて独り言をつぶやいた。「し、知らない男の子が、私に話しかけてる……！」

「知らない男の子って、俺はキミと同じクラスの……って聞いてるか？」

「お、落ち着け私。え、えっと、ギャルゲーのヒロインが初対面の主人公に話しかける場合は確か……こほん。『さっきの入学式は緊きん張ちようしたよねー。隣となりの席になったよしみで、これから一年間、仲良くしてね。ところでキミ、伝説の樹って知ってる？』」

　今は六月だし、俺はこの子の隣の席ではない。一体何を言ってるんだ、この子は？

「キミはリゼラさんだろ。俺と同じ一年三組の」

「え、ほ、本当に私のクラスメート……？　ちょっと待ってください。今脳内バックログをさかのぼりますので……」

　リゼラは慌あわてた様子で自分のこめかみに指を当てて、うーんと唸うなり始めた。脳内バックログってなんだろうか。

　まあ彼女が俺のことを覚えてなくても無理はない。リゼラはあまり学校に来ない子で、ここに編入したばかりの俺とは一度しか顔を合わせたことがないんだから。

　俺がリゼラのことを覚えていたのは、彼女が休み時間に、ずっと自分の席で携帯ゲーム機をいじりながら、「くっくっく」と仄ほの暗ぐらく笑っている姿が印象的だったからだ。
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「す、すいません。わ、私のセーブデータが破損しているのか、あなたのことが記録されていませんでした。た、大変失礼つかまつり……はあはあ」

　リゼラは胸に手を当てて荒い息を吐はいている。顔色は悪く、玉のような汗がぷつぷつと浮き上がってきた。

「おい、どうした？　具合でも悪いのか？」

「げ、ゲーム機を肌身離はなさず持っていないと、ほほ、発作が出るでござる……はあはあ、あうううううう！　うっし、うっし、うっし！」

　目を血走らせながら、いきなりその場で腕立て伏せを始めるリゼラ。

　おそるおそる、さっき取り上げた携帯ゲーム機をそっと差し出した。リゼラは高速ジャブでそれを奪うばい取ると、とても大切そうに胸に抱えた。

「はあはあ、お、落ち着いてきました……」

　あ、これは関かかわるとダメなやつだ。適当に会話を切り上げて、さっさと退散しよう。

「体育の授業を倉庫で堂々とサボるなんて、やめといたほうがいいぞ。ほら、もう出ろ」

　言いながら体育倉庫の外に置いたままのカゴを運んでくる。

　リゼラは頰ほおを真っ赤にして、大きな声を出した。

「さ、サボるわけないじゃないですか！」

「でも実際、授業が終わるまで、ここでゲームしてたんだろ」

　すると彼女は不思議そうに首をかしげたあと、機敏な動きで倉庫の外に飛び出した。そしてグラウンドを見渡しながら、

「……誰だれもいません」

　携帯ゲーム機を持ったまま、がっくりと肩を落とした。

「もう体育はとっくに終わって、昼休みだからな」

「そ、そんなはずは……」

「まあ別に俺は、サボったことをとやかく言うつもりはないけどさ」

「だから、そんな非英雄的な行動はしませんよ！　今日は久しぶりに学校に来れたから、みんなのためになにかしようと考えて、体育の準備のお手伝いをすることにしたんです！　ただ、体育委員の方よりも早く倉庫に来てしまったので、少しゲームをして待っていたら……」

「いつの間にか授業が始まっていて、気がつけば終わっていたって言うのか？」

　リゼラはこくりと頷うなずいた。

「体育委員の方は私がここにいることに気づかず、一人で準備を始めちゃったんでしょうね。私って存在感が空気だから。これが本当の空回りってやつです」

　言いながら、にやりと笑う。うまいこと言ったと思っているらしい。

「ひょっとしてキミが不登校の理由も、毎朝少しだけゲームをしようと思ったら、いつの間にか夕方になっているから……なんて言うんじゃないだろうな。はは」

　俺も冗じよう談だんで返してみたのだが。

「ななっ、なんでわかるんですか！」リゼラは飛び退のきながら驚おどろいてみせた。

「いやいや、冗談で言ったんだけど……そうなの？」

「私、なにかに集中すると周りが見えなくなってしまうんですよ……ぐすん」

　マジか、この子……。

　それ以上話を広げず、ボール入りのカゴを押し込んだ。倉庫内は跳び箱やハードルが乱雑に置かれているため、うまく奥まで入れられない。

　もっと奥まで入れたほうがいいんだろうけど、これが限界だな。体育の先生に何か言われたとしても、もう知らん。俺に片付けを押しつけた奴やつらが悪いんだ。

　適当な位置にカゴを置いて倉庫を出ようとしたところで、リゼラが遠えん慮りよがちに言った。

「あ、あの……」

「なんだよ」

　リゼラはうつむいたまま、ぼそぼそと独り言を口にする。「こ、ここはちゃんと奥まで入れるべきだって言ったほうがいいですよね。で、でも珍めずらしく私に話しかけてくれた人なんだし、どう切り出したら好感度が下がらないんでしょうか……そ、そうだ。ゲームの主人公なら、妖よう艶えんな話し方をする女性に頼たのまれると断れないパターンが多いですよね……」

「なにをぶつぶつ言ってるんだ？　俺はもう行くぞ」

　倉庫を出ようとする俺に「待って」と呼び止めるリゼラ。彼女は両手を重ね合わせ、艶なまめかしく身を揺ゆすりながら、

「う、うふっ、私とテトリスしない？」

「しない」

　俺はそのまま倉庫をあとにした。

　振り返ると、体育倉庫に残ったままのリゼラが、跳び箱やハードルの位置をずらしながら、ボールのカゴを奥まで押し込んでいる様子が見えた。

　あれがテトリス？　ふーん……。

　ほっといて帰ろうと思ったが、なんとなく後ろめたいのでその作業を手伝うことにした。

「これでおたがい、英雄ポイント＋１ですよね。えへへ」

　笑顔でそんなことを言われたが、意味がわからない。なんだ英雄ポイントって。

　片付けが終わったあと俺とリゼラは別れたが、なぜか彼女は午後の授業に来なかった。




　学校で一番活気が溢あふれる時間は放課後だ。

　生徒たちは教室で友人たちとの談笑に花を咲かせたり、廊下で掃除道具を持ったまま走り回ったり、グラウンドで元気よく部活に勤いそしんだりと、それぞれ目一杯に青春を謳おう歌かしている。

　そういった面は、どの学校でも同じなんだけどな……と考えながら廊下を歩いていると、

「危ないぞ！」

　後ろからそんな叫び声が聞こえた。

　振り返ると、拳こぶしサイズの火球が飛んできた。運動神経の悪い俺が咄とつ嗟さに避よけられるはずもなく、顔をかばった左腕に直ちよく撃げきした。ドカン、と派手な爆ばく発はつを受けて尻しり餅もちをつく。

　見た目は派手だったが、制服の袖そでが少し焼け焦こげた程度で、たいした怪け我がは負っていない。

「大だい丈じよう夫ぶか？　ごめんな」火球を飛ばした生徒が駆け寄ってくる。

「まったく、なにやってんだよ」ほうきをもった別の生徒もやってきて、俺の左腕に手をかざした。ぼんやりとした白い光が発せられると、赤くなっていた火傷やけどがみるみる肌色を取り戻していく。多少あった痛みも消えた。

　飛んできた火球は初歩の炎系攻撃魔ま法ほう「火球魔法フオテイア」、そして俺の怪我を治したのは初歩の回復魔法「小イ治ア療ト魔リ法キ」という。

「こらぁ！　廊下で魔法は使うなって言ってるだろ！」

　廊下の奥から竹刀しないを持った体育教師が駆けつけてきた。

　俺を火球でぶっ飛ばした生徒と、治ち療りようしてくれた生徒は、「やばい」とひと言、逃げ出した。体育教師もそのあとを追っていく。

　連中がしていたのは、片方が火球を飛ばし、もう片方がそれを直撃の瞬しゆん間かんに凍こおらせるという危険きわまりない魔法の遊びだ。掃除の片手間に遊んでいたのだろう。

　……そう、この学校は一見普通の学校だが、通っている生徒たちは普通ではない。今のような騒さわぎは、このベンテーチ学園において日常茶さ飯はん事じなのだ。

　今から十六年前、異世界からミツルという名の英雄がやってきて、この世界に復活した邪じや神しんを討うち倒たおした。ミツルが元の世界に帰ったあと、ミツルと既知の仲だった学園長が次世代の英雄を育てるために開校したのが、この学校。英雄養成学校ベンテーチ学園だ。

　以来、世界各地で似たような学校が次々と開校していったが、このベンテーチ学園が英雄養成学校としてもっとも権けん威いがあり、生徒数も一番多い。

　英雄養成学校では個々の能力に合わせて、魔法の扱あつかい方や武器の扱い方などを学ぶことができる。だからグラウンドで火球や竜巻が飛び交っていようと、巨大な鎖くさり鉄てつ球きゆうや大剣を振り回す生徒がいようと、誰だれも驚おどろきはしない。

「よう。お前、転校生だよな。もう部活決めた？」

　ユニフォーム姿の男子生徒たちが話しかけてきた。先頭の男子が持っているのは、さっきの体育でも使った忌いま々いましいボールだ。

　これは輝星球アステラボール。魔法の源みなもととなる魔力を込めなければ、満足に投げられない魔法のボールだ。込める魔力を調節することで、投げたときの飛ひ距きよ離りや弾道を変化させることができる。そのボールを使ってゴールネットを狙ねらうハンドボールのような競技「アステラ」は、この世界でもっとも人気のあるスポーツだった。

「まだ決まってないなら、俺たちのアステラ部に入らねえ？」

　男子生徒が輝星球アステラボールを人差し指の上でくるくる回しながら言った。魔ま力りよくを一点集中させている指先から、星クズのような細かい光が散っている。

「いや俺は……」と吐はき出した途と端たん、別のアステラ部の男が割り込んできた。

「ダメダメ。こいつは輝星球アステラボールを投げることもできないんだぞ。なにしろレベル１だから、魔力がほとんどないんだよ」

「え、マジ？　十歳のうちの弟だってレベル３なのに」

　俺はよく知らないのだが、レベルとは簡単にいうと個人の強さを表す数値らしい。ベンテーチ学園に通う一年生の平均レベルは、だいたい５か６である。

　アステラ部の連中は「じゃ、別の部活を探すしかないな」と言って、立ち去った。連中の顔にはご多分に漏もれず、俺に対する嘲ちよう笑しようが込められていた。

　……ふん、入る部活ならもう決めてるんだよ。

　廊下を進んで階段を降りる。踊り場にきたところで、後ろから何者かが飛びついてきた。

「うわーい！　ケータだぁ！　わーいわーい！」

　突とつ如じよ背負うことになった荷物を遠えん慮りよなく振り落とす。

　白いワンピース姿のそれは、前髪パッツンでさらさらストレートヘアをした幼女だった。

「ひっどーい……ああ、こほん。ケータよ、ひどいではないか」

　尻しり餅もちをついた幼女が、学園用の古風な話し方に戻して抗議してくる。

　ちょうど階段を駆け下りてきた生徒たちが、幼女の姿を見るなり途端に歩を緩ゆるめた。そして襟えりを正し、丁てい寧ねいに「さようなら、ローリエ学園長」と会え釈しやくして通り過ぎる。立ち上がった幼女は偉そうに「明日も励むがよい」と小さな手を掲かかげて見送った。

　この幼女は見た目こそ児童だが、百年以上生きていると噂うわさされる大おお魔ま女じよ。ベンテーチ学園を統とう括かつするローリエ学園長だ。

　ローリエ学園長はあどけない顔立ちとは裏腹に、スパルタで有名な人だった。廊下を走っている生徒を見かけただけで、反省文を百枚書かせるほど。挨あい拶さつしない生徒がいれば、その場でヒンズースクワット百回を強要する。

　生徒間の通称は「ロリ軍ぐん曹そう」。俺は訳あって学園長の家に居候いそうろうしているのだが、クラスメートからは「よくロリ軍曹の家に住めるよな」と憐れん憫びんの言葉をかけられることが多い。

「ケータよ、調子はどうか？」

　ローリエ学園長が言った。

「おかげさまで、快適な学園生活を送っているよ。それじゃ」

　皮肉混じりに答えて、脇わきを通り抜けようとしたのだが、

「待つがよい」すかさず学園長に腕を摑つかまれる。「肘ひじの部分が破けておるな。これはどうしたのか申してみよ」

「いや、これは……」

「火の魔ま法ほうか……おのれ、誰だれであるか！　私のかわいいケータに愚ぐ劣れつな魔法を浴びせた唾だ棄きすべき極ごく悪あく人にんは!?　犯人を探し出して、退学に処してくれるわ！」

「ちょっと待ってくれ。別に怪け我がはしてないし」

「本当？　どこか痛いところがあるなら、しばらく学園ごと休日にするからゆっくり休んでいいよ。今すぐ街中の医者を招集して診みてもらおうね。ふーふー、痛いの痛いのとんでけー」

　自宅用の口調になった学園長が、俺の腕に生暖かい息を吹きかけてくる。

　スパルタのロリ軍ぐん曹そう。それは一般生徒に対してのみ姿を見せる存在らしい。このように、俺の前では激甘になってしまう。きっとほかの生徒たちが知ったら、腰を抜かすだろう。

「あのさ学園長。いつも言ってるけど、俺だけ露ろ骨こつにひいきをしないでくれ」

「わ、わかってるけどさー……なにしろケータは、ミツル殿の実子なわけだしぃ」




　……そう、俺の親おや父じはこの世界、アストラフトを救った英雄ミツルなのだ。

　改めて自己紹介しよう。俺の名前は朝あさ霧ぎり啓けい太た。親父は朝あさ霧ぎり充みつるという。親父は十六年前にアストラフトにやってきて、栄光の七人エプタ・アイロエスと呼ばれる仲間たちと冒険の末に邪じや神しんを打ち倒たおし、この世界に平和を取り戻した。その後、元の世界……日本に戻ってから生まれたのが俺だ。

　ちょうど今から十日前、俺は非常にくだらない理由で、単身こっちの世界に転送された。転送された場所は、ベンテーチ学園の地下にある「英雄の祭さい壇だん」と呼ばれる部屋だ。そこで学園長と出会い、保護してもらった。

「俺がミツルの息子だってことは、学園長しか知らないんだ。騒さわぎになると面めん倒どうだし、人前であまりその話はしないでくれ。あと口調も学園用で頼たのむ」

　小声で言うと、学園長は「大変申し訳ない」と頭を下げた。周りの生徒たちは「ロリ軍曹が頭を下げている……？」と怪け訝げんな目を向けてくる。

「ところでケータよ。調べものの進しん捗ちよくはどうなのだ？」

　学園長が言った。

「ああ。正直、半信半疑だけど、新しい情報をもらったぜ」

　調べものというのは、もちろん元の世界に戻るヒントを探ることだ。

　俺の親父こと英雄ミツルは、この世界を救ったあと、最高神ミューゼという存在から邪神を倒した褒ほう美びとして、元の世界に戻してもらえたそうだ。だから俺もアストラフトに転送された当初は、「神様、俺もこっちに来ちゃったんだけど！」と空に向かって何度も叫んでみた。

　結果、反応なし。いつまでも神頼みをしているわけにはいかないと思っていたとき、学園長から蜘く蛛もの糸のような話を聞いた。

　魔ま導どう書しよ『タブ・デミルギア』。それは太古の昔に魔法を司つかさどる神が執筆したらしく、「大陸一つを吹き飛ばす魔法」「死者を蘇そ生せいさせる魔法」など、究極といえる魔法の術式が記されているのだとか。

　そして「光の国プログレシブとの間を行き来できる魔ま法ほう」の術式も書かれているらしい。光の国プログレシブとは、俺や親おや父じがいた元の世界のことを指している。つまり俺が魔ま導どう書しよ『タブ・デミルギア』を手に入れてその魔法を習得すれば、元の世界に帰ることができるってわけだ。

　だからといって、そう簡単に手に入るなら苦労はしない。

　この世界の遥はるか上空には、空を移動している浮遊島、天空の遺跡アルガニフタという場所がある。そこには神々の末まつ裔えいが住んでおり、いくつもの封印された宝物が保管されているらしい。そしてその宝物の一つが、究極の魔導書『タブ・デミルギア』というわけだ。

　つまり俺が元の世界に戻るためには、どうにかして空に浮いている天空の遺跡アルガニフタへ行かなければならない。そんなの無理に決まってるだろと思ったのだが、なんと親父とその仲間たちは、十六年前の邪じや神しんを倒たおす旅の途中で、天空の遺跡アルガニフタへ立ち寄ったことがあるのだとか。

　一体親父は、どうやってそこへ行ったのか。学園長に尋ねても「それはミツル殿が真の英雄だからだ」としか言ってくれないので、図書室で調べることにした。

　英雄ミツルに関する資料は大量にあった。それこそ学者の論文のような小難しい内容だったり、「えいゆうミツルは、けんのたつじんでした」という一文から始まる絵本だったり。

　絵本は省略されすぎているので、ほかの資料を当たってみた。しかし俺は運動だけでなく、勉強もできない男だ。文字は読めても、内容がまったく頭に入ってこない。いろんな作家が独自の視点で描いた英雄ミツルの冒険小説もあったが、巻数が膨ぼう大だいなので後回しにしていた。

　毎日通って、頭の悪い俺でもすぐに理解できる資料はないか探っていたら、図書委員の女子生徒からこんなことを言われた。

「ミツルの冒険譚たんを調べたいなら、ゲーム研究部に入るのが一番ですよ」

　ゲーム研究部というのは、いわゆる「家庭用ゲーム」をプレイして、その研究をする部活だそうだ。

　なぜかこのファンタジー世界には、日本と同じようなゲームが存在する。

　それだけでも充分驚おどろきなのに、図書委員の言葉には耳を疑った。

　ミツルの冒険譚を探ることとゲーム研究部に入ることが、どう関係あるんだ？　それってあれか。どうせ俺は頭が悪いから調べものなんて諦あきらめて、ゲームでもして遊んでろって意味か？

「あー、そうかい、そうかい！　だったらここで遊んでやろうかぁッ!?」

　静かな図書室で大声をあげた俺は、しばらく出禁になった。

　手詰まりになったことで、冷静に考えてみた。わざわざ図書委員が言ってきたんだ。もしかすると本当に、ゲーム研究部に入ればなにか摑つかめるのかもしれない、と。

　ベンテーチ学園の生徒は、必ずどこかの部活に所属しなければならないルールがある。俺は元の世界にいたころからゲームにまったく触ふれてこなかった人間だが、体力がもたない運動部や、小難しそうな文化部に入るよりはマシだろう。

　そう思って入部を決めたのが、昨日のことだ。

「というわけで、俺はゲーム研究部に入ることにしたよ」

　俺が言うと、学園長はおやつを盗み食いした少女のように、いたずらっぽく笑った。

「……これも最高神ミューゼのお導きかもしれん。面おも白しろいことになりそうだ。ふふふ」

　学園長がつま先立ちになって手を伸ばしてきた。「しゃがめ」と言われたので、そうする。どうやら俺の頭を撫なでたかったらしい。

「新たな伝説の幕開けになればよいな」

　意味深なことを言ったあと、満足そうな顔で立ち去った。




　ゲーム研究部の部室は、ベンテーチ学園の空き教室を利用したものだった。

　ドアに「ゲーム研究部」と書かれたプレートがぶら下がっている。ここで間違いないはずなのだが、ノックしても反応がない。ドアにも鍵かぎがかかっているようだった。

　まだ誰だれも来てないのかな、と考えていると、通りすがりの男子生徒に声をかけられた。

「ゲーム研究部なら、機能してないも同然だぞ」

「え、なんで？」俺がそう尋ねると、

「そこにはもともと部員が十人ぐらいいたんだけど、みんな部長についてけなくて退部したんだよ。ちなみに俺もその一人。部員は今、実質部長だけだし、その部長もほとんど学校に来ない奴やつだからな」

　部長についていけなくて、みんな退部しただと？

「もしかしてゲーム研究部の部長って、かなりアウトローな奴なのか？」

「アウトローっていうか……まあ悪い奴じゃないんだけどな。ちょっと、いや、ずいぶん変わってるんだよ。とにかく入る部活を考えているなら、別のところにしたほうがいいぜ」

　男子生徒はそう言って歩き去った。

　……なんだか不安になってきたぞ。

「もしもーし！　ゲーム研究部の方、いないんですかぁ！」

　声を張っても返事なし。ノックをしても返事なし。

　もう一度ドアの取っ手を引く。開かない。開かずの扉が、元の世界に帰りたいと願う俺を阻そ害がいしているように感じた。だから苛いら立だちが募つのってくる。

　……もしかすると部長が中で寝ているだけかもしれないぞ。俺が元の世界で入っていた料理研究部の部長も、よく部室で鍵をかけたまま眠っていたし。

　仕方ない。悪いとは思うけど、一応確認させてもらうか。

　大きく深呼吸。そして意識を集中しながら、右腕をゆっくりと真横に伸ばした。

　イメージするのは、遠くにあるものに手を伸ばす感覚。加えて自分の右腕が一本の槍やりとなって空間に差し込まれる感覚。

　それが実現する。ゆっくり伸ばす右腕が、空間にぽっかり開いた穴に吞のみ込まれた。

　これは最高神ミューゼが、親おや父じのためだけに開発、伝授した空間歪わい曲きよく魔ま法ほう。冒険の途中で手に入れたアイテムを別次元の倉庫に保管しておき、いつでも自由に取り出せるという代しろ物ものだ。マンガでたとえるなら、四次元ポケットといったところか。

　この魔法は発動に魔力を必要としない。だから魔力をもたない親父でも使えた。それが俺にも遺伝で身についている。俺が唯ゆい一いつ使える特とく殊しゆな魔法だ。

　いや、魔力を使って発動するのが魔法なら、これは魔法というより「技術」といったほうが適切かもしれない。親父はこの空間歪曲魔法を「ドライブシアター」と呼んでいた。

　空間に吞み込まれた右腕をゆっくり引き出すと、手の中に一本の鍵かぎが握にぎられていた。

　Ｆ字形をしたこの古風な鍵の名前は『エルピダ・キー』。英雄時代の親父が冒険の終しゆう盤ばんで入手したもので、あらゆる鍵や封印をこじ開けることができる素晴らしい神具だそうだ。

　本来なら親父がこの世界から去るとき、冒険の途中で手に入れたすべてのアイテムを最高神ミューゼに返さなければならなかった。しかし、この『エルピダ・キー』を初めとしたいくつかの神具は、こっそり日本に持ち込んでいたらしい。ようするに借りパクってわけだ。抜け目のない親父だぜ、まったく。

　俺の空間歪曲魔法ドライブシアターでアイテムを保管しておける空間は、親父のそれと繫つながっているわけではない。親父が自宅で放ほうりっぱなしにしていた神具を見つけては、イタズラのつもりでこっそり回収してやったのだ。俺が管理している神具は、この『エルピダ・キー』を含めていくつかある。機会があれば、それぞれ紹介したい。

　さっそく『エルピダ・キー』の先せん端たんをドアの鍵穴にそっと当てる。それだけでカチャリと音がして、鍵が外れた。

　解かい錠じようしたドアをゆっくりと引き開けながら、中を覗のぞく。

「こんにちはー。入部希望のケータ・アシュトンクラウですがー。誰だれかいませんかー？」

　遠えん慮りよがちに言ったあと、部室に足を踏ふみ入れる。ちなみにアシュトンクラウというのは学園長の姓せいだ。この学園で俺は学園長の親しん戚せきということで通している。

　部室の中には、やっぱり人がいた。

　しかもその相手は眠っているわけではない。部室中央のソファーでうつ伏せになって、携帯ゲーム機で遊んでいる。楽しそうに両足をぱたぱたさせており、めくり上がったスカートの下から純白の下着が覗いていた。

「くくく、なかなか硬い甲こう殻かく類るいよのう。だったら炎系魔法で炒いためてやるわい」

　リゼラだった。もしかして部長ってこいつ？

「あのさ」と声をかけたが、

「やかましい」こちらを一いち瞥べつもせずに返された。「私は今、ゲームにしか興味ありません」

　またこれか。リゼラはなにかに集中すると周りが見えなくなると言っていたし、ノックの音にも気づいてなかったのかもしれない。

　話を聞いてもらうために、俺は彼女に近づいて携帯ゲーム機を取り上げた。

「燃えろ燃えろ……って、あれ？」

　こちらを見た。俺は「よう」と片手をあげて挨あい拶さつする。

　リゼラは不思議そうに目をぱちぱちしながら俺を見つめたあと。

「きゃああああああ！」

　大声で悲鳴をあげた。スカートを押さえながらソファーから飛び上がり、背もたれの裏に隠かくれる。そしておどおどと顔を覗のぞかせながら、

「か、勝手に入りましたね！　住居不法侵入です！　さっき稼かせいだ英雄ポイントはなかったことになりますよ！」

「居留守を使うことは、英雄ポイントとやらに影えい響きようしないのか」

「居留守って、一体なんの話を……はあ、はあ、あうううううううう！」

　血走った目になって、ソファーをガタガタと揺ゆさぶり始めるリゼラ。めちゃくちゃ怖い。

　禁断症状のことを思い出した。奪うばった携帯ゲーム機をそっと差し出すと、リゼラはまたしても高速ジャブでそれをもぎ取った。

　携帯ゲーム機を大事そうに胸に抱だき、深呼吸をくり返すうちに落ち着いてきたらしい。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「はあはあ……は、はい。体力ゲージが点てん滅めつしましたが、事なきを得ました。あの、変な女だとか思いましたよね……？」

　もちろんだ。

　俺はリゼラを無視して、ゲーム研究部の部室を眺ながめてみた。

　教室で使う机やロッカーの類たぐいはない。部屋の中央には大きな赤いソファー、そして薄うす型がたの大きなテレビ、そこに据え置き型のゲーム機が接続されていた。ほかに目立つのは、背の高い書しよ架かだ。書架には大量のゲームソフトが隙すき間まなく詰つめ込まれている。

　ちなみに接続されているテレビは電波を受信するものではなく、大気中に漂ただようマテリアという波動をキャッチして番組を放映する。この世界の家庭ならどこにでもある「念ねん化か製品」だ。

「本当に校内で家庭用ゲームをやる部活があるなんて。日本じゃ考えられん……」

　思わずつぶやいた。

「ニホンって何かわかりませんが、ゲームは建築、絵画、彫刻、音楽、舞踊、文学、映像に続く八番目の芸術なんですよ。当然でしょう」

　リゼラがあっさりと言い切った。日本におけるゲームの教育的、芸術的位置づけはまだまだ低いのだが、この世界アストラフトではそうでもないらしい。

「ゲーム研究部の部員は実質、部長一人って聞いたけど、キミが部長なのか？」

「はい。せっかく私が設立したのに、みんな長続きしなくて辞めちゃうんですよ。ぐすん」

　手の甲を目元に当てるリゼラ。

　部の設立は簡単ではない。必ず部活に入らなければならないベンテーチ学園なら、なおさらだ。しかしアストラフトではゲームの芸術的側面が認められているらしいので、学園側も容認したのだろう。ここにあるゲーム機本体やソフト、テレビやソファーも、学園から出る部費で落ちたそうだ。

「確かに学校の敷地内にこんな部屋があるなら、授業もサボるよな……」

「ですから、人聞きの悪いことは言わないでください。昼休みの間部室にいることは、サボりじゃないでしょう」

「いや、もう昼休みはとっくに終わって、放課後なんだけど」

「騙だまされません。今度はちゃんと時計にアラームをセットしてるんですから」

「本当だってば。ほら」

　俺はテーブルの上に置いてあった丸い置き時計を取って、リゼラに見せつけた。

　この世界の時間の概がい念ねんは、元いた世界と同じ。時刻は午後三時半を示していた。

　時計を受け取ったリゼラは、しばらくそれをじっと見つめたあと、

「……アラーム鳴りませんでした」

「ゲームに熱中するあまり、それすらも気づかなかったんじゃないか？」

「……そうみたいです。ああ、出席日数がまずいのに……」

　リゼラはがっくりと肩を落として、静かに時計をテーブルに戻した。

「あのさ、落ち込んでるところ悪いけど、ゲーム研究部のキミに聞きたいことがあるんだ」

「え？」きょとんとしたあと、打ち上げられた花火のようにパッと明るい顔になった。「わざわざこんな私を頼たよって訪ねてきてくれたんですか!?　なんでも聞いてください！　どのゲームの攻略法をお話ししましょうか!?」

　表情がコロコロ変わる奴やつだ。見ていて飽あきない。

「ゲームの攻略法を聞きにきたわけじゃないんだ。英雄ミツルの冒険譚たんを学ぶにはゲーム研究部に行くのが一番だって言われたんだけど、それってどういう意味なんだ？」

「ふっふっふ。それは、これをやれってことですね」

　そう言ったリゼラは、書しよ架かから一本のゲームソフトを取り出してきた。

　タイトルは『アストラフトの英雄』。

　薄うすいパッケージに八人の男女がアニメ調で描かれている。中を開けると一枚のディスクが入っていた。見た目は元の世界日本のゲームディスクと大差がない。

「えっと、このゲームをやることと親おや父じ……じゃなくて、ミツルの冒険譚を学ぶことと、どういった関係があるんだ？」

「あのー、本気で言っているんですか？　そんなの小学生でも知ってることですけど」

　リゼラは怪け訝げんな目をしながらも、丁てい寧ねいに教えてくれた。

　なんと英雄ミツルの冒険譚たんを綴つづった最初の作品は、『アストラフトの英雄』というタイトルのゲームなんだとか。

　十六年前の親おや父じの冒険には、最初から最後まで一匹の妖よう精せいがついて回っていたらしい。その妖精は超記き憶おく能力をもっており、親父の細かい行動から仲間たちとの会話まですべて覚えていた。それをもとに妖精自みずから製作したのが、『アストラフトの英雄』というゲームだそうだ。

　英雄ミツルに関する紙資料はたくさんあるのだが、それらはすべてゲーム版をもとに第三者が綴ったものらしい。唯ゆい一いつそのゲームだけが、冒険の当事者である妖精の手によって発表されたものなんだとか。だからミツルの冒険譚は「ゲームが最高の歴史資料」という、日本ではちょっと考えられない状態になっている。

「ば、バカな……信じられん……」

「それってあれですか。主人公に負けたときの中ボスの物もの真ま似ねですか？　くふふ……」

　肩を揺ゆすりながら怪しく笑うリゼラ。彼女の言うことは相変わらず理解できない。

　それはともかく、図書委員に言われた意味がやっと理解できた。ゲーム版がすべての資料の元になっているなら、あくまで第三者が書いた小説を読むよりも、冒険の当事者が作ったゲーム版をプレイするほうが、より正確に親父がどんな冒険をして、どうやって天空の遺跡アルガニフタへ行ったのか学べるということだ。元の世界にいた友人も、「俺はゲームで三国志を学んだ」と豪ごう語ごしていたし、活字で読むより頭に入りやすいのかもしれない。

　ソフトを凝ぎよう視ししたまま動かない俺に、リゼラが言った。

「もしかして、今ここでやってみたいとか……って、そ、そんなわけないですよね。出しゃばってすいません。やりたいならお貸ししますので、どうぞお持ち帰りください」

「いや、俺は家にゲーム機を持ってなくて」

　と言ったのに聞いていない。

「そうそう、ほかにもオススメのゲームがありますよ。パズルゲームはお好きですか？　あと格ゲーもたくさん揃そろってますよ。『キルティ・キラ』はマジ名作で……」

　リゼラは鼻歌まじりで、書しよ架かのゲームソフトを物色している。

　俺は元の世界でもゲームをほとんどやったことがないド素人しろうとだ。でも幸いなことにこの部には、時間を忘れてプレイするほどゲーム狂のリゼラがいる。彼女と一いつ緒しよなら、教えてもらいながらプレイすることが可能だ。

「キミさえよければ、ここでやらせてもらいたいんだけど」

　がしゃん、と音がした。リゼラが携帯ゲーム機を落としたのだ。彼女はすぐさまそれを拾い上げて、本体に傷がついていないかをしっかりチェック。セーブデータが消えていないかまで確認したあと、おそるおそる振り向いた。

「……今なんて言いました？」

「だからこの『アストラフトの英雄』を今ここでプレイさせてほしいんだよ。それから俺、ゲーム研究部の入部希望者だから」

「噓うそつけぇッ！」リゼラが突然大声を張り上げた。「こんなくそオタクな私に話しかけてくれる男の子ってだけで稀まれなのに、一いつ緒しよにゲームしたいって言うばかりか入部希望!?　一体何を企たくらんでいるんですかっ！　まさかあなたは、ギャルゲーの主人公ですかっ!?」

「は？　なんの話を……」

「男っていうのは、すぐこれです！　相手が女の子だと、見境なしに好感度アップイベントを発生させようとするんですから！　あー、やだやだ。言っておきますけど、私はＣＧを埋うめるためだけに会話をスキップされるような女になるつもりは、まったくありませんからね！」

「だから何を言ってるんだ？　とりあえず、これ入部届けな」

　鞄かばんから入部届けを取り出して、リゼラに差し出す。

「信じられるかぁッ！　どうせあなたはアレでしょ？　まったく本気じゃないくせに、攻略対象が喜ぶ選せん択たく肢しを作業のように選べる人でしょッ!?　ＣＧ取得率を上げるためだけに無表情で選択肢を選んでいるプレイヤーと、そうとは知らずに画面の向こうでデレている女性キャラとの恐ろしい温度差！　このギャップ！　全部お見通しなんですよ！」

　それだけ言うと、リゼラはつんとそっぽを向いてソファーに座り直した。そして携帯ゲーム機のプレイを再開する。過去に部員がごっそり抜けたためか、まるで取り付く島がない。

「冷やかしじゃないんだ。ほら、これをよく見てくれ」

　回り込んだ俺は、リゼラの眼前に入部届けを突きつけた。

「ですから私はそう簡単にオチたりは……って、こ、これは……？」

「だから入部届けだってば」

　リゼラはそれを受け取ることなく、さまざまな角度から舐なめるように見回したあと、

「……本気ですか？」

「ああ」

「私が信じた瞬しゆん間かんに『ククク、バカめ！』とか言って奇き襲しゆうしません？」

「しない」

「じゃあ、じゃあ、本当にゲーム研究部に……？　私と一緒に、ゲームしてくれるって言うんですか……？」

「だからそう言ってるだろ」

　そこでようやく、リゼラが俺の手から入部届けをもぎ取った。それをじっくり凝ぎよう視ししたあと、ぷるぷると肩を震ふるわせながらこう言った。

「う、嬉うれしすぎて泣く……！」




　部室にあった『アストラフトの英雄』は、据え置き型ゲーム機の専用ソフトらしい。

　リゼラの指示に従って、本体にディスクを挿そう入にゆうする。いくつかのロゴがテレビ画面に現れたあと、壮大な音楽とともにタイトルが浮かび上がってきた。

　それにしても、『アストラフトの英雄』って安いタイトルだな。もっとほかのものにしたらよかったのに。『元祖ミツルの珍ちん道どう中ちゆう？』とか。うむ、素晴らしくダサくて最高だ。

　俺の隣となりでにこにこしているリゼラが、さっそくゲームの説明をしてくれた。

「このゲームは十六年前に光の国プログレシブからやってきた英雄ミツルが、旅の途中で栄光の七人エプタ・アイロエスと呼ばれる七人の仲間と出会い、邪じや神しんを討うち倒たおすまでを描いた物語です。旅のお供をした妖よう精せい自みずからの手によって細部までこだわり抜いて製作された、ミツルに関する最高の歴史資料でもあります」

「ああ。それはさっき聞いた」

「まあ史実をもとにしていますが、比較的自由度の高いＲＰＧなので、娯ご楽らくとして楽しむのがいいですね。ミツルになりきって遊んでみてください。さあ、ケータさん。プッシュスタートボタンです！」

　リゼラが元気よく拳こぶしを振り上げて言った。

　とりあえず、コントローラーにあるこのボタンを押せばいいのかな？

　スタートボタンを押すとタイトル画面が切り替わった。アストラフトの古地図をバックに、テキストが流れてくる。




　最高神ミューゼが記した預言書には、邪神に関する記述がある。

「その邪神、数百年に一度の周期で現れては、世界を絶望の淵ふちに突き落とす。されど案ずるなかれ。邪神が現れしとき、神の御み使つかいが世界に降り立ち、暗黒を打ち払うだろう」

　いま光の国プログレシブより召しよう喚かんされた神の御使いが、ここアストラフトにやってくる……！




　メッセージが終わると同時に、アップテンポのテーマソングが流れ出した。それに合わせてオープニングアニメが始まる。

「これこれ！　『アストラフトの英雄』は何度もリメイクされているんですが、この最新作のオープニングアニメは、歴代最高の出来映えなんです！　かっこえええ！」

　ソファーに並んで座っているリゼラが、興こう奮ふんして手をぶんぶんと振り回した。

　崖がけの縁に立って、荒れ狂う海を見つめるマント姿の男。バックを捉とらえていたカメラがぐるりと回り込み、男の顔を真正面から映した。凜り々りしい顔をしたイケメンだった。

「見てください！　これが英雄ミツルですよ！」

　俺の肩を叩たたきながら、大はしゃぎするリゼラ。俺はただ首をかしげるばかりだった。

「…………誰だれ？」

「英雄ミツルに決まってるじゃないですか！　しびれるぅぅぅ！」

　俺の知ってる親おや父じじゃない。そりゃアニメ絵になっているわけだから、多少の美化もあるだろう。しかし美化されすぎだ。そもそも親父は二重まぶたではない。あと、そこまで瘦やせてないし筋肉質でもない。

　美化された親おや父じが怪物の群れをバッタバッタとなぎ倒たおしていき、カメラに向かって白い歯を見せつける。ついでにサムズアップ。見ていて非常に恥はずかしい。

「なあリゼラ。このゲームについて、もう少し詳しく教えてくれ」

　恥ずかしさに耐えきれなくなったので、画面から意識を逸そらすためにそう質問した。

　がしゃん、と音がする。

　またしてもリゼラが、手に持っていた携帯ゲーム機を落としたのだ。それを拾って制服のポケットに入れながら、

「は、初めて学校の人に『さん』づけじゃなくて呼び捨てにされた……しかも男の子に」

　ああ、そうか。ついうっかり口に出してしまった。さすがに馴なれ馴なれしすぎたか。

「悪い悪い。それじゃリゼラさん」

「呼び捨てがいいです！　狂おしいほどに呼び捨てがいいです！」

「じゃ、じゃあリゼラ。このゲームについて少し詳しく教えてほしいんだけど」

　リゼラはにんまりと不ぶ気き味みに笑ったあと言った。

「これはアクション要素が入った王道のＲＰＧですね。戦せん闘とうシーンになったら主人公のミツルを縦じゆう横おう無む尽じんに動かして、敵を攻こう撃げきできるんです。操作は簡単ですから、すぐ慣れますよ」

「さっきも言っていたけど、そのＲＰＧって一体なんなんだ？」

　尋ねた途と端たん、彼女の表情が凍こおりついた。ややあって、

「うっそおおおおお!?　ＲＰＧことロールプレイングゲームを知らないんですかぁ!?」

「ああ。俺はゲーム自体ほとんどやらない人間だから」

「げ、ゲームすらやらない……？　それって、ボムを知らずに弾幕系シューティングをやるぐらい損してますよ……」

　だからそのたとえでさえ、俺にはわからないんだってば。

　リゼラが丁てい寧ねいに教えてくれた。ＲＰＧというのは、ざっくり言うと主人公を操作して冒険に旅立ち、レベルを上げたり装備を整えたりして自分を強化しながら、目的の達成を目指すゲームジャンルらしい。まさに親父の冒険譚たんにうってつけなんだとか。

「まあ実際やってみれば、すぐわかりますよ」とリゼラは言うが、本当だろうか。

　話しているうちにオープニングアニメが終わって、ゲーム本編が始まった。

　親父と思おぼしき黒髪の青年が、巨大な魔ま法ほう陣じんの描かれた祭さい壇だんに立っている。

　ここは俺も実物を見たことがある。ベンテーチ学園の地下にある英雄の祭壇だ。俺もアストラフトに転送された場所はここだった。それが緻ち密みつなポリゴン……っていうのかな。とにかく驚おどろくほどリアルに再現されている。

「……これがゲームだなんて。本物の部屋そっくりじゃないか」

「でしょー？　ゲームも進化してますからね。昔のゲームは実物をここまで緻密に再現することができなかったんですよ。この最新作こそ完成形と言えるかもしれませんね」

　ゲーム画面に白いローブで全身を覆おおった女性が現れた。そして親おや父じと思おぼしき青年に近づいてこう言った。




ミューゼ「よくぞ来てくださいました。私はアストラフトの最高神ミューゼ。戸と惑まどうことばかりでしょうが、まずはあなたの名前を教えていただけますか？」




　メッセージが表示されたあと、名前入力画面になった。

「主人公の名前は『ミツル』がデフォルト名ですが、自由に変更できるんですよ」

　リゼラの言葉に「へえ」と答える。そしてコントローラーを操作して名前を入力した。




ミューゼ「なるほど、クソヤロウですか……素す敵てきな名前ですね。この世界は今、未み曾ぞ有うの危機に瀕ひんしております。あなたはアストラフトに降臨した希望の戦士。この世界を救うためには、クソヤロウの力が必要なのです。どうか力を貸していただけませんか、クソヤロウ」




　ぷつり、と画面が暗転した。リゼラがゲーム機本体のスイッチを切ったのだ。

「なにをする？」

「それはこっちのセリフです。主人公の名前を『クソヤロウ』にするなんて、ケータさんは英雄ミツルに何か恨うらみでもあるんですか？」

　もちろんだ。そもそも俺がアストラフトに転送されたのも、親父が原因なわけだし。

　リゼラは怒おこっているようなので、もう一度始めからやり直した。今度の名前はデフォルト名の「ミツル」にする。

　ゲームの冒頭はアストラフトに召しよう喚かんされたばかりのミツルに、最高神ミューゼが邪じや神しんを倒たおしてほしいと懇こん願がんするところから始まる。なんでも数百年ぶりに復活した邪神が世界を支配するため、眷けん属ぞくの魔ま族ぞくをけしかけて人類に侵攻を開始したのだとか。

「ところで、ミツルってまったく喋しやべらないな。昔は無口だったのか？」

　そんな俺の独り言にも、リゼラはしっかり反応してくれる。

「ＲＰＧには、主人公が喋るタイプのものと、まったく喋らないタイプのものがあるんです。この『アストラフトの英雄』は後者、喋らないタイプですね」




ミューゼ「あなたの旅のお供に、この妖よう精せいを連れて行きなさい。私の代わりに、いろいろと助言してくれることでしょう」




　最高神ミューゼが手を掲かかげると、光のなかから羽の生えた小さな妖精が飛び出してきた。

　女の子の顔をしたかわいい妖よう精せいだった。




ネライダ「はわぁ、あたしは妖精のネライダですぅ。これからあなたの冒険をサポートしてあげるから、よろしくお願いですぅ」




「……なんだこいつ？」

「妖精ネライダです。彼女が超記き憶おく能力をもっていたからこそ、『アストラフトの英雄』がこの世に発表されたんです。つまりゲームの製作者ですね」

　こんな気の抜けたような奴やつが製作者？　にわかに信じがたい。

　突とつ如じよ、画面に稲妻が走った。そして最高神ミューゼは、ミツルにどこへ向かえばいいのかを告げないまま、姿を消した。

　リゼラの説明によると、最高神ミューゼは物語の冒頭からいきなり邪じや神しんの配下によって封印されてしまうらしい。こうしてミツルは、これからどうすればいいか何も知らされないまま、異世界に取り残されてしまうのだ。




ネライダ「はわぁ、ミューゼ様が消えちゃいましたぁ。ミツルさん、とりあえずここにいても仕方ないので、外に出てみませんかぁ？　あ、そうだ。ミューゼ様から冒険の準備金として、１０００フーリ預かっているんです。どうぞ、ご自由にお使いくださぁい」




　ネライダはどこからか袋形の財布を取り出して、ミツルに手渡した。

「ケータさん。もう自分で操作できますよ。とりあえずネライダが言ったとおり、部屋から出てみましょうか」

　リゼラに言われたのでコントローラーを操作する。するとテレビ画面に映るミツルが、コントローラーの操作に合わせて軽快に動いた。

「おお、俺がミツルを動かしている……！　単純だけど感動する！」

「でしょでしょ？　伝説の英雄を操作できるなんて、楽しいですよね！」

　魔ま法ほう陣じんの部屋を出ると、見覚えのある廊下が広がっていた。

「ここは……」

「そうです。この場所は十六年前のベンテーチ学園の第一校舎、地下一階です。当時は学園じゃなくて、図書館だったんですね。学園になったのはミツルが光の国プログレシブに戻ったあと。図書館の管理人だった学園長が、ミツルに続く次世代の英雄を養成するために学園を建てたんです」

　リゼラの説明を聞きながら、ミツルを操作して見慣れた廊下を進む。

　途中で人に出会った。前髪パッツンで、銀髪さらさらストレートの幼女だ。

　これってまさか……。

「十六年前のローリエ学園長です。今とあまり変わりませんね」

　リゼラが言った。変わらないどころかまるで一いつ緒しよだ。リアルすぎて映画といっても通じる。




ローリエ「私はローリエ。このベンテーチ図書館の管理を任されておる。そなたは誰だれだ？　なにミツル？　さっきその部屋でミューゼ様を見たと申すか？　なにをバカな。貴様さては泥どろ棒ぼうだろう？　なに、違う？　だったらどうしてここにいるのだ。ほうほう」




　コントローラーの右スティックを倒たおすと、カメラワークがぐるりと移動した。どうやら自由に視点を変えることができるらしい。実物の学園長のうなじにはホクロがあるのだが、それすらも再現されている。

「これはすごい……ゲームの域を超えている！」

「だから言ったじゃないですか。ゲームは八番目の芸術なんですよ」

　ちょっと待てよ。アングルを変えられるってことは……。

　俺は右スティックを操作して、ひらひらのワンピースを着た学園長の足下から、あおりの構図にしてみた。

　こ、これは……!?

　パンツが見えた。ロリ軍ぐん曹そうらしからぬ、どぎつい黒のレースだった。
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「ちょ、なにやってるんですか！」

　リゼラがコントローラーを取り上げた。

　学園長の自宅に下宿している俺はわかるのだが、今見えたパンツは、確かに学園長が好んで穿はくタイプのものだ。そこまで再現するとは……。

　製作者はネライダとかいう妖よう精せいだったな。「はわぁ」とか気の抜けた言葉を喋しやべりながら、奴やつは学園長のパンツまでしっかり確認してやがったのだ。恐ろしい奴め、侮あなどれんぞＲＰＧ！

　その後ミツルは図書館からつまみ出され、現在のベンテーチ学園があるミナトンの街を一人でさまようことになる。時刻は夜だった。

　ゲーム内のミナトンの街は、実物と違って閑かん散さんとしていた。そしてマップも狭せまい。

「十六年前のこの街って、こんなに小さかったのか？」

「小さかったのは確かですが、ＲＰＧの場合は街の一部だけが再現されているんです。世界に点在する街を一つ一つ完かん璧ぺきに再現すると、それだけで容量がいっぱいになりますから。それが好きなら箱庭ゲームをやりましょう」

「なんだそれ？」

「このゲームには関係ないので、割愛します」

　ゲーム内のミナトンの街並みは縮小されているが、実物の雰ふん囲い気きはしっかり出ていた。街のシンボルである時計台も遠景でうっすら描かれている。

　それにしても、これが史実ならたとえ相手がクソ親おや父じだろうと同情する。いきなりアストラフトに転送されて、ひとりぼっちになるんだからな。学園長はこのときの負い目があるから、俺を優しく保護してくれたのかもしれない。

　リゼラいわく、ＲＰＧの基本は街の人に話しかけて情報を集めること。実際の親父もそうしたのかはわからないが、言われたとおりミツルを操作して、街中の人々に話しかけた。

　会話で集めた情報を整理すると、どうやらミナトンの街のはずれには「呪のろいの館やかた」と呼ばれる廃はい墟きよの洋館があって、夜な夜なそこに出入りしている女の子がいるらしい。




ネライダ「ミツルさん聞きましたよねぇ。わざわざ深夜に、女の子が一人で呪いの館に出入りしているなんて、危ないからやめさせないといけませんよぉ。あそこはファンタズマの巣そう窟くつになってるみたいですし、今から行ってみましょう」




　ファンタズマというのは、アストラフトの各地に出現する異形の怪物のことだ。

「というわけです」リゼラが言った。「さっそく街はずれにある呪いの館に行きましょう。これがミツルの伝説的冒険の第一歩となって……」

「いや、行かない」

「どうして!?」

　怪物ファンタズマが出現する呪のろいの館やかただぞ。あの親おや父じが、そんなところに行くはずがないだろ。そもそも親父は日本からアストラフトに転送されたばかりなんだし、ファンタズマが出たところでロクに戦えるわけがない。俺なら絶対に行かない。

「言っておきますけど、呪いの館に行かないと物語が進みませんよ。まだ街から出ることもできませんし、時間を無む駄だに浪費するだけです」

　リゼラの口調には少し怒ど気きが含まれていた。

　でも、あの親父が呪いの館なんて場所に行くとは思えないんだけど。

　納なつ得とくできないが、物語が進まないと言われると行くしかない。俺は仕方なくミツルを操作して、呪いの館に向かった。




　傾いた鉄てつ柵さく、広々とした庭、池の色は紫色。その向こうに、夜よ闇やみにぼんやりと浮かび上がる二階建ての洋館があった。

「ケータさん、その池は毒の沼地になってますから、入っちゃダメですよ」

「言われるまでもない。あんな色の池に入る奴やつはどうかしてる」

　館の庭に、ターバンを巻いた太った男がいた。話しかけてみる。




行商人「ちわーす。あなた、この呪いの館に入ろうとしてますね？　危ないから装備を整えていったほうがいいですよ。さあ、なんでも買ってくださいまし」




「……誰だれだこいつは？」

「行商人です。今後もミツルが行く先々に現れて、役立つアイテムを売ってくれるんですよ」

「どうしてミツルの先回りができるんだ？」

「それは謎なぞです。でも気にしなくていいですよ」

「いやいや、怖すぎるだろ。ストーカーされているんだぞ」

「だから気にしないでください。さっきミューゼ様から少しお金をもらったと思うので、それで武器を買っておきましょう」

　そういえば、１０００フーリもらったことになっていたな。人間に賽さい銭せんをくれる神様がいるなんて、普通は逆だと思うが。

　アイテムの購入画面に切り替わった。





→木ぼく刀とう　　　　　　…５５０フーリ

　メリケンサック　…９００フーリ

　薬草　　　　　　…50フーリ






「これは行商人が暴利なのか？　それともミューゼ様がケチだったのか？」

「行商人だって生きていくのに必死なんです。それに神様から大金をもらおうだなんて、甘えるにもほどがありますよ。ＲＰＧはそれも教訓にしているんです」

　なんだか釈しやく然ぜんとしないが、とりあえず木ぼく刀とうと薬草をいくつか買った。

　庭を進んで館やかたの玄関前までやってくる。玄関の両りよう脇わきには、それぞれ一体ずつ魔ま族ぞくを模した不ぶ気き味みな像が並んでいた。玄関の前でボタンを押す。ぎいい、とこれまた不気味な音を立てて両開きの扉が開いた。

　入ってすぐの場所は吹き抜けのホールになっていた。照明の類たぐいは一切なく、大きな窓から差し込む月明かりだけが頼たよりなので、非常に薄うす暗ぐらい。飾り物の騎き士しの鎧よろいも気味悪く見えた。

　ひとまず近くにあったドアを調べてみた。何度ボタンを押しても開かない。




ネライダ「その部屋は、強力な魔法の封印がかけられてるみたいですぅ」




　どうやら入ることはできないらしい。ほかの場所に行こうとしたとき。

　画面全体が白いもやで包まれた。そして画面が切り替わり、木刀を構えたミツルと巨大な蜂はちの形をした怪物が対たい峙じしているシーンになった。

「来ましたよケータさん。ファンタズマの出現です。最初の戦せん闘とうですよ」

　アストラフトに出現する怪物ファンタズマは、常に世界を徘はい徊かいしているわけではない。このゲームのように、大気中の「邪じや気き」という成分が集まって形成される。邪気は通常、あまり人が寄り付かない場所に多く存在するため、ファンタズマも人で溢あふれる街には出現しない。

「戦闘ってどうすればいいんだ？」

「とりあえず、近づいて殴なぐるんです。まあここは最初のダンジョンですし、ファンタズマもそんなに強くないですよ」

　リゼラの言う「最初のダンジョンだから」という理由はよくわからないが、ファンタズマの強さは邪気の濃さに比例する。この呪のろいの館の邪気は、それほど濃くないということだ。

　俺はミツルを操作して蜂型ファンタズマに向かっていき、ボタンを押した。

　ミツルが「てぇい！」と少し間抜けな声をあげながら、さっき装備した木刀でファンタズマをぶん殴る。敵の上に数字が飛び出した。与えたダメージの量ということらしい。

　何度か殴ったら、蜂型ファンタズマは消しよう滅めつした。ミツルも俺と同じレベル１のくせに、今の俺より強いのかもしれない。少なくとも俺は、一人でファンタズマを撃げき退たいする自信がない。

　生意気な親おや父じだ、と思いながらプレイを続ける。

　その後も呪いの館を探たん索さくしながら戦闘をくり返した。何度目かの戦闘が終わったとき。

　パンパカパーン。

　陳ちん腐ぷなファンファーレが鳴り響ひびき、ミツルがガッツポーズを取った。その頭上に「レベルアップ」という文字が浮かび上がり、ミツルはレベル１からレベル２に上がった。

「バカな、レベルアップした、だと……？」

　啞あ然ぜんとゲーム画面を見つめながらつぶやいた。俺はこっちの世界に来て十日経たつのに、未いまだにレベル１。しかし親おや父じは、一日も経たないうちにレベル２になってしまった。

　一体これはどういうことだ。親父はとんでもない才能のもち主だっていうのか？

「考えられーん！」頭を搔かきむしった。

「だって呪のろいの館やかたに入ってから、結構な数のファンタズマを倒たおしているんですよ。レベルが上がるのは当然でしょ」

　リゼラのそんな発言に、俺はきょとんとして聞き返す。

「レベルって、ファンタズマを倒し続けたら上がるものなのか？」

　今度はリゼラが目を丸くする番だった。

「あのー、レベルアップの方法なんて、アストラフトの人間なら誰だれでも知ってますよ」

「はは、俺って勉強が苦手だからさ」この世界の人間じゃないことは秘密にしているので、笑ってごまかしておく。「よかったらレベルアップについて、簡単に教えてくれないか？」

　リゼラはため息まじりに「まあいいですけど」と言って続けた。

「ケータさんは戦レ闘コ記ー録ドってわかりますよね？」

「も、もちろんだ」

　それは学園長から聞いていた。戦レ闘コ記ー録ドとは、自分が過去にどんな相手と戦ったかということを記録しておく魂たましいの領域だ。アストラフトの人間なら、誰でも持っているらしい。

　そして学園長にテストしてもらった結果、日本生まれ、日本育ちの俺にも戦レ闘コ記ー録ドがあることが判明している。

　これについて学園長は、俺の親父が最高神ミューゼから戦レ闘コ記ー録ドを与えてもらったことが影えい響きようしていると結論づけた。ようするに遺伝だ。空間歪曲魔法ドライブシアターやこの世界の言語を理解する能力と同様に、親父が最高神ミューゼから与えてもらった力は、息子の俺にも遺伝する傾向にあるらしい。

「では、現在のレベルやパラメータを確認する方法はわかりますか？」

　リゼラの口調は、出来の悪い生徒に優しく授業を行なう教師のそれに似ていた。

「えっと、確か『ライナーノート』っていう魔ま法ほうの紙に血を垂らすことで、自分の今のレベルやパラメータが数値として浮かび上がってくるんだよな」

　その結果、俺は「レベル１」ということで学園に登録されている。

「そうです。ライナーノートが反応するのは、垂らした血から魂の戦レ闘コ記ー録ドに記録されている情報を読み取っているからです。戦レ闘コ記ー録ドには『いつ、誰と、どんな戦いをした』という基本情報から、『○○との戦闘のとき、右足から踏ふみ出して体重の●パーセントの負荷をかけながら、斜め△度に移動した』といった非常に細かい情報まですべて記録されていて、失われることはありません。体や頭では忘れていても、魂たましいが覚えているといった状態ですね。このように戦いで得た情報を経験値リズムスと言います」

「ふむふむ」

「どんどん経験値リズムスが戦レ闘コ記ー録ドに書き込まれていくと、やがて戦レ闘コ記ー録ドは満タンになります。魂にある戦レ闘コ記ー録ドは満タンになると、肉体と同化して、記録されていた経験値リズムスに沿って戦いに関する身体能力が上昇するんです。これがレベルアップです。ところでケータさんは、バケツに水がたっぷり溜たまっている状態でさらに水を入れたいときは、どうしますか？」

「えっと、次のバケツを用意する？」

「そうですね。魂の戦レ闘コ記ー録ドも同じで、満タンになったら、まだ何も記録されていない二枚目の戦レ闘コ記ー録ドが生成されるんです。ようするに二つ目のバケツですね。この状態がレベル２。つまりレベル２というのは、『二枚目の戦レ闘コ記ー録ドが作られた状態』って意味なんですよ」

「わかったぞ。さらにその二枚目の戦レ闘コ記ー録ドにまた経験値リズムスをたくさん記録させて満タンにすれば、やはりまた肉体と同化してレベルアップ。三枚目の戦レ闘コ記ー録ド保持者、すなわちレベル３になるってわけか」

「はい。それをくり返すことで、人間はどんどん強くなることができるんです」

　元の世界と違って、アストラフトでは日常的にファンタズマとの戦いが求められる。だから最高神ミューゼは、救済措置としてこの世界の人間にレベルアップシステムを組み込み、戦えば戦うほど強くなる戦せん闘とう種族に仕立て上げた……というところか。

「ちなみに経験値リズムスを戦レ闘コ記ー録ドに記録させるには、格下の相手と戦ってもだめです。強い相手と危険承知の真剣勝負をして、それに勝利することで初めて戦レ闘コ記ー録ドに記録されるんです」

　ようするに強い相手と戦って勝てば、経験値リズムスを獲得できて、レベルアップに近づくってことか。ベンテーチ学園では毎月一度、課外授業として強いファンタズマを狩りに出かけることがあるけど、そういうことだったんだな。

　レベルアップに関する話を聞いて、親おや父じが邪じや神しんを倒たおせた理由の片へん鱗りんが少し見えてきた。

　親父はこのゲームのように何度も戦闘をくり返し、着実にレベルを上げていったのだ。そして名実ともに、本物の英雄になった。

　深いため息をつく。

「どうしたんですか、ケータさん？」

　リゼラが首をかしげた。

「いや、ミツルってムカつくけど、すげーなって思ってさ。俺とは出来が違うよ。あっさりレベル２になりやがって。どうせ俺は、ずっとレベル１のままだろうし」

　レベルアップするためには、自分と同等か格上の相手と戦って勝たなければならない。それなら俺には無理だ。なにしろ俺は、元の世界にいたころから何をやっても普通以下。バスケのシュートは一度も入ったことがないし、抜き打ちテストはいつも惨ざん敗ぱい。周りの連中からはいつも笑われていた。

　こんな俺でも、天空の遺跡アルガニフタなんて秘境に行けるんだろうか……さっきまでは、親おや父じでも行けたんだから俺にも行けるはずだ、なんて思っていたけど、雲行きが怪しくなってきた。親父は俺なんかと違って、すごい才能のもち主だったのだ。どうしようもない奴やつだったけど。

　リゼラが俺の心情を読み取ったかのように、口を開いた。

「ケータさんだって少しずつ経験値リズムスを貯めていけば、必ずレベルアップできますよ」

「リゼラは知らないだろうから教えてやるけどな。俺は運動もだめ、勉強もだめ。あやとりの代わりにちょっと料理ができるだけの、のび太なんだよ。そういえば四次元ポケットを使えるところものび太だな。まあ俺はドラと違って、大した道具を持ってないけど」

「ノビタってなんですか？」

「気にしないでくれ」

　俺はコントローラーを握にぎりしめて、画面上のミツルを操作した。またファンタズマが現れて戦せん闘とうに入る。ミツルがレベル２になったことで、戦闘はぐっとラクになっていた。

「ケータさんは知らないでしょうから、教えてあげますよ」リゼラが俺の口調を真ま似ねして言った。「ミツルはパーティの中で、一番成長が遅おそいんです。でも少しずつですが、確実に成長していくんですよ。いつまでも主人公をレベル１にしておくプレイヤーなんていません」

　そして俺の手からコントローラーを奪うばい取った。左スティックをぐるぐる回して画面上のミツルをその場で旋せん回かいさせる。ファンタズマが出てきて戦闘になるが、リゼラはあっという間に敵を殲せん滅めつさせた。

　それをくり返すうちに、またミツルは成長してレベル３になった。

「最初はどんなに弱いキャラクターでも、一歩ずつ確実に進んでいけば、いずれ巨悪を倒たおせる力が得られる。それを教えてくれるのがＲＰＧなんですよ」

　リゼラはにっこり笑って、俺にコントローラーを手渡してきた。

　その優しい笑顔が胸をえぐる。

　こんな俺でも、親父のようにレベルを上げられるっていうのか……？

　俺も一度だけ、課外授業のファンタズマ狩りに参加したことがある。しかしレベル１の俺が太た刀ち打うちできるはずもなく、逃げ回ってばかりだった。

　もしそれが、レベル１の俺でも辛かろうじて戦えるような相手だったとしたら……やっぱり逃げていたかもしれない。しかしリゼラは一歩ずつ確実に進んでいけば、いずれ巨悪を倒せる力が得られると言った。ＲＰＧがそれを教えてくれると言った。

　……それを信じてもいいのか。いや、信じないとだめだ。

　平和になった今の世界なら、レベルを上げなくても天空の遺跡アルガニフタに行けるのかもしれないが、挑戦する心がないとたどり着くことはできない。一歩ずつ確実に、まずはレベル２になることを目指そう。レベル１の俺でも、なんとか戦えそうなファンタズマが出てくる場所は……。

「あ！」そこで俺はひらめいた。「なあリゼラ。この『アストラフトの英雄』ってゲームは、史実をリアルに再現しているんだよな？」

　はい、とリゼラが頷うなずく。俺は脇わきに置いてあった鞄かばんから、折り畳たたまれた紙を取り出した。ベンテーチ学園を中心としたミナトンの街の地図だ。それをよく観察してみると……。

「……ある」

「なにがですか？」

「呪のろいの館やかただよ！　本当にある！」

　現実の地図にもしっかりと、「呪いの館」と書かれた場所があった。

「そりゃそうですよ。このゲームは史実をリアルに再現していますからね」

　ゲーム上の呪いの館に出てきたファンタズマは、レベル１の親おや父じでも太た刀ち打うちできる強さだった。だったら同じレベル１の俺でも戦えるんじゃないのか。

　ソファーから勢いよく立ち上がった。

「ゲームはここまでだ！　行くぞリゼラ！　ついてきてくれ！」

「え、行くってどこにです？」

「実物の呪いの館に決まってるだろ！　今すぐ行くぞ！」

「待ってください」リゼラに腕を摑つかまれた。「行くのはいいですが、ゲームの状況を記録してからです。そして本体のスイッチを落とす。これ常識です」

　進行状況は超記き憶おく能力をもつ妖よう精せいネライダに話しかけることで保存できるようだった。




　呪いの館はベンテーチ学園から走って十分ほどの距きよ離りにあった。

　俺は楽しみにしていた新刊のマンガを買いに行くときのように、胸の高鳴りを抑えながらやってきたのだが……。

「なあ、リゼラ。なんだここは？」

「呪いの館ですよ」

「ゲームで見た雰ふん囲い気きと、ずいぶん違っているようだが？」

「そりゃそうですよ。だって今は、ただの観光地ですもん」

　呪いの館は大勢の人々で賑にぎわっていた。

　門のところにあった傾いた鉄てつ柵さくは取り除かれ、庭にあった紫色の毒の沼地は綺き麗れいな水が流れる噴水と化している。庭全体が汚きたない雑草で覆おおわれていたはずなのに、まぶしい緑色の芝と白い石いし畳だたみで整備されていた。もはや呪いの館なんて名称とはほど遠い。まるで良家のお屋や敷しきだ。

「これが……あの、呪いの館……？」

「はい。観光地化されるのは仕方ないとしても、ゲームの不ぶ気き味みな雰囲気はそのまま残しておくべきだと思いませんか？　本当にがっかりです。どちくしょう」

　リゼラが汚い言葉を吐はいて舌打ちしたとき。

「へーい、そこの若いカップルさん。恋愛祈願でもやっていかない？」

　庭に出ていた露ろ店てんの若い店員が手招きしてきた。

　紫むらさき髪がみのボブカット、大きな瞳ひとみに縁の赤いメガネ。「ハイードマーチ商店」と書かれた法はつ被ぴを着た、活発そうな少女だった。

「かかっ、カップルだなんて、そ、そんな……」

　リゼラは頰ほおに手を当てて、気き恥はずかしそうにうつむいた。

　そういえば『アストラフトの英雄』でも、ちょうど同じ場所に行商人がいたな。

　興味を惹ひかれた俺は、女の子のいる露店を覗のぞいてみた。

「いらっしゃーい……って、あれ？　キミはこの間三組に転校してきた、えっとケータくんだっけ？」

　よく見ると、露店の女の子は法被の下にベンテーチ学園の制服を着ていた。シャツの内側から、ボリュームのある胸が元気よく自己主張している。

「あ、あなたはマレッタさんじゃないですか！」

　遅おくれてやってきたリゼラが、露店の女の子を指差して言った。

「うん？　どうしてボクを知ってるの？」

「だってマレッタさんは、一応ゲーム研究部の部員でしょ！」

　女の子は両手をぽんと重ね合わせた。

「ああ、キミはゲーム研究部部長のリゼラちゃんか。あまり学校で見かけないから、ちょっと抜けてたよ」

「なんだ、友達なのか？」

　俺が言うと、リゼラはじとりと恨うらみがましく睨にらんできた。

「私に友達がいないことぐらい知ってるくせに」

　いや、それは知らなかったけど……悪い。

　聞けば露店の女の子は、ベンテーチ学園の一年五組に在ざい籍せきするマレッタ・ハイードマーチというらしい。ゲーム研究部の設立早々に入部してきた初期メンバーだそうだ。

　ただし入部届けを提出して以来、一度も部室に顔を出していない幽ゆう霊れい部員なんだとか。

「マレッタさん、どうしてゲーム研究部に来てくれないんですか」

「だって最初から部活自体する気がないんだもん。ベンテーチ学園は必ずどこかの部活に入らないといけないから、籍だけ置いてもらえたらいいの。ところで何か買っていかない？」

　どうやらこのマレッタという女の子は、放課後自由にバイト（？）をするために適当な部を選んで入部したクチらしい。そんなのアリなのか……。

「一体何を売ってるんだ？」俺が尋ねてみた。

「ふふ、今の目玉はこれ」店先に並べている木札を手に取って掲かかげる。「これはフシミーナリの森にある樹齢千年の霊れい樹じゆで作った、恋愛成じよう就じゆの木札。ここに恋人同士が名前を書くと永遠の愛が約束されるんだよ」

「フシミーナリの森って、入ったら二度と出られないって言われる通称『迷いの森』ですか」

　リゼラが疑いの眼まな差ざしで言った。マレッタは満足そうに頷うなずく。

「そう。かつて英雄ミツルの一行も苦しめられた魔ま境きよう中ちゆうの魔境。ボクが自みずからそんな危険な場所に出向いて、この木札を作ったんだから。今ならなんと、たったの５００フーリ！」

　明らかに怪しい。そんな希少価値の高そうなものが５００フーリだなんて、『アストラフトの英雄』で買った木ぼく刀とうより安いじゃないか。

「買う奴やつっているのか？」

　俺が尋ねると、マレッタは満面の笑みで呪のろいの館やかたの玄関を指差した。

　ゲームのとおり、玄関の両りよう脇わきには強こわ面もての魔族像が一体ずつ置かれている。しかし現在では、残念なアレンジが施ほどこされていた。首からぶら下げられている大量の木札。その一つ一つに相あい合あい傘がさと恋人同士の名前が書かれている。ゲームで見た不ぶ気き味みさは欠片かけらもない。

「ま、マレッタさん！　あなた勝手になんてことを！　これじゃ呪いの館の幻げん想そう的てきな雰ふん囲い気きがぶちこわしじゃないですか！」

　リゼラが怒おこった。それでもマレッタは冷静に言い返す。

「幻想的もなにも、ここは今じゃ立派な観光地じゃん。ボクはそこに、デートスポットっていう付加価値をつけてあげたわけ。それに許可ならちゃんと取ってるよ。なにか問題ある？」

「た、確かに呪いの館は、英雄ミツルとヒロインのアナスタシア姫が初めて出会った記念すべき場所ですけど……こ、こんなの『アストラフトの英雄』に対する冒ぼう瀆とくです！」

「ボクは商品さえ売れたら、それでいいのさ。観光客はみんな喜んで木札を買って、魔族像にぶら下げていくよ？　そうだ、冬になったら呪いの館を自作の照明でデコレーションして、ライトアップする企画を出そうかな。それでマージンは……」

　改めて周囲を見渡してみると、呪いの館の観光客はカップルの比率が高いようだ。十六年前は誰だれも近づかなかったボロ屋や敷しきだったのに。これが時代の趨すう勢せいってやつか。

「なんだか疲れました。早く館の中に入りましょうケータさん」

　リゼラが俺の袖そでを引っ張ってきた。

「今度は何か買ってねー」と言うマレッタの声を背に、俺とリゼラは館の玄関に向かった。

　中に足を踏ふみ入れようとしたとき、リゼラが脇の魔族像の首にひょいと何かをぶら下げた。

「ちょっと待て」

　俺は足を止めて、今リゼラが魔族像にぶら下げたものを確認した。

　木札だった。相合い傘の下に、俺とリゼラの名前が書かれている。

「文句言っときながら、買ってるじゃねーか！」

「し、知りません！　まったく、ど、どこのどいつが、こんな真ま似ねを……」

　ぶつぶつ言いながら、リゼラは木札を回収した。

　だいたいなんで俺の名前を書くんだ。そういうのは好きな男の名前を書けっての。




　呪のろいの館やかたの入り口で入場料を支払って、中に入る。ちなみに入場料は５００フーリ。ありがたい木札と同じ値段だった。

　館の内装はゲームとまるで同じだ。ただ、ホール中央の大階段の脇わきに飾られている騎き士しの鎧よろいは、頑強そうなガラスケースで覆おおわれていた。

「かっちょええええ！　ここには何度か来てますが、やっぱり本物は何度見てもいいものですねぇ！　ゲームの雰ふん囲い気きそのままだったら、ベストだったんですがねぇ！」

　観光地化されていることに散々文句を言っていたくせに、興こう奮ふんの色を隠かくせないリゼラ。ガラスケースに飛びついて、はあはあと荒い息を漏もらす。「ガラスに触ふれないでください」の注意書きがあるにも拘かかわらず。

「……なあ、リゼラ。ここってファンタズマは出てこないのか？」

　俺はここに来た目的を尋ねてみたのだが、

「そりゃそうですよ。ファンタズマの素になる邪じや気きは、ひと気のない場所に滞たい留りゆうするんですから。こんなにたくさんの人が出入りしていると、邪気だって散ってしまいますよ」

　やっぱりそうだよな……。

　ここならレベル１の俺でも戦えるファンタズマが出ると思ったのに。どうやら呪いの館は、観光地化という弊へい害がいによって安全な建物になってしまったらしい。確かにあたりで、親子連れやカップルが楽しそうに談笑しているところを見ると、出るはずのものも出ないだろう。

「くっ、だったらもう、こんな場所に用はない。帰るぞリゼラ。ゲームの続きだ」

「すいません。私は今、この騎士の鎧を鑑かん賞しようすることにしか興味ありません」

　……面めん倒どうな奴やつだ。

　俺は踵きびすを返して一人で帰ろうとしたのだが、ふと足を止めた。

　そういえば、あそこはどうなっているんだろうか。

　ちょうど大階段の陰になっていて、ひと目につきにくい場所。ゲームではそこに魔ま法ほうで封印された扉があった。開かずの間というのは、好奇心がくすぐられるもの。十六年前の世界を再現したゲームでは入れなかったが、今の時代なら入れるようになっているかもしれない。

　そこに向かってみると、扉の周囲にロープが張られており、立ち入り禁止の立て看板が出されていた。扉には注意書きがあり、「この扉は封印されており、現在でも封印を破る研究が進められています」とある。

　なんだ。十六年経たった今でも、まだ開けることができないでいるのか。

　あたりを見回して、誰だれもいないことを確認。そして右手をまっすぐ横に伸ばす。俺が唯ゆい一いつできる魔法、空間歪曲魔法ドライブシアターだ。別次元の倉庫から『エルピダ・キー』を取り出す。

　このアイテムは、レバー式の鍵かぎやかんぬき錠じようだけでなく、瓶びんビールの栓せんやワインのコルクまで、あらゆる「封」をこじ開ける。該当箇所に当てるだけで、鍵かぎや栓せんが勝手に外れるのだ。

　それは魔ま法ほうの封印も例外ではないと聞いている。俺はまだそれを試したことがないので、今のうちに試しておきたい。それに中がどんな部屋になっているのか、興味もあるしな。

　ロープを飛び越えて、扉に描かれた魔法の印章に『エルピダ・キー』をそっと当てた。

　パシン、と小さな破は裂れつ音おんがした。

　扉に手を当てて、ゆっくりと押してみる。すると「ぎいい」という音を立てて、いとも簡単に開いてしまった。

「ほ、本当に開いちゃった……『エルピダ・キー』すごいな……」

　おそらく何十年ぶりかに開かれた扉の奥からは、じとりと湿った重い空気が流れてくる。

　ファンタズマの素になる邪じや気きは、人が寄り付かない場所に多く滞たい留りゆうするっていう話だったよな。ひょっとして、この奥ならファンタズマが出るんじゃないのか？




「ほ、本当に封印されていた扉が開いてるじゃないですか！」

「だからそう言っただろ」

　ガラスケースに張り付いていたリゼラを強引に連れてきた俺は、二人で封印されていた扉の中に入った。中は部屋ではなく地下へと延びる階段だった。その薄うす暗ぐらい階段をゆっくりと降りていく。

「一体、誰だれがどうやって封印を解いたんでしょうか。この扉の奥は『アストラフトの英雄』の謎なぞの一つだったんですよ。そんな場所に入っているなんて、なんだかわくわくしますね！　てーれれー、てーれれー♪　あ、これダンジョン専用の音楽です。てーれれー」

　へえ、と適当に相づちを打って先を急ぐ。いつどこからファンタズマが出てきても、すぐに戦える心構えも忘れない。本当に俺ごときが戦えるかどうかは疑問だが。

「ところでケータさん、珍めずらしいものを持ってますね。用意がいいです」

　リゼラが言った「珍しいもの」とは、俺が手にしているランタンだ。

　大気中のマテリアを集めて勝手に明かりが灯ともる、燃料いらずのアイテム『不夜の灯火』。もちろん空間歪曲魔法ドライブシアターで保管していたものだ。『不夜の灯火』は『エルピダ・キー』ほどレアなものではなく、そのあたりの店でも売っている。ただし非常に高額だが。

　階段を降りた先には、広い部屋があった。廊下はなく、ここで行き止まりらしい。

「……結局ファンタズマは出てこなかったな」

「上が観光地になってますからね。その分、邪気も薄れているんでしょう」

　割と期待していたのに、とんだ肩すかしだ。まあ、せっかく来たわけだし、少しこの部屋を調べていこう。

　教室サイズの部屋にあるのは埃ほこりだらけの本棚と、木製の椅い子すと机。そして古びた壺つぼがいくつかあった。とりあえず本棚に並んでいる本をパラパラとめくってみる。

　なんのことはない、昔の小説らしかった。

「あの、ケータさん」

　さっきまで元気がよかったリゼラが、遠えん慮りよがちに言った。

「なんだ？」本をめくりながら答える。

「私、学校の人とこうやって外に出たのは初めてなんです。私って、いつもゲームばかりやってるオタクだから、友達もいないし」

「まあ俺もゲーム研究部に入ったわけだし、一応友達だろ。お、この本何か挟はさまってるぞ……なんだ、ページが折れてるだけか」

「と、友達……初めて言われた。そ、それも男の子に……ぐふ」

「うーん。やっぱり普通の本棚か」

　本棚の次は机を調べてみた。埃ほこりまみれになった羽ペンと、何も書かれていないノートしか見当たらない。

「あ、あの、まだ聞いてなかったんですけど、ケータさんは、げ、ゲームお好きですか？」

「好きとか嫌きらいとか、そういう次元の話じゃない。俺はゲームをやらなければならないんだ。言ってしまえば、使命みたいなもんだな」

「使命……！　そこまで言い切ってくれる人がいたなんて……」

　そりゃそうだろ。『アストラフトの英雄』には、親おや父じがどんな冒険をしたのかが詳細に描かれている。それを知ることが、天空の遺跡アルガニフタに行くヒントに繫つながるんだから。

　机を調べ終えた俺は、ずらりと並んでいる壺つぼを調べることにした。一つずつ覗のぞき込みながら何か入っていないか確認していく。

「あの、これからも部を辞めずに、その、私と一いつ緒しよにゲーム……してくれますか？」

「当たり前だろ。そんなのこっちからお願いする。俺にはリゼラが必要だからな」

　そう言うと、リゼラは息を吞のんだ。背中越しに動どう揺ようの雰ふん囲い気きが伝わってくる。

「わ、私が必要……？　ゲーム狂でみんなに避さけられてる私が……」

　それっきり、リゼラは黙だまり込んでしまった。まあ、静かなのはいいことだ。それにしても、この部屋には何もめぼしいものがないな。役立つアイテムでも出てくるかと思ったのに。

　最後の一つになった壺を覗き込む。暗い壺の中に、光るものが見えた。

「お、この壺なんかあるぞ」

　中に手を入れようとしたが、寸前で止めた。壺の中で光ったものが、ぎょろりと動いたからだ。それも二つ。これってまさか……目？

　そう思ったとき、壺の両りよう脇わきについていた取っ手が触手のように伸びた。思わず手を離はなす。

　落下した壺は見事に砕くだけ散る……ことはなく、取っ手の触手が足の代わりになってしっかり壺本体を支えて立った。

「なっ、こいつはまさか……変異体!?」

　変異体ファンタズマ。通常のファンタズマは邪じや気きが集まって形成され、時間が経過することで霧む散さんして元の邪気に還かえる。しかし変異体ファンタズマはそうではない。邪気がなんらかの変化を起こして完全固定したもので、自然に霧散することがなくなるのだ。

　そんな変異体ファンタズマは、通常のファンタズマより遥はるかに強い。

「や、やばいぞリゼラ！　変異体が出やがった！　壺つぼに化けてやがったんだ！」

　俺は空間歪曲魔法ドライブシアターを使って、別次元の倉庫から双眼鏡のようなアイテムを取り出した。

　神具『真実の瞳ひとみ』。これを使って相手を見れば、パラメータを確認することができる。さっそく俺は壺型の変異体ファンタズマを『真実の瞳』で覗のぞき見た。レンズに敵の名前を含めた戦力情報が映り込む。





恐怖の壺

攻こう撃げき力りよく30、防御力33、瞬しゆん発ぱつ力りよく34、魔ま力りよく38、運５






「つよっ!?」

　思わず声をあげた。それぐらいこの変異体ファンタズマは強い。学園の課外授業でも、これほどのファンタズマと対たい峙じする機会はそうそうないはずだ。当然レベル１の俺では太た刀ち打うちできない。参考までに俺のパラメータを紹介しておこう。





ケータ・アサギリ

レベル１

攻撃力３、防御力３、瞬発力３、魔力０、運５






　な、勝ち目ないだろ？

　変異体ファンタズマ「恐怖の壺」は、壺の中から覗く白い両目をぎらつかせ、じっと俺を見つめている。いつでも殺せるぞ、という余裕さえ感じ取れた。

「リゼラ、隙すきをついて一気に逃げるぞ。いいか？」

　離はなれたところでうつむいているリゼラに声をかけたが、彼女はぴくりとも動かない。ファンタズマと対峙していることにも気づいていないんじゃないだろうか。一体どうしたんだ？

　試しに俺は『真実の瞳』でリゼラを覗いてみた。





リゼラ・シャルノーラ

レベル２

攻撃力４、防御力６、瞬発力５、魔力10、運５






「弱よぇ!?　俺とたいして変わらねぇ!?」

　そういえばリゼラは不登校が続いているのだ。まともに授業を受けていないんだから、成長するわけがない。

　恐怖の壺つぼは身を支える触手を屈くつ伸しんさせたあと、その反動で飛びかかってきた。

「ひいいっ！」

　叫びながら横に飛んでかわした。着地した恐怖の壺は、触手を俺に向かって伸ばしてくる。

　俺の両腕が、敵の二本の触手によって捕らえられてしまった。

「に、逃げろリゼラ！　それで助けを呼んできてくれ！」

　恐怖の壺は俺を狙ねらっている。リゼラには興味を示していない。リゼラにとって今が逃げるチャンスなのに、彼女は地面に視線を落としたまま、ぴくりとも動かない。

「何をやってるんだ！　早く行けってば！」

　もう一度声をかける。

　リゼラは顔を上げて、俺を見た。その両目には涙が浮かんでいる。そして俺をしっかりと見据えながら、こう言った。

「さっき、私が必要って言ってくれましたよね……それ、本当、ですか……？」

「は？　こんな状況で何を言って……」

「本当に、本当に、こんな私でも必要って言ってくれますか!?　いつもゲームのことしか頭になくて、みんなから敬遠されてしまうような私でも、あなたは必要だって言ってくれるんですかっ!?　友達だって言ってくれるんですかっ!?」

　絞り出した声。今日聞いたなかで、一番の声量だった。

　必要かどうかだって？　そんなの答えは決まっている。

「この世に必要とされない人間なんて、いるわけないだろ！」

　だから俺は元の世界に帰りたいのだ。誰だれからも必要とされず、俺がいなくなった世界でみんなに忘れ去られてしまうなんて、そんなの絶対にイヤだ。

　リゼラは手の甲でぐしぐしと両目をこすった。

　そして恐怖の壺を睨にらみつける。逃げようとする様子はまったくない。

「何をやってるんだ、リゼラ！　俺は放ほうっておいて早く逃げろよ！」

「うるさいです！」声量とは裏腹に、その双そう眸ぼうには氷のような冷たさが宿っていた。「私は今、あなたを守ることにしか興味ありません！」

　リゼラの体が金色に輝かがやく。体から発散される魔ま力りよくの粒子がそう見せているのだ。

　さっき確認したところ、リゼラの魔力は10だったはず。しかしこの圧あつ倒とう的てきな輝きは、10どころではない。学園の魔法教師が授業で一度だけ、本気の魔法を見せるために魔力を全開で解放したことがある。しかし今のリゼラは、そのときの輝きすらも凌りよう駕がしていた。これではまるで大だい魔ま導どう士しクラスだ。

[image: ]

　恐怖の壺つぼは一度リゼラを見たあと、再び俺に向き直った。壺の縁にサメを彷ほう彿ふつさせる鋭するどい歯がびっしりと生えてきて、ぐにゃりと口を歪ゆがませた。先に俺を始末するつもりのようだ。

　そして俺の両腕を捕らえている触手を一気に縮めて、飛びかかってきた。ナイフのような歯を生やした口を大きく開けて、俺の頭を嚙かみちぎろうとする。

「うわあああああああ！」

　俺は頭ごと壺の中にすっぽりと包まれ、鋭えい利りな歯が首もとに立てられる。

　死んだ……と思いきや、

　ガチンッ！

　聞こえた音が思っていたものと違う。首筋に鋭い歯が突き刺さった音にしては硬い。そして痛みはまったくない。

　恐怖の壺が俺の頭を吐はき出した。人語では表現できない奇怪な悲鳴をあげながら、俺の足下で苦しそうにのたうちまわっている。

　その口もとには、亀き裂れつが入っていた。

「な、なんで……？」

　俺は歯が立てられたはずの自分の首に左手を当てた。ひやりとした金属のような感触。指で叩たたいてみると、コンコンと音がした。

　ちょっと待て。本当に金属になってないか……？

　地に転がっていた恐怖の壺つぼの触手が伸びる。それは俺の左手首に巻き付いて、ぐいっと体ごと引き寄せられた。

「うわあッ!?」

　今度は俺の左腕を嚙かみちぎるつもりだ。口を開けて待つ恐怖の壺に向かって、俺は左腕から倒たおれ込む──。

　ガシャン！

　恐怖の壺は豪ごう快かいな音を立てて、粉々に砕くだけ散った。歯が立てられたのに通用せず、そのまま裏うら拳けんを浴びせる形になったのだ。固体化していた邪じや気きが、白いもやとなって霧む散さんする。

　もやが晴れて自分の左腕を見たとき、俺は言葉を失った。

　制服の袖そでごと、左腕全体が光沢ある銀色の金属に変へん貌ぼうしている。そんな俺の左腕は石の床にもめり込んでいた。恐怖の壺や床を砕いた感触は一切なかった。

　ど、どうなっているんだ……？

　今度は俺の体がぼんやりと白く光る。そして頭から円えん盤ばん状じようの物体が飛び出してきた。

「これは、俺の戦レ闘コ記ー録ド……！」

　アストラフトの住人の魂たましいに存在する記き憶おく領域、戦レ闘コ記ー録ド。

　頭上をただよう戦レ闘コ記ー録ドは回転して、あたりに陳ちん腐ぷなファンファーレを響ひびかせた。

　俺より格上のファンタズマ、恐怖の壺を倒したことで大量の経験値リズムスが入り、一気に戦レ闘コ記ー録ドが満タンになったのだ。このファンファーレは、戦レ闘コ記ー録ドが満タンになったときに奏かなでられる祝福の音楽。さっきゲーム内でも聞いた、レベルアップの合図だ。

　初めて聞く自分の戦レ闘コ記ー録ドのファンファーレに戸と惑まどいを覚えていると、別の場所からも同様の音楽が聞こえてきた。リゼラだった。彼女の頭上にも戦レ闘コ記ー録ドが浮かんでおり、それがファンファーレを流している。リゼラもレベル２から３になったのだ。

　どうしてリゼラまでレベルアップしたのか。その理由は決まっている。彼女も今の戦せん闘とうに参加して、経験値リズムスを獲得したからだ。

　つまりリゼラは戦闘中、ずっと突っ立っていただけではなかった。この左腕の金属化は、リゼラが魔ま法ほうでやったのだ。

　でも、一体なんだこの魔法は。アストラフトにある基本的な魔法の種類なら本で読んで把は握あくしているが、こんな魔法は知らない。

「リゼラ、キミは一体……？」

「あ、えっと、大だい丈じよう夫ぶですかケータさん？」

　さっきまでの冷たいリゼラとは違い、普ふ段だんのふんわりした雰ふん囲い気きを取り戻していた。

　いつの間にか、俺の左腕の金属化も解除され、元通りの腕に戻っている。

　俺はもう一度『真実の瞳ひとみ』で、リゼラを覗のぞいてみた。今度はより詳細なパラメータを見るため、しっかりと意識を集中して。

　レンズに映る情報がスクロールして、その片へん鱗りんが見えてきた。





リゼラ・シャルノーラ

レベル３

攻こう撃げき力りよく５、防御力６、瞬しゆん発ぱつ力りよく６、魔ま力りよく12、運５

所持スキル・超集中ハイパーコンセントレート……極限まで集中したとき魔力が十倍になる。

所持魔法・絶対防御魔法エクスプリズモス






「ぜ、絶対防御魔法……？」

　やはり知らない魔法だった。

　もしかすると彼女こそ、俺を天空の遺跡アルガニフタに連れて行ってくれる存在になるかもしれない。

　確証はないが、そんな予感めいたものを感じた。










[image: 第二話　リゼラ・シャルノーラも光の国へ渡りたい]




「わ、私、クラスメートの、そ、それも、男の子の部屋に来るのは、は、初めてで……」

　リゼラは極度に震ふるえていた。それはもう、アスファルトを掘削するドリルのように。そんな手で紅茶入りのカップを持つものだから、中身がほとんどソーサーにこぼれてしまっている。

「すす、すいません。さ、先に、こ、こっちから飲みますね」

　ソーサーを両手で持ち上げて、こぼれた紅茶をすすろうとする。

「いや、そっちは飲まなくていい」

　俺は今、リゼラと一いつ緒しよに自分の部屋にいる。そこは居候いそうろうさせてもらっているローリエ学園長の自宅の一室だ。靴のまま上がる欧米式なので、日本人の俺は未いまだに慣れない。

　アストラフトに転送されてから十日しか経たっていないため、私物の類たぐいはほとんどない。あるのは机とベッド、そしてベンテーチ学園の授業で使う教科書類を収めた本棚だけだ。

　リゼラを部屋に連れてきたのは成り行きだった。

　呪のろいの館やかたの地下で恐怖の壺つぼを撃げき退たいしたあと、すぐ警備員たちが駆け込んできた。封印されているはずの扉が開いていたので、驚おどろいて様子を見にきたのだろう。そこで俺とリゼラは警備員たちから、どうやってここに入ったのか尋問されそうになった。説明するのは面めん倒どうなので、リゼラを連れて逃げてきたというわけだ。

「なあリゼラ。さっき呪いの館の地下で使った魔ま法ほうは一体なんだったんだ？」

　この質問は部屋に来てから何度かしているのだが、

「すす、すいません、わ、私、男の子の部屋に来るのは、は、初めてで……」

　このように、緊きん張ちようのあまり会話にならない。

　俺はリゼラの制服のポケットから彼女愛用の携帯ゲーム機を取り出すと、それを握にぎらせた。

「これ持ってろ。そうすれば落ち着くんだろ」

「は、はい。つ、ついでに、す、少しだけ、げ、ゲームをやってもいいですか？」

「……手短に頼たのむ」

　──三十分後。

「くひひ、そんなコンボ効くかよぉ！　めくり大キックからの超必じゃあ！」

「まだ？」

「静かにしてください。私は今、ゲームにしか興味ありません」

　──一時間後。

「まだ？」

「うっひょー、新しいコンボ発見しましたよ！　そっかそっか、ここからも繫つながるのかぁ」

　しびれを切らした俺は、リゼラの手から携帯ゲーム機を奪うばい取った。

「ああっ、まだ全キャラで『ヘガ』を倒たおしてないのに！」

「そいつが何者か知らんが、俺の質問に答えてくれ」

「もう、ケータさんはせっかちですね」

　リゼラは少量しか残っていない紅茶を飲み干したあと、ふうと大きなため息をついた。ゲームをやらせたことで、とりあえず落ち着いたらしい。これでやっと話が進む。

「それで、さっきリゼラが使った魔ま法ほうなんだけど……」

「ああ、あれはですね……はあ、はあ、あううううううううう！」

　ゲームを手放したときの例の禁断症状により、テーブルを両手でどかどかと叩たたき始める。

「だああ！　面めん倒どうくせーなお前ぇッ！」




　携帯ゲーム機を返して落ち着いたリゼラが、ようやく話してくれた。

「私は物心ついたときから、絶対防御魔法エクスプリズモスっていう変わった魔法が使えるんです。ものは試しですから、ケータさん。私を一発ぶん殴なぐってください」

　そう言ったあとテーブル越しに自分の頰ほおを、ぐっと突き出してきた。

「いや、急に殴れって言われても……」

　さすがに女の子の顔を殴るのは気が引ける。躊ちゆう躇ちよしていると、

「遠えん慮りよはいらないですよ。どうせ効きませんから。ほらどうぞ」

　リゼラが俺の右手を握にぎりしめてきて、より顔を近づけてくる。鼻先数センチの距きよ離りだ。

　こんなに近づかれると、なんだか少しどきどきしてくる。鼻息が荒くなってないかな……。

　そのとき、部屋のドアがガチャリと開いて、ローリエ学園長が入ってきた。

「ケータ、夕食の準備ができたのだが……ぬおっ!?」

　学園長は足下にあった俺の通学鞄かばんを踏ふんで、前のめりに倒たおれてきた。ドア側にいたリゼラが振り返る。学園長は頭突きをする形で、リゼラの額に激突した。ごずん、という音がする。

「痛いよぉ痛いよぉ！　うわああああん！」

　額を押さえて泣きじゃくりながら、床でのたうち回る学園長。まるで子供だ。まあ見た目の時点で子供なんだけど。対照的にリゼラは静かなものだった。

「ほら、見てくださいケータさん。これが私の絶対防御魔法エクスプリズモスです」

　言いながら自分の額を指差す。その部分だけ、銀色の金属に変化していた。




　リビングの大きなテーブルで、学園長の用意した夕食をいただく。リゼラも学園長の好意で同席することになった。

「つまり絶対防御魔法エクスプリズモスっていうのは、体をマギアメタルっていう無敵金属に変えることで、あらゆる攻こう撃げきを無効化する魔ま法ほうってわけだな」

　俺が言うと、リゼラは自信に満ちた顔で頷うなずいた。

「はい。無敵金属化している間なら、たとえ噴火する火山の火口に落とされても、隕いん石せきの直撃を食らっても、死ぬどころか傷一つ負わないそうです。すごいでしょ？」

「絶対防御魔法エクスプリズモスは太古の文献でのみ確認できる超レア魔法なのだ。おそらく現代でそれを使える者は、リゼラくんだけだろうな」

　学園長が言った。俺と二人のときは「ごろにゃん」な口調なのに、今日はリゼラが同席しているので外用の言葉づかいになっている。

「学園長はリゼラがそんなすごい魔法を使えることを知っていたのか？」

　もちろんだ、と学園長が偉そうに頷いた。身長が低いため、それだけで額がテーブルにぶつかりそうになる。

「私をベンテーチ学園に呼んでくれたのは、ローリエ学園長なんですよ」

　リゼラが言った。

　聞けばリゼラは両親がおらず、物心ついたときから遠方の修道院で暮らしていたらしい。そこでリゼラの不思議な魔法の噂うわさを聞いた学園長が、今年の四月から学費免除の特待生扱あつかいで、ベンテーチ学園に招いたのだとか。現在リゼラは学園の寮りようで一人暮らしをしている。

「物心ついたときから絶対防御魔法エクスプリズモスが使えるって言ったよな。一体リゼラは何者なんだ？」

「次世代の英雄に決まってるじゃないですか。この魔法はきっと、最高神ミューゼ様が私を英雄にするために与えてくださった奇跡の魔法なんです。ててててー、ててててー♪　あ、この歌は『アストラフトの英雄』のオープニングテーマです。ててててー」

　機き嫌げん良く鼻歌を歌いながら、フォークとスプーンを両手に持って踊りだすリゼラ。

「……実際のところ、どうなんだ学園長？」

「わからんから観察のために、ベンテーチ学園に招いたのだ。絶対防御魔法エクスプリズモスを使えたのは神々の末まつ裔えいだったと文献にあるし、リゼラくんは本当にミューゼ様から認められた者かもしれん。まあ、成績と出席日数は散々だがな」

　ただのゲームオタクだと思っていたのに、意外な才能があったもんだ。

　そんなリゼラが続ける。

「私はいつもゲームのことばかり考えているから、普ふ段だんぼーっとしてることが多いんですけどね。この魔法のおかげで今まで怪け我がしたことがないんですよ。怪我しそうになると私の意志に関係なく、自動発動してしまうんです」

「自動発動……？」

「はい。転んでも無傷。上から植木鉢が落ちてきても無傷。馬車にはねられても無傷。小さい頃は近所の男の子から『こいつを殴なぐったら手のほうが痛ぇぞ！　みんなやってみろよ！』みたいなことを言われたりして……それはちょっと悲しかったです。しく」

　さっきまで嬉うれしそうな顔をしていたくせに、急に泣き顔になる。本当に表情がころころ変わる奴やつだ。

　もしかするとリゼラは、そんな幼少時代を過ごしてきたからこそ、人付き合いを避さけてゲームに没ぼつ頭とうするようになったのかもしれない。俺の想像だが、そこは聞かないでおこう。

「そういえばさっき、面おも白しろいことを言っておったな」学園長が言った。「いつもならリゼラくん自身に対して効果を発揮する絶対防御魔法エクスプリズモスが、呪のろいの館やかたではケータに効果が出てケータの身を守ったとか」

「そうなんですよ。ケータさんのピンチを救うことができたんです。これって英雄ポイントはどれだけ加算されますかね？　どんどん自分がＲＰＧの主人公になっていくみたいですよ！」

　そう言ったリゼラの表情は、嬉き々きとしていた。

　だからなんだよ、英雄ポイントって。

「リゼラくんの絶対防御魔法エクスプリズモスは、ケータと出会ったことで強化されたのかもしれん。ケータがゲーム研究部に入ると言った時点で予感はしていたが……」

　学園長の言葉にリゼラが反応した。

「え、どうして私とケータさんが出会うことで、そんな影えい響きようが出るんですか？」

「ああ、それはな。ケータが」

「おい」俺はテーブルの下で学園長の足を軽く蹴けった。

「安心するがよい。余計なことは言わん」学園長が俺に言った。

　本当か？　絶対今、俺の素す性じようを明かそうとしただろ。騒さわがれるのが嫌いやだから、親おや父じのことは知られたくないんだ。それにリゼラは英雄ミツルの信者的な一面もあるし、打ち明けたら絶対ややこしいことになる。

「学園長、ケータさんがどうしたんですか？」

　リゼラが首をかしげながら言う。学園長は「うむ」とひと言、真剣なまなざしで口を開いた。

「じつはケータの父親は、英雄ミツルなのだ」

　このガキ。




「ざけんじゃねーですよッ！　そんなの信じるわけないでしょうがぁッ！」

　リゼラはめちゃくちゃ怒おこった。もちろん最初のひと言は笑って流された。でもそのあと学園長が何度も「しかし事実なのだ」と言うので、何かの糸が切れたのだ。

「噓うそつき噓つき！　噓つきは『ドロ坊ぼう』の始まりなんですよ！　ドロ坊は泥どろのファンタズマなんですよ！　気味悪いんですよ！　さてはケータさんもドロ坊ですね!?」

　ここまで罵ば倒とうされると、俺もムキになって肯こう定ていしたくなる。

「信じられない話かもしれないけど、本当のことなんだ」

　今さら俺がそう言ったところで、リゼラは聞く耳をもたない。

「騙だまされません！　そんなの、信じるほうがどうかしてます！　ギャルゲーのヒロインが涙を浮かべながら、『なんでもないのよ』って言ったセリフをあなたは信じるんですか!?　ケータさんはそのあと『あっそう。ところで昨日チャーハンを食べたんだけど……』って関係ない話ができる人なんですね！　あー、そうですか。わかりましたよ！　今度チャーハンを作ってあげますから、楽しみにしておくことですね！」

　このように、わけのわからない話で返される。この世界にもチャーハンがあるのか。それなら今度作ってもらおう。まあ、それはそれとして。

「なあ、リゼラ。空間歪曲魔法ドライブシアターって魔ま法ほうを知ってるか？」

　と切り出してみた。リゼラはきょとんとする。

「なんですかそれ」

「あれ？　ゲームには出てこないのか。だったらゲームでのミツルは、冒険の途中で手に入れたアイテムをどうやって持ち運んでいたんだ？」

「そんなの知りませんよ。ゲームではいくらでもアイテムを持ち運べるシステムになっているんです。それはほかのＲＰＧでも普通のことなので、考えたこともないですが」

「じつは親おや父じは、最高神ミューゼから特とく殊しゆな魔法を伝授されていたんだ。それが、大量のアイテムを持ち運ぶことができる魔法。別の空間にアイテムを保管しておき、いつでも自由に取り出せるって代しろ物ものだ。親父はそれを空間歪曲魔法ドライブシアターって呼んでいた」

「へえ、そんな魔法があれば、確かにゲームシステムの説明がつきますね。ま、本当にあればの話ですがね！」

　俺は右手をまっすぐ横に伸ばして、空間に穴を開ける。その穴から双眼鏡形のアイテム『真実の瞳ひとみ』を取り出してみせた。

「……今、何をしたんですか？」

「これが空間歪曲魔法ドライブシアターだ。そしてこのアイテムは、さっきも俺が使った『真実の瞳』。相手のパラメータをチェックできる神具らしい」

『真実の瞳』をテーブルに置く。リゼラがそれを手に取って、まじまじと眺ながめた。

「確かにこれは、ゲームにも出てくる『真実の瞳』に似てますね……ミツルしか持っていない唯ゆい一いつ無む二にのアイテムだったはずですが……」

「だからそれは、親父が家に置きっぱなしにしていたものを、俺が拝借したんだよ」

　リゼラは怪け訝げんな表情を浮かべたあと、『真実の瞳』を俺に向けてレンズを覗のぞき込んだ。

　そして小さく、「う、うそ……？」とつぶやく。

「ほ、本当にケータさんのパラメータが見えます！　名前もケータ・アサギリです！」

「それから、呪のろいの館やかたの封印された扉が開いていたのは、これを使ったからだ」

　次に俺は、あらゆる封印をこじ開ける『エルピダ・キー』を取り出してみせた。

「そ、そんな……『エルピダ・キー』まで持っているなんて……」

「アイテムを取り出すこの魔ま法ほうは、親おや父じだけが使えるものだった。それが俺にも遺伝されているらしい。だから空間歪曲魔法ドライブシアターが使えるのは、たぶん俺と親父しかいない。言ってしまえば、リゼラの絶対防御魔法エクスプリズモスに匹敵するＳ級のレア魔法だ」

「それじゃケータさんは、本当に、英雄ミツル・アサギリの……？」

「息子だ」と言ったのは学園長だ。

「だ、だって、だって！　英雄ミツルは『アストラフトの英雄』のエンディングで、光の国プログレシブに帰ったんですよ!?　それなのに、どうしてケータさんがこの世界にいるんですかっ!?」

「ああ、それはだな……」

　身内の恥はじをさらすようでアレだが、リゼラに説明した。




　十六年前、親父は邪じや神しんを倒たおしたあと、最高神ミューゼに送られて元の世界である光の国プログレシブこと日本に戻ってきた。このとき、親父は一人だったわけではない。冒険の途中で出会い、意気投合して恋に落ちたアストラフト人の母さんと一いつ緒しよに戻ってきたのだ。

　そして日本で俺が生まれる。つまり俺は、日本人とアストラフト人のハーフというわけだ。

　最高神ミューゼは母さんが日本へ渡るとき、一つのアイテムを渡していた。それは母さんが異世界の文化に疲れ果て、アストラフトに帰りたいと思ったときに一度だけ、その願いを叶かなえてくれる片道切符。『ミューゼの涙』と名付けられた赤い宝石だ。

　結婚してからよく親父の言動に腹を立てていた母さんだが、今から十日前、とうとう限界がきたらしい。

「もうあなたとはやっていけません！　実家に帰らせていただきます！」

　母さんは化粧台の引き出しから『ミューゼの涙』を取り出して、それに魔力を込めた。

　傍そばでケンカを見ていた俺もさすがに慌あわてて、「やめろ母さん！」と言いながら飛びついた。

　しかしそれよりも早く親父が母さんの懐ふところに飛び込み、『ミューゼの涙』を手刀ではじき飛ばした。稲妻が走ったような一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　さすがは元英雄だ。あんなに素早く動けるなんて知らなかったぜ。

　なんて胸をなで下ろしたのも、稲妻が走ったような一瞬だけ。

　空を舞う『ミューゼの涙』は、込められた母さんの魔力で怪しく輝かがやきながら俺の胸元に飛び込んできた。

「あら？」

　そうつぶやいた瞬間、俺の視界は真っ白になった。

　最後に見たのは、啞あ然ぜんとする母さんと親父の間抜けな顔だった。




「というわけだ。そして十日前に俺はベンテーチ学園の地下にある英雄の祭さい壇だんに転送されて、学園長に拾われたんだ」

　話し終えた俺は、お茶を一口飲む。リゼラはわなわなと震ふるえていた。

「……つまりケータさんがここにいるのは、英雄ミツルが大冒険の末に出会ったヒロインと、夫婦喧げん嘩かをしたことが原因だって言うんですか？　そんな愚おろかな話を信じろと？」

「事実なんだから仕方ないだろ。俺が生まれる前はどうだったか知らないけど、俺は親おや父じと母さんが仲良く話しているところを見たことがない」

　そこでリゼラは「はっ」と顔をあげた。

「そ、そうです！　英雄ミツルはアストラフトの女性と結婚したんですよね!?　そこが噓うそっぽいんですよ！　確かにゲームの『アストラフトの英雄』では、主人公ミツルが仲間の女性キャラの誰だれかと恋仲になれるマルチエンドが採用されています。でも最終的には、どのキャラとエンディングを迎えても、ミツルが一人で光の国プログレシブに帰ることになるんですよ!?」

「それはたぶん、ゲームを作った妖よう精せいネライダが、真実を歴史の闇やみに葬ほうむり去ろうとしたんじゃないか？」

「真実ってなんですか!?　一体現実の英雄ミツルは、誰と結婚したんですかっ!?　メインヒロインのアナスタシア姫は当然違いますよね！　あの人は今もフォリノミアの城にいて、結婚相手を絶賛募集中ですし……」

「ああ、もちろん違う。ちなみにアナスタシアは結構性格の悪い人らしく、親父は苦手だったそうだ。母さんも悪口ばかり言っていた」

「ば、ばかな……まさに聖母という異名がふさわしい、アナスタシア姫が……？」

「聞いた話によると、ドレスの裾すそで鼻をかんだり、母さんを足あし蹴げにしたりしてたらしいぞ」

「噓うそです噓です！　だったら自然を愛する羊飼いのユミールがミツルの結婚相手ですか!?」

「違う。そのユミールって人は、おっとりした外見とは裏腹に、毎晩親父に夜よ這ばいをかけようとする困った人らしい。母さんも淫いん乱らん扱あつかいしていた。ムチで親父を調教しようとしたり……」

「もういいです！　じゃあ、ケータさんの母親は一体誰なんですか!?」

「バステアって名前の女性だ」

「……誰ですかそれ？」

「山奥の村にいた宿屋の娘らしい」

「つ、つまり攻略対象でもないモブキャラ……？」

「アナスタシアを初め、仲間の女性はみんな怒おこったそうだ」

「当たり前です！　ゲームに名前すら出てこないモブキャラと恋仲になるなんて反則です！」

「リゼラくん」お茶をすすった学園長が、穏おだやかな表情で言った。「現実は史実として残せないような結末だったのだ。でも私は二人が光の国プログレシブに戻るところを見送ったが、どちらも幸せそうだったぞ」

「……『アストラフトの英雄』は事実をもとにしたゲームです。だからミツルがパーティ内の女性キャラとデートをくり返していたのも事実です。それなのに、モブキャラにまで手を出していたなんて……一体現実の英雄ミツルは、何人の女性に手を出していたんですか……？」

　リゼラが言った。問題はそこだ。

　親おや父じは元来、内気な性格である。積極的に女の子と関かかわろうとするタイプとは思えない。それなのに母さんから聞いた話によると、アストラフトではやたらと女の子に手を出す超ナンパ野郎と化していたそうだ。

　これは俺の推測だが、おそらく「どうせいつか日本に帰るんだし、アストラフトでなら無む茶ちやしてもいいんじゃね？」なんて考えた末での行動だったんじゃないだろうか。もしかすると、隠かくし子の一人や二人、いるかもしれない。

　それを言うと、リゼラは両耳を押さえて首をぶんぶんと左右に振った。

「私が抱いだいていた英雄ミツルのスマートなイメージが丸まる崩くずれです！」

「気にするな。英雄ミツルはもともとクソ野郎だったんだから。ちなみに母さんとケンカになった原因も、それはそれはクソみたいな理由で……」

「聞きたくなああああい！」

　リゼラが大声を出して阻そ害がいした。

「そういえば」唐とう突とつに学園長が、頰ほおをぷくりと膨ふくらませて睨にらみつけてきた。「ケータもミツル殿から、女好きの部分まで受け継いでいるようだな」

「……なんの話だ？」と聞き返す。

「さきほどケータは部屋でリゼラくんと手を取り合って、キスしようとしていたではないか。私は知っておるのだぞ」

「なっ……!?」これは俺。

「そっ……!?」これはリゼラ。「そっ」ってなんだ。

「私の家で不純異性交遊に及ぶなど、通常ならグラウンド五百周の厳げん罰ばつものだからな」

「全然違うわロリ軍ぐん曹そう！　あれはリゼラが絶対防御魔法エクスプリズモスを見せるって言うから……」

「そそ、そそっ、そそそっ、そうだったんですか、ケータさん……？　ケータさんが私に、きききききっ、きききききっ、ききき……すすすすをしようと？」

「お前は当事者だから知ってるだろ！」

「わ、私、ここ、これで失礼しますっ！」

　リゼラは椅い子すを蹴け飛とばしながら席を立って、勢いを殺さずにリビングを飛び出した。

「あ、おいリゼラ！　俺がミツルの息子だってことは他言無用だぞ！」

　リゼラは返事をせず、そのまま玄関から出て行った。大だい丈じよう夫ぶだろうかあいつ。

「もう、ケータもキスがしたいなら、私に言ってくれたらよかったのにぃ。二人きりになったわけだし、遠えん慮りよはいらないからね。はい、どうぞ！」

　俺専用の口調になったロリ軍曹が、目を閉じてそっと唇くちびるを突き出してきた。俺はそれを無視して皿洗いを始めた。




　翌日。

　俺はいつものように、授業が始まるギリギリの時間に登校したのだが、やはりというか、なんというか、俺たち一年三組の教室にリゼラの姿はなかった。

　そして朝のホームルームが終わり、一時間目が終わり、二時間目が終わり、三時間目が終わる。リゼラはまだ来ない。

　今日は休みか。いや、「今日は」という言い方は正しくない。もともとリゼラは教室に来ないのが普通なのだ。「今日も」というべきだろう。

　まったく、ゲーム研究部の活動はどうなるんだ。『アストラフトの英雄』をプレイして、早いとこ天空の遺跡アルガニフタに行く方法を探りたいっていうのに。『エルピダ・キー』があるから部室に入ることはできるけど、リゼラなしでゲームをするのは不安だしな……。

　そんなことを考えている間に四時間目が始まり、あっという間に昼休みになる。教室の生徒たちはそれぞれ、食堂へ行ったり、仲のいい奴やつらと机をくっつけて弁当を広げたりする。

　俺は自分で作った弁当を持参しているが、いずれ日本に帰るわけだから必要以上にクラスメートと慣れ合ったりしていない。だから弁当も一人で食べる。みんなもその雰ふん囲い気きを察しているのか、わざわざ近づいてくることはなかった。

　飲み物でも買ってくるか。そう思って席を立つ。ドアを開けて廊下に出たところで、

「うわあああああッ！」

　腰を抜かした。

　リゼラが大おお凧だこで空を飛ぶ忍者のような姿勢で、教室側の壁に張り付いていたからだ。

　テレビなんかで見る心しん霊れいビデオを思い出してほしい。手持ちカメラが横にふれたとき、一いつ瞬しゆんだけ謎なぞの女が映っている瞬間があるだろう。俺が見たリゼラは、まさにそれだった。

「な、なんで壁に張り付いているんだ!?」

「ふふふ。『ペダルギア・スリット』に代表されるステルスゲームの真ま似ねです。私は完全に気配を断っていたのに、よく気づきましたね」

「言っている意味はわからないが、普通にビビった……」

「さあ、ケータさん。行きましょう」

　リゼラが俺の制服の袖そでを引っ張って歩き出す。なんてマイペースな奴だ。

「行くってどこに？」

「もちろん部室ですよ」

　なにが「もちろん」なのか知らないが、とりあえずついていくことにした。




　ゲーム研究部の部室にやってくる。

　リゼラは部室に入るなり、座りもせず俺に向き直った。

「覚かく悟ごを決めてきました。私は今日、女になります！」

「は？」

　リゼラは制服の紐ひもタイをほどいて、シャツのボタンを上から一つずつ外していく。

「お、おい、なんのつもりだ？」

「今日の私の装備は万ばん全ぜんですよ」言いながら、はだけたシャツの内側から、紐ひもでぶら下げた携帯ゲーム機を取り出した。「こうして直接肌にくっつけてます。だから、ちょっとやそっとでは動どう揺ようしませんよ」

　リゼラは自分の安定剤となる携帯ゲーム機を見せつけたあと、またそれをシャツの内側に入れた。そしてボタンを留め直す。なんだ、それを見せたかったのか……びっくりした。

　紐タイも締め直したリゼラは「さあどうぞ」と言ったあと、大きな二重まぶたを閉じて、そっと唇くちびるを突き出してきた。

「……何をやっているんだ？」

「言っておきますけど、これはケータさんが秘密を話してくれたお礼ですからね。本当はイヤなんですけど、仕方なくですからね。さあどうぞ」

「だからなんの話だ？」

「私と、その、きっ、キスがしたいんでしょ。だったらすればいいじゃないですか！」

　真っ赤になって叫ぶリゼラ。そこでようやく俺は意味を理解した。

「あのな、それは学園長の勘かん違ちがいだろ。なんでリゼラまでその気になってるんだ」

「か、覚悟を決めたって言ったじゃないですか！　私の気が変わらないうちに早く！」

「だからしないっての」

「今さら何を恥はずかしがってるんですか！　私だって本当はイヤなのに、してもいいって言ってるんですよ!?　なんだったら、私からしましょうかっ!?」

　リゼラは俺にひっついて、唇を寄せてくる。

「だから違うって言ってんだろ！」その頭を押しのける。

「逃げるなんて、ずるいですケータさん！　私なんて昨日からずっと考えすぎて眠れなかったのに！　ゲームだってできなかったのに！」

「じゃあなんで今日は遅刻したんだ!?」

「ちょっとゲームのスイッチを入れたら、止まらなくなって……」

「やってるじゃねーか！」

「という夢を見たんです！」

「だったら寝てんじゃねーか！」




　不毛なやり取りの末、ようやく誤解を解いた。

「あうう……勘違いとはいえ、男の子にあんな醜しゆう態たいをさらすなんて、人生の汚点です……もう尖とがった石でケータさんの頭をぶん殴なぐって、セーブデータを消してやりたいですよ」

「自力で忘れる努力をするから、恐ろしいことを言わないでくれ」

　ソファーに浅く腰かけて顔を覆おおっているリゼラが、ちらりと視線を向けた。

「……本当に忘れてくれます？」

「ああ」

「……変な女だって思いません？」

　それは思うけど。

「そんなことより、弁当を教室に置きっぱなしなんだ。とりあえず俺は戻るぞ」

「ま、待ってください！　本題はここからなんです！」

「なんだ？」と言うと、リゼラは傍そばに置いている自分の鞄かばんをごそごそとまさぐって、一枚の紙を取り出した。それを満面の笑みで俺に手渡す。

　そこにはリゼラの手書き文字で、こう書かれていた。




【ゲーム研究部プレゼンツ・アストラフトの英雄２　企画書

　◇企画概がい要よう

　英雄ミツルがアストラフトを救ってから十六年。ここはまったく刺激のない、くそみたいな世界になってしまいました。がびーん。

　ですが今、光の国プログレシブから新たな英雄がアストラフトにやってきてくれました。彼の名前はケータ・アサギリ。英雄ミツルの実子です。すごいねケータさん！

　かつて英雄ミツルは栄光の七人エプタ・アイロエスと呼ばれる仲間たちと世界を冒険し、最後は謎なぞのヒロインと二人で光の国プログレシブに帰ってしまいました。それにならって、今度は私リゼラ・シャルノーラが真のヒロインとなって、ケータさんと一いつ緒しよに光の国プログレシブを目指します。

　本企画は『アストラフトの英雄』の正当な続編、私とケータさんが光の国プログレシブを目指すまでの険しい道のりを描いた『アストラフトの英雄２』となります。


◇登場人物

英雄……ケータさん

ヒロイン……私

邪じや神しん……誰だれか




】






「なんだこれ？」

　一通り目を通したが、首をひねるしかない。企画書って言っても、具体的なことが何も書かれてないし。

　リゼラがにこにこしながら言った。

「史実はともかく、ゲーム版『アストラフトの英雄』のエンディングは、ミツルがすべてのヒロインを捨てて、一人で光の国プログレシブに帰ってしまうんです。私は昔からこの終わり方が気に入らなかったんですよ。だから今度は、光の国プログレシブから来た英雄がちゃんとエンディングでヒロインを連れて帰るゲームを製作します。それが『アストラフトの英雄２』。実際に光の国プログレシブから来たケータさんが主人公で、英雄のポジション。そして私が最後までケータさんをサポートし、光の国プログレシブまでついていくヒロインです」

「えっと、つまり？」

「だからぁ、ケータさんはそのうち光の国プログレシブに帰るつもりでしょ？　私もついていくって言ってるんですよ。そしてそのエンディングにいたるまでの過程を『アストラフトの英雄２』として製作するんです」

「製作するって、どうやって？」

「私が光の国プログレシブに行ったあかつきには、ゲーム会社に入ります。そこで企画を出します」

「…………えっと、本気？」

「はい。それに光の国プログレシブにはすごいゲームがたくさんあるって聞いてますよ。今アストラフトで発売されているゲームの源流は、英雄ミツルが語った光の国プログレシブのゲームなんです。だったら向こうの世界で、ぜひとも本家本元をやってみたいじゃないですか」

　なるほど、だからアストラフトにもテトリスとかあるわけか。親おや父じはリゼラに負けないゲームオタクだったからな。

「ちなみにこの世界初の家庭用ゲームメーカーは、ネライダファクトリー株式会社です」

「ネライダって、親父の冒険に同行していた妖よう精せいの名前だよな？」

「そうです。その妖精ネライダが起業した会社です。最新魔ま法ほう技術を結集した家庭用ゲーム機を開発、販売したことで、この世界のゲーム業界に革命をもたらしました。ソフト面も強く、『アストラフトの英雄』のほかにも、ミツルから聞いた光の国プログレシブのゲームを参考に次々とヒット作を生み出して、未いまだに成長を続ける巨大企業です」

　ようするに、日本のパクリ商品で成功したってわけか。侮あなどれんな、あの妖精。

　まあ、それはともかく。

「確かに俺は光の国プログレシブに帰りたい気持ちでいっぱいだけど……」

　俺がどうしても帰りたい一番の理由。それは好きな女の子がいるからだ。名前を愛あい沢ざわ留る美みさんという。

　愛沢さんとは、高校の料理研究部で出会った。たぶん、その時点ですでに好きになっていたと思う。彼女と一いつ緒しよに料理をしたり、おたがいの料理を試食しあったりする時間は、それはもう楽しくて仕方ないバラ色の時間だった。廊下ですれ違えば「啓けい太たくん元気？」と声をかけてくれたりもした。下の名前でな。

　ずっと悶もん々もんとしていたが、ようやく「明日学校で気持ちを伝えるぞ」と決意した矢先に、アストラフトへ転送されたのだ。この悔くやしさって、わかってもらえるだろうか？

　愛あい沢ざわさんはかわいいから、早く戻らないと彼氏ができてしまうかもしれない。俺がこうしている間に、軽音部あたりのチャラそうな男に言い寄られて付き合うはめになり、そいつの部屋で「スリップノット」のようなエグいサウンドを聞かされながら、エグい行為が……。

「耐えられーん！」

「ど、どうしたんですか、ケータさん？」

　しまった。つい感情が昂たかぶりすぎた。咳せき払ばらいをしてごまかす。

「とにかくだ。リゼラは本当に光の国プログレシブまでついてくるって言うのか？」

　リゼラは力強く頷うなずく。

「だからそう言ってるじゃないですか。『アストラフトの英雄』に出てくるダンジョンの多くが観光地になってるようなつまらない世界にいるよりも、未知の世界の光の国プログレシブに行ったほうがよっぽど刺激的ですもん。それにゲーム先進国と聞けば、なおさらです」

　どうやらリゼラは本気で光の国プログレシブに行きたいらしい。俺としても『アストラフトの英雄』のプレイに付き合ってもらうだけでなく、実際に天空の遺跡アルガニフタまでついてきてくれたほうがありがたいんだけど……本当にリゼラを連れて行っていいんだろうか。

　まあそれは、実際に帰れる段階になってから考えよう。

「えっと、それじゃ俺と一いつ緒しよに光の国プログレシブを目指すってことで……本当にいいんだな？」

　リゼラは満面の笑みで、再び力強く頷うなずいた。

「そしてその冒険譚たんを『アストラフトの英雄２』としてまとめあげ、光の国プログレシブのゲームメーカーから発売します」

「光の国プログレシブを目指すって言うけど、どうやって行くかわかってるのか？　親おや父じのように、最高神ミューゼから直接送ってもらうことはできないんだぞ」

　俺が言うと、リゼラは頼たのもしく「大だい丈じよう夫ぶです」と答えた。

「ミューゼ様がいなくても、空に浮かぶ浮遊島、天空の遺跡アルガニフタにある究極の魔ま導どう書しよ『タブ・デミルギア』を手に入れて、光の国プログレシブと行き来できる時空移動魔法を身につけたらいいんです」

　ちゃんと知っている。さすがリゼラだ。

「ミツルとその仲間たちは、天空の遺跡アルガニフタに行ったことがあるんだよな。俺がここで『アストラフトの英雄』をやらせてもらっているのは、そこへ行く方法を探るためなんだ」

「なるほど、ケータさんはミツルの行動をトレースしようとしていたんですね。ですが、ミツルとまったく同じことやるのは今の時代だと難しいですよ」

「どういうことだ？」

「ミツルは邪じや神しんに立ち向かう神具を手に入れるために天空の遺跡アルガニフタを目指したんですけど、それにはいくつもの試練がありました。たとえば水竜を服従させて砂漠の街の水源問題を解消したり、サクラミヤ帝国のお家騒そう動どうを解決したり。こうして様々な問題を解決するうちに神々から真の英雄として認められたので、天空の遺跡アルガニフタへの道が開かれたんです」

「その砂漠の街は、今はどうなってるんだ？」

「いたるところから温泉が湧わき出て、一大テーマパークになってます。ちなみに水竜もそこのお得意さんだそうです」

「サクラミヤ帝国のほうは？」

「その後、革命が起こって共和制になりました。毎月一日には、国中の人々が裸になって踊り狂う奇祭が行なわれるぐらい平和です」

「つまり試練はもう残ってないから、天空の遺跡アルガニフタには行けないと？」

「いえ、時代が違いますからミツルと同じ行動を取ることはできませんが、天空の遺跡アルガニフタに行くことは可能です」

「どうやって？」

「ミツルは神々に真の英雄だと認められたからこそ、天空の遺跡アルガニフタに行くことができたって言いましたよね。認められるための条件は二つ。一つ目は他人を守れる強さがあること。そして二つ目は英雄ポイントを貯めることです」

「英雄ポイントって、たまにリゼラが言ってたやつだよな？」

「はい。英雄的行動を取るたびに貯まっていく数値です。ようするにある程度強くて、英雄的行動を取っていれば、天空の遺跡アルガニフタへ行くことができるってわけです」

「その条件って確かなのか？　一体なにを根こん拠きよに……」

　不敵に微笑ほほえんだリゼラは、書しよ架かから一本のゲームソフトを持ち出してきた。

　それは史実をもとに作られたゲーム、『アストラフトの英雄』だった。

「このゲームのなかで、最高神ミューゼがはっきりと明言しています。本編だけでなく、いろんな人々の悩みを解決するサブストーリーをこなすことで、英雄ポイントは加算されていくんです。そしてそれが一定量貯まると神々から真の英雄として認められ、天空の遺跡アルガニフタに招かれるイベントが発生するんですよ」

　そういえば以前、学園長にどうして親おや父じは天空の遺跡アルガニフタへ行けたのか尋ねたときも、「それは彼が真の英雄だからだ」と言っていた。あれは投げやりに言ったわけじゃなかったのか。

「でもミツルは、街の水源問題や国のお家騒そう動どうを解決したりしたんだろ。それに匹ひつ敵てきする英雄的行動をとるなんて、至難の業わざじゃないのか」

「その分、小さなところからたくさんの英雄ポイントを稼かせいでいけばいいんです」

「なんだか、先の長そうな話だな……一体何年かかるんだよ」

　俺が帰るまで愛あい沢ざわさんは待っていてくれるんだろうか。

　そんな不安を払ふつ拭しよくするかのように、リゼラが言った。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。泥どろ棒ぼうテツさんの例もありますし」

「誰だれだそれ？」

「刑期を終えて出所した泥棒テツさんは、心を入れ替えて八や百お屋やを始めるのですが、その傍かたわらで世のため人のためのボランティア活動を始めます。お得意さんの家の棚を修理したり、夫婦喧げん嘩かを仲裁したり、怠なまけ者の犬の散歩を請け負ったり。そうしているうちに神々から真の英雄として認められ、天空の遺跡アルガニフタへの道が開けたんです。出所後わずか一年の出来事だったと、テツさんの著書『僕の人生ポテトサラダ』に書いてあります」

「え？　そんなことで天空の遺跡アルガニフタに行けるの？」

「そんなことってケータさんは、人々のために尽つくしたとはいえ、もと泥どろ棒ぼうだったテツさんなんか英雄ではないと？」

「いや、そうじゃなくて……えっと、今まで天空の遺跡アルガニフタに行けたのは、親おや父じとその仲間たちだけじゃなかったのか？」

「誰だれがそんなこと言ったんですか」

　聞けば天空の遺跡アルガニフタに行ったことがある人は、結構いるらしい。新聞で取り上げられることも珍めずらしくないのだとか。

　俺は今まで、異世界から来た特別な人間じゃないと行けないと勝手に思い込んでいた。だって空に浮かんでいる伝説の古代都市だぞ。一般人が気軽に行けるなんて、普通は考えもしないだろう。なんだ、結構簡単に行けるんだね。ふーん。

「一般の方が天空の遺跡アルガニフタに行ったとしても、魔ま導どう書しよ『タブ・デミルギア』は封印されているので手に入れることができません。それができるのは……」

「あらゆる封印を解き放つ鍵かぎ、『エルピダ・キー』を持っている俺だけってことか」

　俺が言うと、リゼラはにっこりと頷うなずいた。

「そういうことです。そもそも『エルピダ・キー』は冒険の終しゆう盤ばんで手に入る神具なのに、それを最初から持っているケータさんは、言ってしまえばチートキャラなんですよ。冒険開始時点で宝箱は開け放題だし、どこへでも入れるし。そのほかにも役立つ神具をいくつか持ってるんですよね？」

　神具。不思議な効力を発揮する魔法のアイテムだ。確かにそれは空間歪曲魔法ドライブシアターの倉庫にいくつか保管しているが……。

　俺が頷いたのを見て、リゼラは続ける。

「それらをうまく使いこなせば、レベルを上げることも、英雄ポイントを貯めることも簡単ですよ！　そして『アストラフトの英雄』を知り尽くしている私が、全力でサポートします。ケータさんが一日でも早く、神々から真の英雄として認められるように！」

　そう言われると、なんだか行けそうな気がしてきた。

　天空の遺跡アルガニフタには一般人だって行けるんだ。数々の神具を持っているうえに、リゼラのサポートを受けられる俺が行けない道理はない。

　よし……これで今後の方針が決まった。簡単にまとめよう。

　元の世界に戻るには、天空の遺跡アルガニフタに行って魔導書『タブ・デミルギア』を手に入れなければならない。天空の遺跡アルガニフタへの道は、レベルを上げながら善行を積んで、英雄ポイントを貯めることで開かれる。

　だからまずは、レベル上げと慈じ善ぜん活動。当面はこれをゲーム研究部の目的とするのだ。

「なんだか希望が見えてきたって顔してますね」リゼラが言った。「私もケータさんのお手伝いを最優先にしますので、一いつ緒しよにがんばって真の英雄を目指しましょうね！」

　なんて頼たのもしい奴やつだ。どんどんやる気がみなぎってくる。

「ああ、よろしく頼む。それじゃひとまず、今日の放課後も『アストラフトの英雄』の続きだな。親おや父じがどうやって英雄ポイントを貯めていったのか、参考にしたい」

「あ、すいません。私、今日バイトなんです」

　まるでオチがついたかのように、ちょうど昼休み終了のチャイムが鳴った。

　まあ、俺の手伝いが最優先って言っても、バイトじゃ仕方ないよね……あ、まだ弁当を食ってないし。










[image: 第三話　マレッタ・ハイードマーチのアイテムは詐欺まがい]




　放課後になると、リゼラは宣言どおりバイトに出かけた。学費免除の特待生とはいえ、生活費は自分で稼かせがなければならないそうだ。

「あと買いたいゲームもたくさんありますからね」

　と言っていたが、そっちの理由が大きな比重を占めているんだろう。しかしあのリゼラが、バイトなんてできるんだろうか……？

　とりあえず部室の鍵かぎは預かっているので、一人で部室にやってきて『アストラフトの英雄』の続きをやることにした。

　呪のろいの館やかたの中でセーブしていたので、そこからの再開となる。

　まずステータス画面を開いてみた。昨日はよく見ていなかったが、確かに画面の右上に「英雄ポイント」という表記がある。現在値はゼロだった。

　ミツルの残りＨＰにも目がいった。かなり減っている。これがゼロになれば戦せん闘とう不能でゲームオーバーになると聞いた。薬草を使えば回復できるが、行商人から買っておいたものはすでに使い切っている。

　仕方ない。一度呪いの館から出て、また行商人のところに行くか。

　画面上のミツルを操作して、館を出る。するとそこにいたはずの行商人が見当たらない。

「なぜだ……？　あの野郎、早々に店を畳たたみやがったのか」

　仕方ないのでミナトンの繁はん華か街がいまで戻る。古びた道具屋を見つけて、店主に話しかけた。




道具屋「いらっしゃい！　なんでも買っていってくれ！」


→薬草　　　　　　…50フーリ

　ハリセン　　　　…５００フーリ

　鍋なべのふた　　　　…３００フーリ






　……なんで『鍋のふた』より『ハリセン』のほうが高いんだ？

　疑問は残るが、とりあえず薬草を二つ購入した。

「これで準備は万ばん端たんなんだけど……やっぱり一人で続けるのは不安だな」

　早く先を進めたいのだが仕方ない。妖よう精せいネライダに話しかけてセーブすると、俺も帰宅することにした。

　そういえば、この『アストラフトの英雄』は史実をもとにしてるんだよな。現実の道具屋も本当にハリセンなんて実用性のないものを売ってるんだろうか。




　気になったので、下校の途中で寄り道することにした。

　ゲームでは縮小されているとはいえ、街並みはほぼ同じ。さっきの記き憶おくを頼たよりに、現実のミナトンの街を歩いていく。

　あの道具屋の店主め、十六年経たった今でもハリセンを売っていたら爆ばく笑しようだぞ。

　そんなことを考えながらやってきたのだが……。

「えっと、ここ？」

　作中で道具屋のあった一帯は、まるで景色が変わっていた。道具屋を中心に周囲の家屋が取り壊こわされ、そこに四階建ての建物がでんと構えている。

　アーチ形の扉の上には、「ミナトン百貨店」という文字が書かれていた。

　あの道具屋が取り壊されて、デパートになってしまったのか。まあ、ハリセンや鍋なべのふたなんてものしか売ってなかったんだし、潰つぶれて当然か。

「あれぇ？　キミは昨日、リゼラちゃんと一いつ緒しよにいた転校生のケータくんじゃん」

　レンガの道を挟はさんだデパートの向かい側に、シートを敷しいて座っている女の子がいた。

　紫むらさき髪がみのボブカットに縁の赤いメガネ。ベンテーチ学園の制服を着ているその女の子は、昨日呪のろいの館やかたで見た露ろ天てん商しようのマレッタだった。
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「なにをやってるんだ？」近づいて話しかけてみた。

「見たらわかるでしょ。アイテム売ってるの」

　マレッタはメガネをくいと押し上げて言った。

　確かにシートの上には、なんだかよくわからないアイテムがずらりと並べられているが……デパートの前でぬけぬけと商売しているのか？

「昨日は呪のろいの館やかたの庭に店を出してたよな」

「そうだよ。毎日場所と商品を変えるのは、行商人の鉄則だし」

「そういえば、さっきやっていた『アストラフトの英雄』でも、勝手に行商人がいなくなっていたな」

「ああ、キミもやるんだ、あのゲーム。その行商人、ボクのお父さん」

　なんだと……？

「ミツルの冒険の先回りをして、あらゆる場所でアイテムを売ってくるっていう、あの？」

「うん。お父さんは某ぼう国こくの諜ちよう報ほう員いんから脱サラして商売を始めた人だからね。カモになりそうな人の情報を集めて、先回りするのは得意なんだってさ」

　そんな設定があったなんて、リゼラは知っているんだろうか。

「ところでさ」マレッタが続けた。「キミは今、あのデパートに入ろうとしてたよね。なに買うつもりだったの？」

「いや、別になにも。まあ強しいて言えば、ファンタズマと戦うための装備を見てみようかな、とは思ったけど」

　俺が言うと、マレッタは大げさに肩を揺ゆらしながら「ふっふっふ」と笑った。それに合わせて、彼女の大きな胸もふるふると揺れる。ホントにでかいな。

「だったら、これなんかオススメだよ」マレッタが手に取ったのは、頑強そうな半ヘルメット型の鉄てつ兜かぶとだった。「これはただの鉄兜じゃないよ。知り合いのドワーフに譲ゆずってもらった魔ま法ほう金属を使って、ボクが作り上げた特注品！　その名も『堕だ天てん使しの鉄兜』さ。これをかぶっていたら、岩が落ちてきても平気なんだから！」

「……なんで関与しているのがドワーフなのに、堕天使の、なんだ？」

「実験で知り合いの堕天使に強力な魔法攻こう撃げきを浴びせてもらったんだけど、無傷だったから」

　堕天使ってそうそういるものなのか？

　マレッタが『堕天使の鉄兜』を差し出してくるので、ひとまず受け取ってかぶってみた。

　重さはまったくない。兜の両りよう脇わきに天使の翼つばさが一対ずつ取り付けられているのも、なんだか、かっこよく思える。

「どう？　どう？　気に入った？　それをかぶってるキミは、チョーかっこいいよ。防御力だけじゃなくて、かっこよさまで上げるなんて、やるねキミ！　あ、そっか。ボクわかっちゃったよ。『堕天使の鉄兜』はキミにかぶってもらうために、生まれたんだね！」

　乗せられているようにも思うが、悪い気はしない。確かにやたらと軽いし、本当にいい商品なのかもしれないぞ。

「……一応聞くけど、いくらだ？」

「ふっふっふ。よく聞いてくれました。それは一つだけの限定商品だから、本当は１万フーリって言いたいところだけど……」

　マレッタは脇わきにあった大きなそろばんを手に取ると、目にも留まらない速さでパチパチと弾はじいた。「二十八パーセントオフの、７２００フーリでどう？」

　アストラフトにもそろばんがあるのか。日本独自の計算機だと思っていた。

　そんな俺の視線に気づいたマレッタが、「ああ、これ？」と言って笑った。

「このアイテムはね、『そろばん』って言うんだよ。ボクのお父さんが英雄ミツルから直接聞いて作った、光の国プログレシブの商売人必須の計算機なんだってさ」

「ふーん」

　やっぱりそうか。親おや父じの奴やつ、いろんな文化を垂れ流してやがる。

「で、どう？　７２００フーリ」

「高いな。それなら三十五パーセントオフで、この値段だ」

　俺もマレッタが持っているそろばんを弾き返して、６５００フーリまで下げた。

「な、なんでキミも、この計算機を使えるの!?」

　そろばんなら、小学生のときに習ったからな。

「そんなことより、どうなんだ？　６５００フーリなら買うぞ」

　お金は学園長から少しもらっている。

　マレッタはしばらくそろばんを見つめたあと、

「おっけー。どうしてキミがそろばんを使えるのかは知らないけど、その卓越した知識に惚ほれた！　６５００フーリで持ってけ泥どろ棒ぼう！」

　こうして俺は、言い値の半額近くまで下げて『堕だ天てん使しの鉄てつ兜かぶと』を入手した。

　もしかすると俺、商才があるのかもな。ふふふ……。




　せっかくデパートの前まで来たので、中に入ってみることにした。

　服屋や本屋といった元の世界で見たような店から、武器屋、防具屋まで、さまざまな種類の店が通路の両脇にずらりと並んでいる。

　見慣れない商品を見るのは楽しい。ゆっくり歩を進めながら、デパート内を見て回る。元の世界のデパートと違い、各店舗の店員が通路ギリギリまで出てきて呼び込みをしているので、市場のような喧けん噪そうで溢あふれている。

「いらっしゃーい！　今日は全品二十パーセントオフだよ！」

「いい武器入ってますよー。お部屋の飾り物としてもどうぞー」

「くそがぁ！　即死攻こう撃げきなんて反則だろぉ!?」

「よかったら夏服を見ていってね、お兄さん！」

　……ちょっと待て。一つだけおかしな声がなかったか？

　その声は今通り過ぎた雑貨屋から聞こえた気がする。引き返して店内を覗のぞいてみると。

　リゼラがいた。レジの前にある椅い子すに座って、例のごとく携帯ゲーム機で遊んでいる。

「なにやってるんだ？」

　店に入って声をかけてみた。

「くっそ、またセーブポイントからやり直しかよ！　くっそ！」

　案の定、俺の声は届いていないようだ。

「おいリゼラ」

「うるさいです。私は今、ゲームにしか興味ありません」

　ひょいと携帯ゲーム機を奪うばい取った。

　リゼラはきょとんとした顔で、こちらを見上げてくる。

「あれ、ケータさん。どうしてこんなところにいるんですか？」

「それはこっちのセリフだ。もしかしてバイトって、ここの店員か？」

「そうですよ。狭せまい店だから私と店長の交替で……はあはあ、あうあうあうあうッ！」

　例の発作が起きたリゼラは、レジに何度も頭突きをくり返した。

「わかったから落ち着け」

　奪い取った携帯ゲーム機をリゼラに握にぎらせることで、ようやく発作がおさまった。




「それにしても、リゼラが一人で雑貨屋の店員なんて、ちゃんとできてるのか？」

「もちろんですよ。『メガガガ』に代表される経営シミュレーションゲームで鍛きたえてますし」

　リゼラがバイトしている雑貨屋は、いろんな商品を取り扱あつかっている。ちょっとした衣類からお香、皿などの食器類まで。店は十二畳じようほどの広さなので、確かに一人いれば事足りるのかもしれないが……。

「だからって、ゲームに没ぼつ頭とうしていたら接客できないだろ」

「面めん目ぼくありません……」

　リゼラは深々と頭を下げた。

「でも意外だな。この世界にも当然、ゲーム屋はあるんだろ。リゼラなら、そういう店でバイトしているイメージがあったのに」

「ゲーム屋さんは『アストラフトの英雄』に登場しないから却下なんです」

　ああそうか、十六年前のこの世界には、まだ家庭用ゲーム自体なかったって話だからな。それをこの世界に伝えたのは親おや父じだし。

　リゼラは続ける。

「本当はもっと古びた小さな道具屋さんでバイトしたかったんですけど、そういう店はバイトを雇やとう余裕もないみたいなんです。もともとこのデパートがあった場所には、素す敵てきな道具屋があったのに」

「ハリセンと鍋なべのふたと薬草しか売ってない店が素敵か？」

「そういえばケータさん。さっきから気になっていたんですけど、それなんですか？」

　リゼラが俺の装備している『堕だ天てん使しの鉄てつ兜かぶと』を指差して言った。

「これはな、ドワーフが持つ魔ま法ほう金属から作られた『堕天使の鉄兜』だ。堕天使の魔法攻こう撃げきにも耐えたことがある優すぐれものなんだぞ」

「え？」リゼラはきょとんとした。「堕天使の魔法攻撃？　魔法金属？　そんな希少価値の高いもの、どこで買ったんですか」

「デパートの隣となりで店を開いていたマレッタから買ったんだ」

「……ちなみにいくらです？」

「６５００フーリ」

　リゼラはしばらく考え込んだあと、俺の頭から『堕天使の鉄兜』をもぎ取った。それをレジの上に乗せると、小さなハンマーを持ってきてこんこんと叩たたいた。

「ケータさん、この兜は鉄ですらないですよ。薄うすい銅どうに色を塗ぬっただけの粗悪品です」

「な、なんだと……？　本当に？」

「はい。そもそも本当にドワーフの魔法金属で作られているなら、20万フーリはします」

　そこでようやく俺は悟さとった。はめられたと。「あの野郎……！」

「粗悪品を高額で売りつけるなんて、マレッタさんはひどい人ですね。この店のほうがよっぽどいい商品がありますよ。たとえば、そうですね……」

　そう言ったリゼラが店の棚の物色を始める。するとそこへ、

「それは聞き捨てならないね」

　店の入り口にマレッタがいた。法はつ被ぴを脱いだ制服姿。背中に大型リュックを背負っている。

「マレッタ、なんでここに？」俺が尋ねた。

「今日はもう店を閉めて、アイテム開発の素材を仕入れにきたんだよ。高い兜が売れたから」

「そ、そうだ！　お前、金返せ！」

　と言った俺を押しのけて、マレッタは店内に入ってきた。そしてリゼラの眼前に立つ。

「それよりも面おも白しろい話をしてるじゃん。この店にボクのハイードマーチ商店よりいい商品があるなんて、よく言い切ったねリゼラちゃん」

「そりゃそうですよ。なにが『堕天使の鉄兜』ですか。昨日の木札もそうです。怪しげなうたい文句で粗悪品を摑つかませるなんて、詐さ欺ぎですよ」

　リゼラが強気で返す。昨日キミは粗悪品と知っておきながら木札を買ったんだね。

「ひっどーい。ボクの商品は、低コストだけど最低限の品質を確保してるし。それを上質のものと思わせて買わせるのは、ボクの商談スキルの賜たま物ものじゃん。売れた時点で勝ちなんだよ」

　そういうのを詐さ欺ぎっていうんじゃないでしょうか。

「なんて邪じや悪あくな人……同じ客商売に関かかわる身として、見過ごすわけにはいきません！」

「ふん、ボクはね、自分の発想でアイテムを作って、自分で販売してるんだ。雇やとわれのリゼラちゃんとは違うんだよ」

「私だって自分でアイテムを作ったりすることはありますよ。出来のいいものは、この店にもいくつか置いてもらってますしね」

　その言葉を受けたマレッタは、店内をぐるりと見回した。

「ふーん、この店はリゼラちゃんが作ったアイテムも売ってるんだ……」独り言をつぶやいたあと、にやりと笑う。「だったらリゼラちゃん、ボクと勝負しない？」

「どういうことですか？」

「どっちの自作アイテムが優すぐれているか、おたがいに見せ合うの。それでリゼラちゃんが負けを認めたら、ボクのアイテムを粗悪品呼ばわりしたことについて、お詫わびしてもらうよ」

　マレッタがびしっと指を突きつける。リゼラは怯ひるむどころか、自信たっぷりに返した。

「いいですよ。そのかわりマレッタさんが負けを認めたら、二度と詐欺まがいの商売はしないと約束してもらいますからね」

　なんだか妙な展開になってきたぞ……。

　不敵に微笑ほほえんだマレッタは、背中のリュックを床に降ろした。そこから小さく折り畳たたまれた紙とペンを取り出すと、紙を広げてなにかを書き始めた。

　一体なにをやっているんだ。

「ああ、これ？　ボクって根っからの商売人だからさ、一応念書を用意しとこうと思って」

　その念書は、今言った負けたときの約束を履り行こうさせるためのものだった。

　リゼラが負けを認めた場合は、マレッタに謝罪する。マレッタが負けを認めた場合は、二度と詐欺まがいの商売はしない。たったそれだけのことに念書が必要か？

「さあさあリゼラちゃん。本当にボクと勝負する気があるなら、サインよろしくね。まあどうせ勝つのはボクだから、別に逃げてもいいんだけど」

　マレッタが念書を差し出した。リゼラはまるで物もの怖おじせず、そこにサインをして突き返す。

「おい、大だい丈じよう夫ぶなのか」リゼラに言った。

「もちろんです。ここでマレッタさんを悪の道から救い出してこそ英雄じゃないですか。それに私は自作アイテムの製作に自信があるんですよ。粗悪品ばかり販売するマレッタさんには、絶対に負けません。もちろん、マレッタさんが素直に負けを認めるならの話ですが」

　自信たっぷりのリゼラに、マレッタが同じ様子で応じる。

「ボクにもプライドがあるからね。リゼラちゃんのアイテムが本当にすごいものだったら、ちゃんと負けを認めるよ。じゃあまずは、そっちの自信作から見せてもらおうかな」

　にっこり笑って頷うなずいたリゼラが、店の陳ちん列れつ棚だなからガラスの小こ瓶びんを持ってきた。

「これはゲーム『アストラフトの英雄』に登場する活力剤を真ま似ねして作った、その名も『テンションポーション』です。飲めば一気にテンションが上がり、全神経が冴さえ渡ってきます。さあケータさん、ぐっと飲んでください」

　リゼラに渡された小瓶のフタを開けると、わさびのような刺激臭が鼻び孔こうを抜けた。

　飲めって、このグロテスクでどろどろな緑色の液体を……？

　リゼラとマレッタが、俺をじっと見つめてくる。

「……俺じゃなくて、マレッタが飲むのはダメなのか」

「マレッタさんなら効果がなかったとか噓うそを言うかもしれませんからね。さあ一気にどうぞ」

　まあ一応この店で販売してる商品のようだし、危険はないと信じたい。

　覚かく悟ごを決めた俺は、リゼラの作った『テンションポーション』をぐっと飲み干した。

「どうですかケータさん？」

「がっらあああああああ！」

　絶叫した。これは飲み物というより、わさびをすり潰つぶした流動性の食べ物だ。脳裏に浮かんだイメージは火薬の爆ばく発はつ。喉のどに張り付いたペースト状の半固形物を中心に、刺激という名の衝しよう撃げき波はが体全体を駆け巡る。衝撃波は、汗、よだれ、涙、鼻水という形で体外に放出された。

　リゼラに水をもらって、喉に張り付いたペースト状のものを流し込む。

「ね、ね？　テンション上がってきたでしょ？」

　満面の笑みで尋ねてくるリゼラに「むしろ落ちた」と答える。

「おかしいですね。私は徹てつ夜やでゲームをするときは、いつもこれを飲んでるのに」

「ようするに、ただの眠気覚ましってことでいいな？」

「じゃあ次はボクの番だね。こっちも自分で調合した飲み薬を出すよ」

　そう言ったマレッタがリュックから取り出したのは、リゼラのものと似たガラスの小瓶だった。それを俺に手渡してくる。

「……また俺に飲めっていうのか？」

「うん。それは『ウーマンフロムナイト・イレブン』って名付けた興こう奮ふん剤ざい。その効果は飲んでみたらわかるよ」

　なんだその名前は。

　見た目もリゼラの『テンションポーション』と同じく、どろりとした緑色。本当に飲んでいいのか不安になる。

「ケータさん、早く飲んでみてください。どうせただの野菜ジュースですよ」

「ふふふ、ボクが詐さ欺ぎ商売しか能がない人間かどうか、もうじきわかるよ。ほらケータくん、ぐぐっといってみよう」

　二人に急せかされるので、俺はぎゅっと目を閉じて一気にあおった。

　リゼラの『テンションポーション』のような刺激はない。むしろ甘みがあって、少しうまいと感じたほどだ。

「どうですか、ケータさん？」リゼラが尋ねてくる。

「うまかったけど、とくに変化らしきものは……いや」

　全身がじわりと熱くなってきた。でも言ってしまえば、それだけだ。

「本当にそう？　ケータくん、この店内をじっくり見回してみなよ」

　マレッタが言った。店内を見回せって、なにがあるっていうんだ。

　いくつかのシャツが下げられている衣類掛けが目に留まった。

　ちょっと待て。なんであんなところに、パンツがあるんだ？　いや、あれは服がかかってないハンガーか。でもハンガーの形って、あんなにエロかったっけ？　それを言うなら、あっちに下げられているシャツも、なんで第二ボタンまではだけているんだ。あれじゃまるで誘さそってるようなもんじゃないか！

　おいおい、よく見るとロウソクまで売ってやがる。ってことはあれか？　そこにあるロープと一いつ緒しよに買えってことか？　やばいぞこの店！　とんだ変態ショップだぜ！

「ど、どうしたんですか、ケータさん。なんか目が血走ってますよ？」

　リゼラが俺の袖そでを引いてきた。

「お、おい、引っ張るな。お前まさか、俺を茂しげみに連れ込む気か！　このドスケベ野郎！」

「え？」

　きょとんと首をかしげるリゼラ。くっそ、今まで気づかなかったけど、こいつこんなにエロい顔してたのか。上目遣いで見つめるんじゃねぇ！　かわいいじゃないか、ちくしょう！

「ふふふ、ケータくんには刺激が強すぎたかな」マレッタが言った。「ボクの『ウーマンフロムナイト・イレブン』を飲めば、なんでもエッチなものに見えたり、エッチな言葉に聞こえたりしちゃうんだよ」

「なんですって？　意志の強いケータさんが、あんな薬ごときで……？」

　リゼラが言った。

「お、俺が夜は強いだと？　なにを根こん拠きよに決めつけてやがるんだ！」

「そんなこと言ってないじゃないですか！」

「イ、イッて……？　お、お前って奴やつは、いい加減にしろよ……！」

「ケータさんがおかしくなっちゃいました！　とりあえず頭を冷やしてください！」

　言いながらリゼラは、店の奥にある冷蔵庫から氷のかたまりを取り出してきた。そしてそれを俺の頭にかぶせる。どじゅううう、という音がした。思った以上に熱があったらしい。

「へえ、それがリゼラちゃんの次の自作アイテム？」

　マレッタの言葉にリゼラは「はい」と頷うなずいた。

　頭にかぶせられている氷は、やたらと重い。そして冷たい。そのおかげでほてった顔から少しずつ熱が引いていったが……一体俺の頭には、どんな形状のものがかぶせられているんだ。

　店内に姿見があったので、それを覗のぞき込んだ。

　氷のヘルメットをかぶった俺が映っている。

「これが私の最高傑けつ作さく、『アイスヘルム』です。ゲーム『アストラフトの英雄』に登場するものを、そっくりそのまま作ってみました。冷気耐性もある優すぐれものです」

　体の熱が引いたのはいいが、氷のかたまりをかぶっていると、今度は逆にだんだん寒くなってきた。俺の熱を受けて『アイスヘルム』から溶け出した大量の冷たい水が、頰ほおを伝って制服の内側へと流れ込んでくる。夏場といえど、これでは風か邪ぜを引く。

「本当にそんなもので、冷気耐性がつくの？」

　マレッタの言葉に頷うなずいたリゼラは、冷蔵庫からキンキンに冷えたアイスバーを持ってきた。

「さあケータさん、これを食べてみてください」

「ふざけんな！」

　強引に口に突っ込まれたアイスを吐はき出す。そして『アイスヘルム』を脱ぎ捨て……られない。手が氷にくっついて離はなれないのだ。マレッタがレジの横にあったハンマーで砕くだいてくれたので、事なきを得た。

「ああっ、『アイスヘルム』は防御力が20もあるはずなのに!?」

　所しよ詮せんはただの氷だった。

「作った労力は認める。でもあんなもの、装備品じゃない」

「で、でもマレッタさんの変な薬の効果はなくなりましたよね？」

　リゼラの言ったとおり、今は何を見ても変な興こう奮ふんは覚えない。なんでハンガーなんかに興奮していたんだ。バカか俺は。

　くしゃみをした。『アイスヘルム』から流れてきた水のせいで、シャツはびしょびしょ。体が芯しんから冷えてしまっている。

「おかげで、めちゃくちゃ寒くなったぞ……風邪引きそうだ」

「じゃあ次はボクの番だね。そんなケータくんに、いいものあげるよ」

　マレッタがリュックから取り出したものは、赤い色をした布だった。これはマントか？

　そのマントで全身を覆おおってみると、冷えきった体が一気に暖まってきた。

「こ、これは暖かい！　なんだこれ!?」

「え？　普通のマントじゃないんですか？」

　驚おどろく俺とリゼラを見て、マレッタはメガネを押し上げながら不敵に笑った。

「実験の結果、ある虫が吐はく糸は飼育環境によって、空気に触ふれると熱が発生するようになるって気づいてね。それをマントに織り込んでみたの。揉もめば揉むほど暖かくなるマント、名づけて『フレアマント』だよ」

　ようするに、使い切りカイロのようなものだろうか。ちなみに使い切りカイロの仕組みは、中に入っている鉄粉が空気に触れて錆さびるときに発熱する化学反応を利用していると、理科の先生に教えてもらったことがある。

「そ、そんなことがあるなんて……」

　リゼラは単純に驚おどろいていた。俺だってそうだ。使い切りカイロの原理を知らずに使っている人なんてたくさんいるのに、マレッタは自分で実験した結果、自分で似たような原理を発見してそれをアイテムにしている。

　さっきの興こう奮ふん剤ざいもそうだが、マレッタってかなりすごい奴やつなのかもしれない。

「もう少しこの発明が早ければ、特許が取れたかもしれないんだけどね。北の大陸ではちょっと前に類似品が出ちゃってるんだ。それはともかく、もういいかな、リゼラちゃん？」

　マレッタがメガネの奥の大きな瞳ひとみをきらりと光らせた。

「な、なにがですか？」

「ケータくんのなかでは、とっくに決着がついてるみたいだけど」

　マレッタとリゼラが俺を見た。俺は未いまだにマレッタの『フレアマント』にくるまって、暖を取っている。

「ま、待ってください。私の次の自作アイテムをお見せします。えっと、次は……」

「まだ気づかないの？　リゼラちゃんはゲーム『アストラフトの英雄』に出てくるものを真ま似ねしてるだけ。対してボクはちゃんと自分の発想で勝負してる。勝敗は明らかだと思うけど？」

　マレッタにそう言われたことで、リゼラは悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんだ。

「うぐぐ、確かにそうですね……マレッタさんのアイテム製作の才能や調合の知識は、私より遥はるかに上のようです。詐さ欺ぎ師しにしておくのがもったいないぐらいに」

　最後に負け惜おしみを忘れないところが、リゼラらしいというか、なんというか。

「なんとでも言ってよ。とりあえず勝負は、ボクの勝ちってことでいいよね」

「……はい。マレッタさんの商品を粗悪品とか言って、すいませんでした」

　最初の約束どおり、負けたリゼラは丁てい寧ねいに頭を下げたのだが。

「なに言ってんのさ。別に謝罪の言葉なんていらないよ」

「え？　ですが、私が負けを認めたときは、マレッタさんにお詫わびするって……」

「もう、やだなーリゼラちゃんは。ちゃんと念書を読んでよ」

　マレッタは先ほどサインさせた念書をリゼラに手渡して、肩をぽんと叩たたいた。黒い笑み。夜の倉庫街で裏取引するマフィアのそれを彷ほう彿ふつさせる。

「あの、これがなにか？」

　念書に目を落としていたリゼラが、首をかしげる。

「だからさ、ここをよく見てよ」

　マレッタが念書の一部分を指差した。俺もリゼラの手元を覗のぞき込んでみる。

　そこには、やたらと小さな文字でこう書かれていた。

『お詫わびの方法は、マレッタの売れ残りをこの店で買い取ること』

「なっ、こ、こんなことが……!?」

　リゼラは絶句した。完全にやられた。ほかの文章の文字は均等の大きさなのに、その部分だけ振り仮名のように小さい。さらにあざとく、ちょうど紙の深い折り目に沿って書かれている。ぱっと見ただけでは、気づかないだろう。

　そういえばマレッタは、リゼラにサインさせるとき、妙に挑発じみたことを言っていた。それも全部、じっくりと目を通させないための策略か。なんて姑こ息そくな……。

「こんなのずるいです！　卑ひ怯きようですよマレッタさん！」

「なにがずるいの？　ちゃんと読まなかったのは、そっちでしょ」

　リゼラはまだ反論しようとしたが、その言葉を吞のみ込んだ。そしてため息をつく。

「……わかりましたよ。確かに『フレアマント』とかは画期的なアイテムなので、店長も許してくれると思いますが」

　そこへマレッタがさらに追い打ちをかけた。

「だから、売れ残りって書いたよね。『フレアマント』はボクの手でも売れるから、売れなかったものを買い取ってもらうの。そうだね、この『神の絆ばん創そう膏こう』でも買い取ってもらおうかな」

「なんですか、それは？」

「普通の絆創膏に神様っぽいイラストを描いただけだよ。ほら、これ」

　マレッタがリュックから『神の絆創膏』とやらを取り出した。神様のイラストはお世辞にもうまいとは言いがたい。アイテム製作の才能はあるのに、絵心はないらしい。

「こ、こんなものを私の店で買い取れと？」

「えっと、一枚２５０フーリで、残り三十八枚あるから……」

「これ一枚で２５０フーリ!?　詐さ欺ぎすぎます！」

　リゼラの抗議など耳に入っていない。マレッタは例のそろばんをものすごい速さでパチパチと弾はじいている。

「１万フーリ近い儲もうけになるね。ま、こんなところか」

「待ってください！」リゼラが大声をあげた。「もう一度だけチャンスをください！」

「なんで？　リゼラちゃんは負けを認めたじゃん」

「……言われたとおり、さっきの勝負で私が出したのは、『アストラフトの英雄』のアイテムを真ま似ねしただけのものでした。だから次こそ、本当のオリジナルアイテムを製作してお見せします！　それで決着ってことにしませんか!?」

　するとマレッタは、思いのほかあっさり「いいよ」と言った。

「本当ですか!?」

「うん。そもそもボクが勝負を提案した一番の目的は、リゼラちゃんがどんな発想でアイテムを作っているか知りたかっただけだし」

「売れ残りを買い取らせるためじゃなくてか？」

　俺が言うと、マレッタはため息をついた。

「あのね、ボクがそんなにこずるい人間だと思う？　だったら最初から、念書に『全部の商品を言い値で買い取れ』って書くよ」

　こずるいのは確かだが、思っていたほどマレッタはお金の亡者というわけではないのかもしれない。お金がほしいのはもちろんだけど、それよりも新しい発想のアイテムが見たい。そんな姿勢は、商売人というより技術者の側面が色濃く出ている気がする。

「ありがとうございます！　マレッタさんって、案外いい人なのかもしれませんね」

　リゼラがもう一度頭を下げた。

「だけど、チャンスはあと一回だよ。それでボクが負けを認めなかったら、本当に『神の絆ばん創そう膏こう』を全部買い取ってもらうからね。そのときは、ちゃんと店長を口説き落としてよ？」

「約束します。でもマレッタさんが負けを認めたら……」

「わかってるよ。妙な商売はしない、でしょ？　それじゃ会心の一作ができたら呼んでね」

　マレッタは荷物をまとめて、店を出て行った。




　翌日の放課後。

　リゼラはゲーム研究部の部室内をうろうろしながら、時折「うーん」と思考の欠片かけらを吐はき出している。俺はソファーに腰かけて、リゼラから借りた冊子を眺ながめていた。

　冊子のタイトルは『アストラフトの英雄・アイテムコンプリートガイド』。ゲームに登場するアイテムがイラスト付きで解説されている。

　そのなかには、『アイスヘルム』の紹介もあった。昨日リゼラが見せてきたレプリカとほぼ同じ。すべて氷でできた兜かぶとだ。

「本当にこんなふざけたものがあるなんて、一体どうなってるんだ。絶対に風か邪ぜひくだろ」

　俺の独り言にリゼラが反応した。

「私が作ったものと違って、本物は冷たくないんでしょうね」

「なんで？」

「そんなの知りません。ちなみに『アイスヘルム』は英雄ミツルも装備可能ですよ」

　親おや父じがこんな氷のかたまりをかぶるのか……なんだか笑える。

「それで、マレッタに負けを認めさせるようなアイテムは思いついたのか？」

　リゼラは物もの憂うげなため息をついて、首を左右に振った。

「なにも思いつきません」

「だったらもう、諦あきらめたらどうだ。『神の絆創膏』とやらを全部買い取っても１万フーリぐらいなんだろ。それなら店長に頭を下げたらいいじゃないか」

「そういう問題じゃないんです」強い口調で返してきた。「私はマレッタさんの才能を高く評価しました。あんな技術や知識を持っている人が詐さ欺ぎまがいの商売をしているなんて、もったいない話です。絶対に足を洗わせて、正義のためにあの才能を使わせるべきです」

「まあ確かにな」

　マレッタは詐欺まがいの商売なんてしなくても、あの『フレアマント』を大量生産するだけで儲もうかるはずだ。でも本人はそれよりも、次々と新しいものを作って販売することが楽しいと思っているんだろう。くだらないものでも作ったものは必ず売る、という姿勢があくどいやり方に繫つながっているのだ。

「ケータさんもなにかアイデアをください。マレッタさんに負けを認めさせるようなオリジナルアイテムのアイデアを。彼女を悪の道から救い出すことは、英雄ポイント獲得のチャンスですよ」

「じゃあ、こういうのはどうだ？　小こ瓶びんの中に砂を詰めたアイテム、名付けて『小さな王』」

「なんですかそれ？」

「紙に字を書くときの重りになる。その様子は、まさに机の上に君臨した小さな王だ」

「ケータさんに頼たよったのが間違いでした」

　リゼラは窓の外に視線を向けた。なんだよ、一応ちゃんと考えたのに。

　もう一度、アイテムコンプリートガイドに目を落とす。アイテム製作のヒントはないか探るためだ。ページをめくったところで、思わず声をあげた。

「こ、これは……」

「どうしたんですか？」

　リゼラが覗のぞき込んでくる。そのページで紹介されているのは、『やらしい水着』。やたらと面積の狭せまい過激な水着だった。それをプロポーション抜群の女の子が艶なまめかしいポーズで着用しているイラストが掲載されている。

「このガイドブックはエロ本なのか？　くっ、本当にやらしいじゃないか！」

「……もしかしてまだ、昨日の興こう奮ふん剤ざいの効果が残っているんですか？」

　イラストを食い入るように見つめていた俺に、リゼラが冷たい視線を投げてくる。

「い、いや違うんだ。この『やらしい水着』って面積が狭いくせに、防御力が12もあるのはなんでだろうなと思って」

「そんなの知りません」

　リゼラはため息をついて、また歩き出した。なんだか怒おこっているらしい。

　気を取り直してページをめくる。次のページには、『幸運のドレス』というきらびやかなデザインのドレスが紹介されていた。防御力は『やらしい水着』より低い。

「わけがわからん。どうしてドレスより生地の少ない水着のほうが強いんだ。それにこのドレス、特とく殊しゆ効果として歩くたびにお金が貯まるって書いてあるぞ。どういう仕組みなんだよ」

「そんなの知りません」

　リゼラの反応はやけに冷たい。考え事に集中したいんだろう。俺だってこれでも真剣に考えているんだけどな。

　歩くだけでお金が貯まるドレスか。そんなものが本当に作れたら、マレッタだって降参するだろうけど。そういう特とく殊しゆ効果があるアイテムを作るには……。

「いや、待てよ。そうか、そういうことか」

「どうしたんです？」

　リゼラが怪け訝げんな目を向けてきた。それに俺は満面の笑みで返す。

「喜べリゼラ。マレッタを納なつ得とくさせる画期的なオリジナルアイテムを思いついたぞ」




　それから数日間はリゼラと二人で、俺の発案したオリジナルアイテムの製作に没ぼつ頭とうした。

「本当にこんなもので、マレッタさんを納得させられるんでしょうか。正直私は、あまり乗り気じゃないんですけど……」

　じつを言うと、俺も不安になっていた。このアイデアが生まれたのは、リゼラの言ったとおり、興こう奮ふん剤ざいの作用がまだ残っていたからとしか思えない。冷静になった今では、少しためらいもある。

「でも今さら、このアイデア以上のものは思いつかないだろ。マレッタに負けを認めさせて、詐さ欺ぎまがいの商売を辞めさせる。それで英雄ポイントゲットだ！」

「で、ですが、このアイテム自体も詐欺なのでは……？」

「売るわけじゃないから、別にいいんだよ！」

　半ばやけくそだった。

　そして完成した翌日の放課後、俺たちはマレッタが在ざい籍せきする一年五組の教室を訪れた。期待の眼まな差ざしを向けてくるマレッタに、リゼラが自作アイテムの入った紙袋を差し出す。

「一体どういうアイテムを作ったの？」

　その問いにリゼラは、遠えん慮りよがちにこう答える。

「え、えっと、歩くだけでお金が貯まる『幸運の水着』です……」




「おい、やめろって！　本当に試す必要はないんだってば！」

「絶対やだ！　実際にやってみないと、効果があるかわからないじゃん！」

　ミナトンの街の路地裏。学園を出る前から制服の下に『幸運の水着』を着用していたマレッタは、俺たちの制止を振り切って制服を脱ぎだした。そして水着姿になると、羞しゆう恥ち心しんに頰ほおを染めながら繁はん華か街がいのメインストリートに飛び出していく。

　ああ、どうなっても知らないぞ……。

　そんなことを思いながら、水着姿のマレッタを見送った。

　やがて戻ってきたマレッタは、竹細工のカゴを俺に手渡してきた。そのカゴには１万フーリ近いお金が入っている。彼女がメインストリートを三百メートルほど練り歩いただけで獲得した金額だ。歩くだけでお金が貯まる。その装備効果は抜群だったと言わざるを得ない。

「こんな発想をするなんて……頭おかしいんじゃないの？」

　ひと目のつかない路地裏で頭を抱えるマレッタ。目のやり場に困るので、顔を背ける。

　マレッタが着ている『幸運の水着』は、それはもう言葉では表現しきれないほど過激なものだった。もはや水着というより紐ひもだ。彼女の豊かな胸元には、「新作水着の試着中。感動したらカゴにお気持ちを入れてください」というメッセージカードがある。

　歩くだけでお金が貯まるというからくりは、なんてことはない。スケベな男どもがマレッタの過激な水着姿を見て寄付しただけだ。あんな水着で街を歩かされるモデルさんはかわいそうだ、という哀あわれみから寄付した人もいる。

「あの……やっぱり、これって反則、ですよね……？」

　リゼラの言葉は、質問というより確認だった。

「うん、ナメてるね」

　そう言ったマレッタの頰ほおが赤いのは怒ど気きのためか、まだ残る羞しゆう恥ち心しんのためか。だから実際に試す必要はないって言ったのに。

　リゼラに持たせていた自分の制服を水着の上から着込むと、ため息まじりでこう言った。

「こんなバカな発想をしたのは、リゼラちゃんじゃないよね。ケータくんなの？」
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「あ、ああ。俺が思うに、きっとこれが『アストラフトの英雄』に出てくる『幸運のドレス』の正体なんだ。歩くだけでお金が貯まるってことは、お金を渡してくる人がいるに違いないって考えてひらめいたのが、この水着だ」

「すいませんマレッタさん！」リゼラが腰を九十度に曲げて、謝罪した。「私とマレッタさんの勝負なのにケータさんの力を借りた挙げ句、こんな下品な水着を出してしまうなんて！　お詫わびに私も今からそれを着て、街を歩きます！　さあ脱いでください！」

　リゼラがマレッタの制服を脱がしにかかった。

「いや、いいよ。だいたいこの水着は、ボクみたいに胸の大きな人が着ないと効果はないだろうし」

「ぐはぁ！」リゼラが言葉の弾丸で吹っ飛んだ。

「リゼラはマレッタに詐さ欺ぎまがいの商売をやめてほしい一心で、俺に協力要請をしたんだ。だから責めるなら俺を責めてくれ」

　俺も謝った。するとマレッタはきょとんとした顔で言った。

「なんで？　別に責めないけど」

「え、怒おこってるわけじゃないのか？」

「うん。むしろやられたって思ってるよ。『幸運のドレス』は一歩進むたびに１フーリしか手に入らないけど、それを露ろ出しゆつ度どの高い水着にアレンジすることで、さらに注目効果が上がった。一歩ずつの獲得金額は比較にならないよ。発想自体はバカだけど、ものすごい着眼点だね」

「ということは……」

　リゼラが言うと、マレッタはにっこり笑って口を開いた。

「負けを認めるよ。こんなバカなアイテムは、ボクに作れないし」

「じゃあ、じゃあ、もう二度と詐欺まがいの商売はしないって約束してくれますね!?」

　その言葉にマレッタは頷うなずいた。リゼラは「やったあ！」と大喜びして続ける。

「マレッタさんには素晴らしいアイテムを作れる才能があるんですから、『堕だ天てん使しの鉄てつ兜かぶと』とか『神の絆ばん創そう膏こう』なんてものを販売するのは、もうやめましょうね？」

　マレッタは気き恥はずかしそうに頭を搔かいた。

「ボクだってできることなら、質のいいアイテムを売りたいんだ。でも作ってしまった以上は売ってあげないと、アイテムに悪いっていうかさ」

「ものを大事にする姿勢は、素直に好感がもてますよ」

　リゼラがマレッタに手を差し出す。マレッタはにっこりと笑いながら、それを握にぎった。

　妙な勝負だったけど、二人が納なつ得とくしたならそれでいいか。

「ところでリゼラちゃん。この『幸運の水着』、ボクにくれない？」

「え、もちろんあげますけど、また着るんですか？」

「ううん、お金が貯まる水着ってふれこみで売るの。１万フーリで」

「それが詐さ欺ぎなんですよ！」




　ひとまずマレッタは、あくどい商売をやめると誓ちかってくれた。彼女を更生させたことで、少しは英雄ポイントが貯まったかもしれない。

　と考えていた矢先、恐ろしい噂うわさを耳にした。

　街でマレッタが『幸運の水着』を着て歩いている様子を見た生徒がいるらしい。しかもそのあと、路地裏で俺がマレッタからお金入りのカゴを預かったところまで、ばっちり見られていたようだ。

　おかげで俺は「嫌いやがるマレッタに無理やり水着を着させて、金かね儲もうけを企たくらむフィクサー」という英雄と真逆の烙らく印いんを押されてしまった。ちょっと待って……。
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　天空の遺跡アルガニフタへ行くための条件は、英雄ポイントを貯めるだけではない。他人を守れる強さも必要になってくる。俺はまだレベル２なので、もう少しレベルを上げないといけないのだ。

　ゲーム研究部の部室で、どうやってレベルを上げようか考えていると、携帯ゲーム機をいじっていたリゼラが声をかけてきた。

「ところでケータさん、『アストラフトの英雄』は進みました？」

「いや、リゼラがバイトだったり、『幸運の水着』の製作だったりで、まったく進んでない」

「私がバイトでも一人で進めたらいいのに。このゲームには、天空の遺跡アルガニフタへ行くためのヒントがたくさん詰つまってるんですよ」

　そうだな。呪のろいの館やかたは観光地になっていたけど、ゲームをやればほかにもレベル上げに適した場所が見つかるかもしれないし。

　俺がプレイの意を示すと、リゼラは喜んで『アストラフトの英雄』のディスクを据え置き型ゲーム機にセットした。

「さあ、ケータさん。今日も張り切っていきましょう。プッシュ、スタートボタンと言いながらボタンを押してください」

「なんでわざわざ言う必要がある？」

「プッシュ、スタートボタンっていうのは、これから苦難に挑む決意を揺ゆり起こすための魔ま法ほうの言葉なんですよ。だから元気に唱えましょう。はい、どうぞ」

「……プッシュ、スタートボタン」

　言いながら俺はコントローラーのボタンを押した。

　ロード画面で前回保存したセーブデータを開く。呪いの館の攻略途中で街に戻り、道具屋に立ち寄ったところからの再スタートだ。

　確か呪いの館には、夜な夜な館に侵入している人間がいるので、その相手を探しにきたんだっけか。

　呪いの館の探索を続けるうちに、二階の部屋で女の子を発見した。どうやら彼女が侵入していた当人らしい。一般人を装よそおっていたが、妖よう精せいネライダがその正体を見破った。勝手に城を抜け出して気ままな一人旅をしていたフォリノミア王国の姫君、アナスタシアだった。




アナスタシア「ななっ、バレちゃってますの!?」




「……なんだ、この茶番は。顔を隠かくさないで、なにがバレちゃってますの、だ」

「史実どおりなんだから、仕方ないじゃないですか」リゼラが言った。「アナスタシア姫が呪のろいの館やかたに来ていた理由は、幼い頃ころから王族のたしなみとして学んでいた魔ま法ほうの力を磨みがくためだったんです。元気いっぱいな女の子ですね」

「仮にも一国の姫様なのに、城を抜け出すわけ？」

「姫は国王の同意を得ようが得まいが、城を抜け出すものなんです。ＲＰＧあるあるです」

「城の警備、ザルすぎだろ」

　どうやらこれから、勝手に城を抜け出したアナスタシアをフォリノミア王国まで送り届けなければならないらしい。

　呪いの館を出て、ミナトンの街まで戻ってくる。会話イベントが発生して、強制的に宿屋に泊まる流れになった。




宿屋「いらっしゃいませー。ホテル神しん楼ろう閣かくにようこそ！　お泊まりになりますか？」




「……部屋が三つしかないくせに、ホテルを名乗るなんておこがましい奴やつだな」

「まったくです。どこにでも見栄っ張りはいるもんですね」

　宿泊するかしないかを問う女性店員に対して、「はい」の選せん択たく肢しを選ぶ。するとゆったりした音楽が鳴って、画面が暗転した。

　暗転から戻ると、場面は宿屋の一室になっていた。布ふ団とんの中にいるミツルに対して、妖よう精せいネライダが手に持っている杖つえでぶん殴なぐってくる。




ネライダ「はわぁ、起きてくださいミツルさん。大変ですぅ。アナスタシア姫がいなくなっちゃいました。机の上にこんな書き置きがありましてぇ……」




　ネライダがミツルに紙切れを渡す。メッセージウィンドウにその内容が表示された。




『すいません、ミツル様。私はまだ城に戻りたくありませんの。誰だれにも束そく縛ばくされず、自由気ままな一人旅を続けます。心配しないでくださいまし。


アナスタシア』






「なんだ。送らなくてよくなったな」

「そんなわけないじゃないですか。これは探せっていう合図です。さっそく街に出て情報収集するんです！」

　くっ、アナスタシアって本当に面めん倒どう臭くさい女だな。親おや父じの言ってたとおりだ。

　心で悪態をつきながら、ミツルを操作して街の人に話を聞いて回った。

　そこで得た情報を整理すると、どうやらアナスタシアは金目当ての盗とう賊ぞく団だんに拉ら致ちされたらしい。その盗賊団は北の洞どう窟くつを根城にしているという。

　ようするに、そこに向かえってわけか。わがままな姫様に振り回される親おや父じに同情するよ。




　街を出て北に向かう。洞窟はミナトンの街のすぐ近くにあった。

　中に入ると画面が切り替わり、最初の戦せん闘とうに入る。邪じや気きが集まって形成される怪物、ファンタズマの登場だ。今回のファンタズマは、狼おおかみの形をしていた。

「盗賊団がアジトにしている場所なのに、なんでファンタズマが出るんだ？」

　俺の世界で言うなら、熊くまのすみかをアジトにしてるようなもんだ。頭が悪すぎるだろ。

「ケータさん、もう少し柔軟に考えましょう。ここにいる盗賊団は、それだけ住む場所に困っているんですよ。つまり金欠なんです」

「ああ、そういうことか。貧乏ってのは辛つらいな」

　リゼラの指示を受けながらミツルを操作して、敵を撃げき破は。呪のろいの館やかたに出しゆつ没ぼつするファンタズマよりは少し強いようだったが、レベル３になったミツルの敵ではない。

「ところでリゼラ。この洞窟も呪いの館みたいに、今もあるのか？」

「はい。そこはもともとベンテーチ学園の課外授業に使われていた場所なんですけど、数年前に学園長が鍵かぎをかけてからは、誰だれも入れなくなってますね」

　ベンテーチ学園の課外授業。ファンタズマを狩って、レベルを上げる授業だ。ゲームをやった限り、ここはレベル３の親父が一人でも戦えるほど弱いファンタズマしか出没しない。今の俺にとって、レベル上げにはうってつけの場所だ。

「よし、行くぞリゼラ。今からこの北の洞窟に行って、ファンタズマ狩りだ。俺たちのレベルをもう少し上げておかないとな」

「え、でも、学園長が鍵をかけてる場所だし、勝手に入るのはよくないと思うんですけど」

「気にするな。それにリゼラは、呪いの館で封印されていた地下室にも入ったじゃないか」

「だ、だってあのときは、ケータさんが勝手に開けたなんて知らなかったですし……」

「もし学園長に何か言われたら、俺が責任をとってやるから。さあ行こう！」

　ドアに向かおうとした俺の腕を、リゼラが引っ張る。「なんだよ？　まだしぶるのか？」

「いえ、そうじゃなくて。ゲームを中断するなら、セーブは必須です。これ常識です」

　言いながらリゼラは、テレビ画面を指差した。はいはい……。




　リゼラを引き連れて、部室をあとにした。ゲームで親父は行商人から買った木ぼく刀とうを装備して戦っていたので、今回は俺も用意しておいたほうがいい。

　とはいっても、この間マレッタに６５００フーリも取られたので、お金がない。

　……仕方ない。とりあえず今は剣道部から借りておくか。

　そう思って剣道部の部室に立ち寄った。部員はみんな道場にいるので、今はもぬけの殻からだ。こっそりと侵入して、手て頃ごろな木ぼく刀とうを手に取る。

「これでケータさんの攻こう撃げき力りよくは＋３ですね」

　リゼラが言った。まあないよりはマシか。

　腰のベルトに差して部室を出たとき、一人の女子生徒にぶつかった。

「あ、ごめん」

　俺が謝ると、相手の女子生徒は鋭するどい目で睨にらみつけてきた。

「まったく、気をつけなさいよね。あたしの機き嫌げんが悪かったら、あんたをバラバラにして、その肉片を鍋なべで煮込んで食べてやるところだったわよ」

　厄やつ介かいな奴やつに出会ってしまった。

　その女子生徒はさらさらの長い金髪に、プロポーションのとれた完かん璧ぺきなボディ、二重まぶたで切れ長の瞳ひとみという、息を吞のむほどの美少女だった。

　それでも望んで彼女に近づく者はまずいない。相手は札付きの不良とされている、一年四組在ざい籍せきのナルミエ・ベルトワーズだったからだ。

「ごめんな」もう一度言って、脇わきを通り過ぎようとしたのだが。

「待ちなさい」腕を摑つかまれた。「確かあんた、三組に転校してきたケータとかいう男よね」

　ベンテーチ学園に転校してくる生徒はほとんどいないので、俺は結構な有名人なのだ。

「そうだけど」

「今うちの部室から出てきたけど、そこで何をしていたの？」

　しまった。ナルミエは剣道部員だったのか。この時間に道場にいないところを見ると、サボっていたんだろう。

　ナルミエは俺の腰にぶら下がっている木刀を見て、にやりと微笑ほほえんだ。

「なるほどね。誰だれもいない部室を狙ねらって、空き巣を働いたってわけ」

「いや、これはちょっとだけ借りようと……」

　と言う俺の眼前に手のひらを突き出して、続きを制してくる。

「何も言わなくていいわ。ケータ、あんたの噂うわさは聞いてるわよ。そこらの小学生より弱いレベル１の雑ざ魚こ生徒。みんなに笑われているからこそ、心が荒すさんで盗みを働く。バックボーンとしては充分ね。あんた、悪の才能あるわよ」

　今はレベル２だけどな。

　ナルミエは心底嬉うれしそうな顔で、俺の肩を叩たたいてきた。

　彼女は確か、魔ま族ぞくと人間のハーフだと聞いている。自分の体に流れる魔族の血を誇ほこりに思っており、魔族らしくアウトローに生きると決めているのだとか。

　そんな彼女にまつわる黒い噂は山ほどある。

　街の裏通りにいるマフィアたちを手て懐なずけているとか、彼女に逆らった上級生を輪切りにしたとか。数え上げたらキリがない。もちろん俺も苦手なタイプだった。だって怖いじゃん。

「はは、俺に悪の才能なんてないよ。急いでるんで、それじゃ」

　早々に会話を切り上げて逃げようとした。

「ほらね」ナルミエに肩を摑つかまれた。「話を一方的に打ち切ろうとするなんて、悪の証しよう拠こじゃないの。そうそう、あんた転校生だから友達もいないでしょ？　なんだったら、あたしがつるんであげてもいいけど」

　なんだ、この女は。もしかして俺と話がしたいのか？

「悪いけど、俺は部活の途中なんだ。キミも剣道部員なら道場に行ったほうがいいぞ」

　するとナルミエは「ククク……」と邪じや悪あくに笑った。

「あたしは剣道部の活動なんかに興味はないの。だってサボるために剣道部にいるんだから。これって魔ま王おう指数はどれぐらいかしら。あたしは２か３だと思うんだけど、どう？」

　知らん。

「もう、ケータさん、早く行きましょうよぉ」

　後ろにいたリゼラが、間延びした声をあげた。気け怠だるそうに体を揺ゆすっている。

「あら、そんなところに誰だれかいたのね。あんた誰？」

「一年三組でゲーム研究部の部長、リゼラ・シャルノーラです」

　ナルミエは両手をパンと打ち鳴らした。

「そういえば聞いたことがあるわ。この学園には、まったく活動していない部員数一人の邪悪な部活があるって。あなたがその部長だったのね。どう、相変わらず邪悪してる？」

　リゼラは顔を真っ赤にして叫んだ。

「ゲーム研究部は邪悪ではありませんっ！　英雄ミツルを愛し、その足跡を調べて『アストラフトの英雄２』を作ろうとしている、崇すう高こうな正義の部活ですっ！」

「ふん、英雄ミツルね。名前を聞いただけで吐はき気がするわ」

　ナルミエは本当に「おえっ」と嗚お咽えつをもらした。

「私もあなたの噂うわさは聞いてますよ、不良のナルミエさん。あなたは魔族の娘として、世界の転てん覆ぷくを狙ねらっているそうですね。しかも英雄ミツルを罵ののしるばかりか、邪神を崇すう拝はいしているとか」

　リゼラがそう言うと、ナルミエは大げさに手を額に当てて、「あちゃー」と言った。ものすごく噓うそくさい演技だった。

「バレちゃってるのね。あたしの壮大な世界征服計画が」

「言っておきますけど、世界はあなたのものになりません。必ず私とケータさんで阻そ止ししてみせます。ゲーム研究部の名にかけて」

「やってみるがいいわ！　でもね、世界崩ほう壊かいのカウントダウンはもう始まってるのよ！」

「な、なんですって……この悪魔！」

「滅ほろび行く世界に吞のみ込まれ、深しん淵えんの闇やみに震ふるえるがいいわ！」

「でも、私は信じます。闇の中でさえ一条の光明が差し込むことを」

　なんだこの中二病コントは？

　リゼラがナルミエに人差し指を向ける。

「とにかく、ケータさんは英雄ミツルに続く次世代の英雄、『アストラフトの英雄２』の主人公なんです！　悪の才能があるだなんて、二度と言わないでください！」

「本当にそうかしら？　ねえケータ。こんな女は放ほうっといて、あたしとオセロでもしない？」

「なんでオセロ？」

　白を黒にひっくり返す邪じや悪あくな遊ゆう戯ぎだからだそうだ。

「オセロが乗り気じゃないなら、輝星球アステラボールで遊んであげてもいいわよ」
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　あ、こいつ友達いないんだな。なんとなく、そう思った。

　いずれにしても、今はこんなところで時間を取られている場合ではない。

「悪い、ちょっと急いでるんだ。それじゃリゼラ、行こう」

　俺とリゼラはナルミエに軽く会え釈しやくして、そそくさと走り出した。

「あ、ちょっと、待ちなさいよぉ！」

　背後でナルミエの叫び声が聞こえたが、追ってくることはなかった。




　北の洞どう窟くつはミナトンの街を出て、すぐのところにあった。

　洞窟の入り口には鉄てつ柵さくがあり、その開閉口に大きな錠じようがかかっている。

「やっぱり帰りませんか。勝手に入るのは次期英雄としてもよくないような……」

　リゼラが左腕を引っ張ってくる。

「とか言いながら、それはなんだ？」

　彼女の持っている冊子を指差した。そこには『アストラフトの英雄・ダンジョン攻略ガイド』という文字が記されている。

「え、えっと、これはその、洞窟の中で迷ったらだめかと思って、一応……」

　赤らめた頰ほおを攻略ガイドでそっと隠かくすリゼラ。結局入りたいんだな。

「よし行くぞ。ここはもともと課外授業で使われていた場所なんだし、問題ないだろ」

　言いながら俺は、右手を真横に伸ばした。

　空間歪曲魔法ドライブシアターを発動する。空間に開いた穴から取り出したのは、鍵かぎのかかった扉や、硬すぎて開かない瓶びんのフタまで、閉じてあるものならなんでもこじ開ける『エルピダ・キー』だ。

　それを鉄柵にぶら下がっているごつい錠に当てる。かちゃんと音がしてあっさりと外れた。

「うう……こうなったら、元気に行きますよ！　てっててれー、てっててれー♪」

　リゼラが口ずさむ洞窟のテーマをＢＧＭに、洞窟内部に足を踏ふみ入れる。

　構造は『アストラフトの英雄』とまったく同じ。あのゲームは本当に細部まで再現してくれている。そして登場するファンタズマだって……。

　目の前に白いもやが集まって、ファンタズマに変化した。

　やはりゲームで見たものと同じ。体長一メートルほどの狼おおかみ型がたファンタズマだ。

　さっそく出やがったな……！

　俺は空間歪曲魔法ドライブシアターで『真実の瞳ひとみ』を取り出して、敵パラメータを確認した。





闇やみに吠ほえる者

攻こう撃げき力りよく７、防御力６、瞬しゆん発ぱつ力りよく９、魔ま力りよく３、運５






「レベル２の俺より、若じやつ干かんパラメータが高い。でも二人掛かりなら倒たおせない相手でもないぞ。いけるかリゼラ？」

　リゼラはシャドーボクシングを披ひ露ろうしながら、「はい！　戦せん闘とう準備万全です！」と答える。

　レベルアップに必要な経験値リズムスは、戦闘で勝たないと得られない。ただし勝ちさえすれば、勝利の貢こう献けん度合いによって全員に分配される。

　つまり敵にとどめを刺したのがリゼラだったとしても、俺だって一いつ緒しよに戦いさえすれば多少の経験値リズムスが得られるのだ。これが弱い俺を成長させる最善の方法だろう。

『真実の瞳』を別次元の倉庫に戻す。両手で木ぼく刀とうを握にぎり直した俺は、さっそく狼型ファンタズマ「闇やみに吠ほえる者」を殴なぐりつけた。

「おりゃあ！」

　先制攻こう撃げきはクリーンヒットしたが、思った以上にダメージは与えられていない様子だ。でもこれで俺は、わずかだが戦せん闘とうに貢こう献けんした。あとはリゼラにお任せだ。

「よしリゼラ、あとは頼たのん」

「よそ見したらだめです！」

　リゼラの声で振り返る。一いつ旦たん距きよ離りを取っていた闇に吠える者が、俺に飛びかかってきた。

　俺は木ぼく刀とうを持った右手を空間歪曲魔法ドライブシアターで作る空間に差し込んで、代わりに杖つえを取り出した。取り出した勢いをそのままに、杖の石突で自分の足下を二回叩たたく。叩いた点を中心に、直径一メートル強、深さ一・五メートルほどの穴が開き、俺の体を吞のみ込んだ。

　飛びかかる闇に吠える者が頭上を通過していく。敵は目の前から突然獲物が消えたことで、困こん惑わくしている様子だった。

　先せん端たんに宝玉がついたこの長い杖は、神具『回かい避ひの杖』。攻撃力は皆かい無むに等しいが、瞬しゆん時じに即席の穴をつくって敵の攻撃を避よけることができる。何度も練習したので、空間歪曲魔法ドライブシアターでこれを取り出してから足下を叩くまでの所要時間は、二秒以下。生き残るために必要な技術だ。

「すごーい！　それって魔ま法ほう使つかい用の装備『回避の杖』じゃないですか！　ゲームでは装備するだけで回避率が上昇しましたけど、実物はそうやって攻撃をかわすんですね！」

　リゼラが惜おしみない拍手を送ってくる。俺は隠かくれた穴から顔だけを出して言った。

「いいからお前は敵に集中しろ！　行け！」

「はいっ！　とりゃあ！」

　リゼラはふわふわした足取りで、闇に吠える者に殴りかかった。素手で。

　なんていうのかな、談笑中の女子が「ちょっとやめてよー」とか言いながら友人を叩くそれに似ていた。もちろんそんな気合いの入っていない攻撃なんて、ひらりとかわされる。

「素手で攻撃するな！　攻撃魔法を使え！」

　するとリゼラは頰ほおに人差し指を当てて、首をかしげた。

「あれ？　ケータさんはこの間、『真実の瞳ひとみ』で私のパラメータを確認したんですよね？　私は絶対防御魔法エクスプリズモス以外の魔法は覚えていませんけど」

「な、なんだと……？」

　俺は『回避の杖』を左手に持ち替えて、もう一度右手で『真実の瞳』を取り出した。それでリゼラを覗のぞく。今度はより詳細なパラメータを見るために、しっかりと意識を集中して。





リゼラ・シャルノーラ

レベル３

攻撃力５、防御力６、瞬発力６、魔力12、運５

所持スキル・超集中ハイパーコンセントレート……極限まで集中したとき魔ま力りよくが十倍になる。

所持魔法・絶対防御魔法エクスプリズモス






　双眼鏡形の神具『真実の瞳ひとみ』は、覗のぞき込んだレンズに相手のパラメータが映る。一度にすべてを表示することはできないので、スクロールしながら表示されるのだ。そしてスクロールさせるには、それだけの時間を集中しておかなければならない。

　しかしいくら集中しても、リゼラのパラメータは「所持魔法・絶対防御魔法エクスプリズモス」の項目で打ち止めとなり、それ以上スクロールしなかった。

　詰めが甘かった。この間は絶対防御魔法エクスプリズモスという聞き慣れない魔法を習得していると知った時点で集中が途切れてしまい、その先を見ることを怠おこたっていたのだ。それにリゼラは魔力が高いんだから、攻こう撃げき魔法の一つぐらい覚えているだろうと勝手に思い込んでいた。

「攻撃魔法が使えないなんて、早く言え！」

「それはケータさんが悪いですよ。仲間のパラメータはきちんとステータス画面でチェックしておく。これＲＰＧの常識です」

　さきほど『回かい避ひの杖つえ』で作った穴が、下から盛り上がってくる。この即席の隠かくれ家は、一分ほどしかもたないのだ。穴から吐はき出された俺は、杖を持ったまま闇やみに吠ほえる者と対たい峙じした。

　リゼラが攻撃できないとなると、やっぱり俺が木ぼく刀とうで叩たたきのめすしかないのか……。

　空間歪曲魔法ドライブシアターを使って『回避の杖』から木刀に装備を戻そうとしたとき。

　闇に吠える者は後退したあと、大きく遠吠えをした。それを指差しながらリゼラが言う。

「ケータさん、あのファンタズマは仲間を呼ぼうとしてますよ！」

「仲間だって？　一匹でも苦労しそうなのに、また増えたら……」

　ずるる、ずるる……。

　洞どう窟くつの奥からイヤな音が聞こえてくる。

　そして姿を現したのは、人間の女の首をもち、体長は二メートルを超える巨大なヘビという大型のファンタズマだった。

「ま、まずいですよ！　あれは変異体です！　言ってしまえば中ボスですよ！」

　リゼラが言った。

　変異体ファンタズマ。時間が経過しても、もとの邪じや気きに戻らない強力な敵だ。おそらく学園長は、こいつが出しゆつ没ぼつするようになったから、この洞窟を立ち入り禁止にしていたのだろう。

　俺は右手に持ったままの『真実の瞳』で、巨大なヘビ女の姿を見た。





夜よ伽とぎの大だい蛇じや

攻撃力25、防御力24、瞬しゆん発ぱつ力りよく19、魔力33、運５






「強つぇぇ!?　これは絶対に勝てねぇぇ！」

　ヘビ女型の変異体ファンタズマ「夜よ伽とぎの大だい蛇じや」は、ちろりと舌を出した。美人な女の顔をしているので、その仕草も艶なまめかしい。

　次の瞬しゆん間かん、敵は口から業ごう火かを放ってきた。

「あぶねぇぇぇ！」

　右手でリゼラを抱き寄せて、左手の『回かい避ひの杖つえ』で素早く足下を二度叩たたく。俺とリゼラの下に即席の穴が口を開けたことで、炎をやり過ごすことができた。

　間一髪だった。あの直ちよく撃げきを食らっていたら、死んでいたかもしれない。

　夜伽の大蛇が近づいてくる。この穴目がけて業火を吐はかれたら、さすがにアウトだ。

　でもそれは、俺が一人だった場合の話だ。今は無敵魔ま法ほうの使い手が傍そばにいる。

「リゼラ、こうなったら持久戦だ」穴に身を隠かくしたまま言った。「あの変異体ファンタズマがいなくなるまで、俺たち二人の体を絶対防御魔法エクスプリズモスで無敵金属に変えてくれ」

「あれ？　前に言いませんでしたっけ？　私の絶対防御魔法エクスプリズモスは、自分に危害が及およびそうになると、自動発動してしまうって」

「それは聞いてる！　だから今回は自動発動じゃなくて、リゼラ自身の意志でやってくれって言ってるんだ！　呪のろいの館やかたで恐怖の壺つぼの攻撃から俺を守ってくれたみたいに！」

「いえ、ですから」

「なんだ!?　早くしてくれ！」

「私、自分の意志で使えないんです」

「なんだとぉッ!?」初耳だった。「だったら呪いの館では、どうして使えたんだ！」

　あれはリゼラが攻撃されそうになったわけではない。だから自動発動でもなかったはずだ。

　そこで俺は思い出した。リゼラの所持スキル『超集中ハイパーコンセントレート』のことを。

　それが発動すれば、魔法の効果を十倍に引き上げられる。おそらくこの間はそれで俺にも、絶対防御魔法エクスプリズモスをかけることができたのだ。

　ちょうど『回避の杖』の効果が切れて、俺とリゼラが即席の穴から吐き出される。夜伽の大蛇が鎌かま首くびをもたげて、ぎょろりと睨にらんできた。

「リゼラ、集中するんだ！　お前が集中すれば、俺に絶対防御魔法エクスプリズモスをかけることもできる！」

「あのですね、無理なんです」

「なにが!?」

「だから、絶対防御魔法エクスプリズモスですよ。自分の意志で使えたのは、この間が初めてだったんです。あれから何度か試してみたんですけど、まったく成功しませんでした。人間ってのは集中しようと意識すると、なかなかできないものですよね。てへへ」

　言いながらリゼラは頭を搔かく。てへへ、じゃねーだろ……。

　同時に夜伽の大蛇が口を大きく開き、またしても俺たちに向かって業火を吐く──。

「どりゃあああ！」

　俺はリゼラの首根っこを摑つかまえて、盾たてにした。

「ええええええ!?」

　リゼラの眼前に炎が迫せまる。その瞬しゆん間かん、リゼラの体が銀色の無敵金属に変化した。体が危険を察知して、絶対防御魔法エクスプリズモスが自動的に発動したのだ。

　業ごう火かは無敵金属になったリゼラの前に、かき消される。

「ケータさん、今私を盾にしましたよね!?」

「あ、す、すまん。つい……」

「つい、じゃないですよ！　男の子はいつだって、女の子の盾になってくれないとダメなんです！　そうじゃないと好感度が下がるんです！　ギャルゲーの初心者でさえ間違えない当たり前の選せん択たく肢しなんです！　ケータさんは私の好感度を下げたい……ああっ！」

　またしても夜よ伽とぎの大だい蛇じやが炎を吐はいたので、俺はリゼラの身を盾にした。リゼラは迫りくる業火を見て、再び自動的に無敵金属に変化する。

「またやりましたね!?　ひどいですケータさん！　それなりに好感度あったのに！」

「す、すまん。でもこうしないと、俺も死んじまうんだよ！」

　言いながら俺は、また空間歪曲魔法ドライブシアターを使って新しい神具を取り出す。中央が撮影カメラになっているラグビーボール形のアイテムだ。それを夜伽の大蛇に向けてシャッターを切る。そしてリゼラに手渡した。

「こ、これって、まさか『ターゲットボール』ですか!?」

　リゼラの言葉を肯こう定ていしたのは、夜伽の大蛇の攻こう撃げきだった。敵が吐いた業火は、俺が盾にするまでもなく一直線にリゼラに向かう。直撃の瞬しゆん間かん、リゼラは無敵金属になって炎を防いだ。

　神具『ターゲットボール』。中央のカメラに収めた敵の攻撃を一定時間、それを持っている者に集中させるアイテムだ。

「ひどすぎます！　かよわい女の子にこんなものを渡すなんて！」

　リゼラがボールを差し出してくるが、もちろん俺は受け取れない。

「お前には絶対防御魔法エクスプリズモスがあるから問題ないだろ！　ほら、さっさと逃げるぞ！」

「その魔ま法ほうだって疲れるんですよ！　鬼！　悪魔！」

　洞どう窟くつの外に向かって駆け出す俺とリゼラ。追ってくる夜伽の大蛇はさらに何度か炎を吐いてきたが、それはすべて『ターゲットボール』を持っているリゼラに集中した。すまんリゼラ。




　結局俺たちは一匹のファンタズマも倒たおせないまま、ベンテーチ学園に戻ってきた。

　学園についた時点で精根尽き果てたリゼラは、その場に倒れ込んで眠ってしまった。自動発動とはいえ、あれだけ絶対防御魔法エクスプリズモスを使ったのだ。そりゃ疲れるだろう。

　俺はリゼラを無人の保健室に寝かせたあと、廊下に出てため息をついた。

　そろそろ下校時間だ。廊下の窓からグラウンドを眺ながめると、まだ陸上部を初めとした多くの生徒たちで溢あふれ返っている。

　……それにしても誤算だった。まさかリゼラが攻こう撃げき魔ま法ほうを一つも覚えていないとは。

　必死に英雄ポイントを貯めたところで、ある程度強くならないと天空の遺跡アルガニフタに行くことはできない。かといって、今の俺とリゼラの二人だけでは、レベル上げすら難しい状況だ。

「このままだと、一年以内に元の世界に帰るなんて絶対に無理だ。英雄ポイントだけでも苦労しそうなのに、やることが多すぎるんだよ。ちくしょう」

　腐くさっていても仕方がない。今できることを考えよう。

　そういえばＲＰＧっていうのは、装備を整えたり、仲間を集めたりして目的の達成を目指すゲームって言っていたな……。

　つまり、俺とリゼラだけでレベルを上げるのが難しいなら、それを手伝ってくれる仲間を見つけたらいいわけだ。たとえばパラメータ的に魔法使いタイプのリゼラをカバーできる、剣士タイプの仲間を。誰だれかいないだろうか。

　そんな考えに行き着いた俺は、広い校内をさまよいながら、すれ違う生徒たちのパラメータを『真実の瞳ひとみ』で逐ちく一いち、確認していく。能力が高い剣士タイプの人間はちらほら見つかるのだが、なんて声をかけたらいいのかわからない。

「変な道具を持って、何をやってるんだケータ？」

　グラウンドに出たところで、クラスメートの男子アステラ部員に声をかけられた。『真実の瞳』を覗のぞきながら振り返ったので、相手のパラメータが見えた。





ジェフ・パチョレック

レベル７

攻撃力14、防御力13、瞬しゆん発ぱつ力りよく９、魔力11、運８






　強い。ベンテーチ学園に通う一年生の平均レベルは５か６。つまりこの男は一年生のなかでも、トップクラスの実力者というわけだ。

　だから正直に言ってみることにした。俺やリゼラと一いつ緒しよに、レベル上げに勤いそしんでくれそうな仲間を探していると。

　するとアステラ部員の男、ジェフは呆あきれた声を出した。

「おいおい、そんな奴やついるわけねーだろ。お前とリゼラって、小学生以下のレベルなんだぞ。言ってしまえば落ちこぼれだ。そんな奴らと一緒にファンタズマと戦っても、足手まといにしかならねーじゃん」

「だから俺やリゼラでも、なんとか戦える弱いファンタズマを相手にだな」

「ある程度レベルの高い連中が、そんな雑ざ魚こファンタズマと戦ったところで経験値リズムスは入らないんだよ。だいたいみんな、部活で忙しいんだ。それを休んでまで、レベル上げなんて意味ないことに付き合ってくれる暇ひま人じんはいねーだろ」

「まあ、それもそうだよな……」

「レベルなんて別に低くてもいいじゃんか。一般企業の就職に影えい響きようするわけでもないし。それともまさかお前、軍人か格かく闘とう家かでも目指してるのか？」

　ベンテーチ学園は英雄養成学校と銘めい打うっているが、生徒たちの多くはジェフのようにレベル上げに意味を見み出いださない連中が多い。レベルを上げたところで戦闘に関する能力が上昇するだけ。平和になった今の世の中では、必要ない力とも言えるのだ。だから一部を除いて、大半の生徒は学歴にハクをつける目的で入学している。

「そうだケータ。お前、まだ部活が決まってないなら、やっぱりアステラ部に入らねえ？　魔ま力りよくがないお前でも、ボール磨みがきならできるだろ。そっちのほうがよっぽどみんなのためだぜ」

　ジェフが言った。これって明らかにバカにされてるよな。まあ能力的にも仕方ないけど。

「おっ、邪じや悪あくな状況発見」

　後ろから凜りんとした声が聞こえた。振り向くとナルミエがこちらに向かってゆっくりと歩いてくるところだった。

「お、おっと、そろそろ戻らなきゃ。じゃあなケータ」

　ジェフは軽く手を挙げると、そそくさと走り去った。こいつも不良のナルミエとは関かかわりたくないらしい。

　ナルミエは俺の前までやってくると、険しい顔をしてうつむいた。

「もしかして今の状況って、バカにされているケータをあたしが助ける形になっちゃったのかしら。無視したほうが魔王指数は高かった？」

「なんの話だ。まあ面めん倒どうな展開になってきたなって思ってたところだ。ありがとう」

　一応礼を言うと、ナルミエはぱっと顔をあげてこう言った。

「黙だまれ、インポ野郎」

「は？」

「よし、これで魔王指数は正常に保たれたわね。相手を助けて安心させたところで罵ば倒とうする。これぞ邪悪だわ。あ、悪気はないのよ。いえ、ここは悪気があったほうがいいのかしら」

　……なんだよ、こいつ。わけがわからん。

「でも、ケータも情けないわよ。さっきの奴やつはジェフよね。あんな雑ざ魚こ、ぶっ飛ばしちゃえばよかったのに。魔王は王として君臨できる強さが伴ともなわないと、ただの魔よ」

「いや、ジェフは俺のクラスメートで、結構強い奴だぞ」

「そうなの？　あたしはこの間のクラス対抗試合でジェフと当たったけど、瞬しゆん殺さつだったわよ」

　それは本当か？　ジェフは一応レベル７だ。俺たち一年生のなかでは最強クラスと言っても過言ではないはずだが……。

　俺は『真実の瞳ひとみ』でナルミエを見た。





ナルミエ・ベルトワーズ

レベル９

攻こう撃げき力りよく23、防御力５、瞬しゆん発ぱつ力りよく18、魔ま力りよく10、運８






「つ、強い！　なぜか防御力はペラペラだけど強い！　これなら夜よ伽とぎの大だい蛇じやに勝てるかも！」

　思わず叫んでしまった。

「なによ？　その双眼鏡は相手のパラメータを確認できるの？」

　ナルミエが怪け訝げんな目でこちらを見ている。まさかベンテーチ学園の、それも同じ一年生に、こんな逸いつ材ざいがいたなんて知らなかった。ナルミエをレベル上げの仲間に誘さそってみるか……？

「あのさ……」と言いかけたところで続きを嚥えん下かした。

　いかんいかん、俺は何を考えているんだ。ナルミエは不良だぞ。いくら強くても不良に仲間になってくれと頼たのむのは、さすがに気が引ける。怖いし。

　結局俺は、「やっぱりなんでもない」と告げた。

「ああん？」ものすごい目で睨にらまれた。「言いかけたことは最後まで言いなさい」

「いや、あの、仲間になってもらえないかなーとか思ったんだけど……」

「なっ、仲間ですって？」

　ナルミエの眉まゆがつり上がった。怒おこっているのか、頰ほおが真っ赤に染まっている。

「だ、だから、やっぱりやめようと思って……」

「ここ、この邪じや悪あくなあたしに、仲間になれですって!?　おお、お断りよっ！　確かにケータは見込みあるけど、ま、まだまだあたしの極ごく悪あく同盟に参加する資格はないんだから……」

「そんな得え体たいの知れない同盟に参加したいとは言ってないけど、とりあえず今の話は忘れてくれ。それじゃ」

　俺は片手を上げて、その場を去ろうとしたのだが、

「待ちなさい」ナルミエに呼び止められた。「そ、そうね。あんたの頼みを聞く義理はないんだけど、どうしても仲間になってほしいって言うなら……考えてあげてもいいわよ」

　気のせいかな。ナルミエは少し、嬉うれしそうな顔をしているようにも見えるんだけど。

「いや、別にもう……」

「い、言っておくけど、あたしの悪人連合は生なま半はん可かな覚かく悟ごでは加入できないからね！」

「さっき極悪同盟って言ったくせに、いくつの団体に所属してるんだ」

「もちろん、百は超えるかしら」

　……やっぱりナルミエって、不良どころか、ただの友達がいない人では？

「ナルミエって街のマフィアたちと繫つながりあるって聞いてるんだけど、本当か？」

「もちろんよ。昨日も敵対組織をあたし一人で壊かい滅めつしてやったわ。そうねぇ、女子供を含めて五千人は斬きったかしら。内ない緒しよにしといてよ」

　明らかなるホラ。小学生だってもう少しまともな噓うそをつく。こいつ絶対不良じゃないぞ。

　そのとき、俺の制服の袖そでがくいっと引っ張られた。

　振り返るとリゼラがいた。頰ほおを膨ふくらませて恨うらみがましく俺を見つめている。

「ひどいですケータさん」

　その口調には静かな怒ど気きが込められていた。

「な、なんだ？　もう体は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「体はともかく、精神的にまいってます。ケータさんは私を何度も業ごう火かの盾たてにしました。私のことを『バリケード』にしか見てなかったんですね。すごくショックです。今日からは私のことは、リゼラじゃなくて、バリケードって呼んでください」

「い、いや確かに、リゼラの意見を聞かず勝手に盾にしたのは悪かったけど……」

「私だって」リゼラはそこで一いつ旦たん区切ると、目元に手の甲を当てて言った。「私だって女の子なんですよ……」

　その言葉がずどんと胸に突き刺さった。

　確かにそうだ。無敵の絶対防御魔法エクスプリズモスを使えるとはいえ、リゼラは女の子なのだ。それなのに男の俺が盾に使うなんて、英雄としてあるまじき行為じゃないか。

　リゼラはぐしぐしと両目をこすっている。申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

「本当に悪かった」深々と頭を下げる。

「今度一いつ緒しよにゲームしてくれますか」

「ああ」

「格ゲーでもいいですか」

「なんでもいい。とにかく悪かった」

「ちょ、ちょっと待って」ナルミエが口を挟はさんできた。「今の話は本当？」

「本当です。ケータさんは私をバリケードにして逃げたんです」

　それを聞いたナルミエは、眉み間けんを押さえてよろめいた。

「あんた、そこまで邪じや悪あくな奴やつだったんだ。かよわい女をバリケードにして逃げる男なんて、さすがに私の悪あく魔ま組合にも存在しないわよ」

「もっと罵ののしってくれ。俺は最低なことをした。反省してる」

「もういいですよ。だって一緒に格ゲーしてくれるんですよね？」

「黙だまりなさいバリケード」ナルミエがリゼラを指差して言った。そしてうっとりした表情を俺に向けてきた。「決めたわケータ。さっきの話だけど、仲間になってあげる。あたしたちが組めば、世界の転てん覆ぷくなんてたやすいもの」

「せ、世界の転覆？　どういうことですかケータさんっ!?」




「なるほど。この洞どう窟くつの攻略が邪じや悪あくなあたしたちによる、世界転てん覆ぷくのプロローグになるのね」

「ケータさんは次期英雄なんです！　邪悪ではありません！」

「別にあんたには聞いてないんだけど。それにケータは次期英雄どころか、次期魔ま王おうになれる男だとあたしは見ているわ。まさにあたしが仕えるにふさわしい男ね」

「なな、なんて恐ろしいことを……！　ケータさん、ナルミエさんはただの不良じゃありません！　危険思想のもち主です！　世界が滅ほろびます！」

「そのとおり。世界なんて滅ぼしてやるのよ。あたしとケータで」

「させません！　最高神ミューゼの名の下に、あなたを成せい敗ばいします！」

「ふーん。言っておくけど、あたしはめちゃくちゃ強いわよ？」

　俺たちはまたしても北の洞窟を訪れていた。その洞窟に強力な変異体ファンタズマの夜よ伽とぎの大だい蛇じやが出るから、ぜひともナルミエの力を貸してほしいと頼たのんだのだ。するとナルミエは二つ返事で了解してくれた。

　彼女のパラメータなら、夜伽の大蛇を含め、このあたりに出しゆつ没ぼつするだいたいのファンタズマと渡り合うことができる。そして経験値リズムスは戦せん闘とう参加メンバー全員が得られる。つまりナルミエがいれば、安心してレベル上げに専念できるというわけだ。

「ケータさん！　私は帰りたいです！　こんな悪の権ごん化げと一いつ緒しよにいるのは耐えられません！」

　英雄ミツルを敬愛するリゼラにとって、邪じや神しんを敬愛するナルミエはどうしても受け入れられない存在らしい。

「そう言うなよリゼラ。ナルミエがいると、俺たちのレベルも上がりやすくなるんだぞ」

「だからって、こんな悪人を同行させるなんて……」

「いや、みんなナルミエを不良って言うけど、俺はそれほど悪い奴やつでもないと思うんだ」

　そう言うと、なぜかナルミエ本人が残念そうに肩を落とした。

「……そうよね。確かにあたしはケータに比べると、まだまだ胸を張って悪い奴とは言えないわ。よし、今度のペーパーテストは回答欄らんを全部埋うめたあと、提出するときに先生の前でビリビリに破いてやるわ。それであたしを悪人だって認めてくれるかしら？」

　たぶんナルミエってバカだよな。

　しかし戦力だけは本当に期待できる。今の俺とリゼラには、こういったアタッカーが必要不可欠なのだ。

「とにかく頼むぞナルミエ。この洞窟にいる変異体ファンタズマは相当強いからな。でもそいつを倒たおせば、俺たちは大量の経験値リズムスを獲得できるんだ」

　俺の言葉にナルミエは力強く頷うなずいた。そして腰に下げている剣の柄つかにそっと手を添える。

「任せて。リゼラはともかく、ケータをひどい目にあわせようとしたなんて許せないわ。確か相手は、二メートルサイズの巨大な女の怪物だったわね。『このどデカイ女、覚かく悟ごしろ！』って叫ぶと同時に、一いつ瞬しゆんで輪切りにしてやるわ」

　なんて頼たのもしい奴やつだ。そう思ったとき。

　ずるずる……。

　洞どう窟くつの奥から例のイヤな音が聞こえた。間違いなくこの音は、洞窟のヌシとも言える存在、変異体ファンタズマの夜よ伽とぎの大だい蛇じやが近づいている音だ。

「ケータさん、来ます！」リゼラが元気よく言った。「ああ、ちなみにですね、『来ます！』とか『来る！』っていうセリフは、ＲＰＧでボス戦の前に入る決まり文句なんですよ。メモっといてくださいね。以上、リゼラのほんわかＲＰＧ解説でした」

「へえ」

「ククク、剣のサビにしてやるわ」

　ナルミエが俺とリゼラの前に進み出て、剣を抜いた。その構えは堂に入ったものだった。

　やがて岩肌の陰から、首が人間の女、体が大蛇という姿をした夜伽の大蛇が現れた。

「あいつだ、ナルミエ！」「お手並み拝見ですね」

　俺とリゼラは戦せん闘とう態勢を取りつつ、じりじりと後退しながら言った。

　一方、前衛のナルミエは突っ立ったまま動かない。

「どうしたナルミエ？」

　声をかけても微動だにしない。よく見ると、体がぷるぷると小刻みに震ふるえていた。そして、

「……だめ」小さくつぶやく。

「なにが？」

「へ、蛇へび、だめ」

「え？」

「蛇は、だだ、だめなの……」

　振り返ったナルミエの顔は真っ青。大量の脂汗をかいている。先ほどまでの自信に満ちあふれた剣士の姿は微み塵じんもなかった。

　しかし敵は待ってくれない。ゆっくり鎌かま首くびをもたげると、女の顔でにたりと笑った。

「お、おいナルミエ、噓うそだろ!?　『どデカイ女、覚かく悟ごしろ！』って叫ぶと同時に、輪切りにしてくれるんじゃないのか！　大声で言えば恐怖もなくなる！　さあ叫べ！」

「どど、童貞かい坊や？　暴ばく露ろしろ……」

「『童貞かい坊や』じゃねぇ！　『どデカイ女』だ！」
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　そんなやりとりをしているうちに、夜伽の大蛇が火を吐はいた。

　俺はまったく逃げようともしないナルミエに覆おおい被かぶさって、直ちよく撃げきを避さけた。

　夜伽の大蛇が振り返る。口を大きく開けて、第二撃を放とうとしている。

「ちくしょう、リゼラ頼む！」

「えー、またですかぁ？　はいはい、わかりましたよ。ほら、あれを貸してください」

　投げやりな様子で手を差し出してくるリゼラ。俺は空間歪曲魔法ドライブシアターで『ターゲットボール』を取り出すと、申し訳ない気持ちで彼女に手渡した。

　結局俺はまた、攻こう撃げきを一身に浴びてくれるリゼラを盾たてにして逃げ出した。動かないナルミエを肩に担かついで。

　洞どう窟くつを抜けたあと、俺はあらためて『真実の瞳ひとみ』でナルミエを確認してみた。今度は細かい情報も漏もらさないように、じっくりと集中して。すると見えてきた。





ナルミエ・ベルトワーズ

レベル９

攻撃力23、防御力５、瞬しゆん発ぱつ力りよく18、魔ま力りよく10、運８

所持スキル・超恐怖ハイパーフイアー……恐怖を覚えたとき、すべてのパラメータが十分の一になる。






　とんでもないネガティブスキルをもってやがった。

　あとで聞いたところによると、ナルミエは蛇だけでなく、軟体生物や昆虫、高所など、苦手なものだらけだという。その都つ度どパラメータが十分の一になるなら、戦せん闘とうの役に立たない。

　以前リゼラに言われたことを思い出す。

　仲間のパラメータはきちんとチェックしておくこと。確かにそのとおりだった。










[image: 第五話　レベルはなかなか上がらない]




「いや、びっくりしたわ。まさかケータが英雄ミツルの息子で、天空の遺跡アルガニフタを目指してるなんてね。邪じや悪あく邪悪ぅ」

「ケータさんのどこか邪悪なんですか！」

「だって天空の遺跡アルガニフタにある究極の魔ま導どう書しよ『タブ・デミルギア』を手に入れたら、大陸一つを吹き飛ばす魔ま法ほうを習得できるんでしょ？　世界征服に一歩近づくじゃない」

「魔導書『タブ・デミルギア』には光の国プログレシブに帰る魔法も書かれているから、それを習得するために行くんです！」

「てことは、それを使って光の国プログレシブまで支配しようとしてるのね。邪悪邪悪ぅ」

　北の洞どう窟くつの惨さん劇げきから一夜明けた翌日。俺とリゼラがゲーム研究部の部室にいると、ナルミエが入部届けを持ってやってきた。「クソつまんない剣道部なら辞めてやったし、今日からよろしくね」と言いながら。

　突然の事態にリゼラは猛もう反はん対たいし、俺は面食らった。

　というのも、昨日北の洞窟から戻ってきたあと、ナルミエは顔面蒼そう白はくのまま「あたし帰る」とひと言、ほかに何も言わずにさっさと帰路についたからだ。もう協力してくれないだろうと思っていたのに、まさかその翌日に入部届けを持ってくるなんて……予想外だった。

　ちなみに俺がミツルの息子だと暴ばく露ろしたのはリゼラだ。「ゲーム研究部って、どんな邪悪を研究するの？」と言ったナルミエに反発して、部の目的を伝えたのだ。

「ここは英雄ミツルの息子のケータさんが、ヒロインの私と一いつ緒しよに光の国プログレシブに行くまでを描いた『アストラフトの英雄２』を作る部活です！」

　といった感じで。

　ナルミエは妙なスキルをもっているが、パラメータ自体は非常に高い。それに俺たちのレベル上げにも協力的だ。だから俺は頑かたくなに反対するリゼラを説得して、ナルミエにもゲーム研究部に入ってもらうことにした。

「まあ、ケータが英雄ミツルの息子だって部分は引っかかるけど、ケータはケータだしね。あんたは立派な魔王を目指したらいいわ。英雄の息子が魔王っていうのも面おも白しろいし！」

「だからケータさんは、次期英雄だって言ってるじゃないですか！」

　言いながらリゼラがそっぽを向く。同じ部のメンバーになったとはいえ、二人の折り合いが悪いのは変わらない。

「なんにしても、協力してくれるのは助かるよ。元の世界に帰りたいっていう俺の個人的な理由に付き合ってもらうんだから、俺にできることがあったら、なんでも言ってくれ」

　ナルミエにそう言うと、彼女はきょとんとした顔で口を開いた。

「それは個人的な理由じゃないでしょ。あたしだってあんたと一いつ緒しよに光の国プログレシブに行くんだし」

「え？　なんで？」

「だって光の国プログレシブよ。どれだけ平和な世界か知らないけど、ケータはそこで魔ま王おうとして君臨したいんでしょ？　そんなの、あたしっていう参さん謀ぼうが傍そばに必要じゃないの」

　リゼラが両腕をぶんぶん振り回しながら叫んだ。

「何度も言わせないでください！　ケータさんは私と二人だけで光の国プログレシブに行くんです！　ケータさんが主人公のポジションで、私がヒロインのポジションなんです！　それが私たちを主役にした『アストラフトの英雄２』なんです！」

「だったら、ラスボスのポジションは空いてるかしら？」

「あ、もちろん空いてますよ。ＲＰＧにはラスボスが必要不可欠ですし、やってくれます？」

「オッケー。じゃああたしラスボスね。『タブ・デミルギア』を手に入れたケータたちを待ち受けてやっつけるの。そしてあたしは魔王として覚かく醒せいしたケータを連れて光の国プログレシブに行き、今度はそこを二人で支配するのよ」

「おのれ邪じや神しんめ……必ずあなたを倒たおして世界に光を取り戻してやりますからね！」

「ククク、その脆ぜい弱じやくな光もろとも、暗黒に取り込んでやるわ」

「結構仲いいよね？」俺が言うと二人同時に「どこが？」と睨にらんできた。怖かった。




　ナルミエは英雄ポイントの獲得に協力してくれそうにないので、ひとまずレベル上げを優先することにした。『アストラフトの英雄』をプレイして、レベル上げスポットを探るのだ。

　昨日中断したのは、盗とう賊ぞく団だんに拉ら致ちされたアナスタシア姫を助けるため、北の洞どう窟くつに入ったところだった。セーブデータをロードして、続きから再開する。

　洞窟の探たん索さくをするうちに何匹かファンタズマが出てきたが、今のミツルのレベルでも問題なく倒せる相手ばかりだった。現実の俺たちを苦しめた夜よ伽とぎの大だい蛇じやも、十六年前の世界を描いたこの作中には出てこない。奴やつさえいなければ、ここは格好のレベル上げスポットなのに……。

　やがて洞窟の奥にたどり着き、盗賊団に捕らわれているアナスタシア姫を発見した。盗賊団と名乗っていても三人しかいない。戦せん闘とうになったが、連中はあまりにも弱かった。




アナスタシア「ミツル様、助けにきてくださってありがとうございます。ぽっ」




「なんでアナスタシアは頰ほおを赤らめるんだ？」

「ミツルに殺意を抱いだいたからじゃない？」

　ナルミエが答えた。いや、どう考えても違うだろ。

「この時点ですでにアナスタシア姫は、ミツルに夢中だったんです。英雄ミツルはモテますからね。これから出てくるほかの女性キャラも、みんなミツルが好きになっていきます」

　一体あの親おや父じのどこにそんな魅み力りよくが……？

　その後、もう勝手な行動はしないと誓ちかったアナスタシアが、正式にミツルの仲間になった。そしてネライダが今度こそアナスタシアをフォリノミア城へ連れて行くため、東を目指そうと言ってきた。

「ここからの戦せん闘とうにはアナスタシア姫も加わりますから、戦闘が一気にラクになりますよ」

「ミツルは俺が直接操作していたけど、アナスタシアはどうするんだ？」

「オートで行動してくれます。ひとまず洞どう窟くつから外に出てください」

　リゼラに言われたとおり、来た道を引き返す。その途中でファンタズマが出現して戦闘になった。相手はこの洞窟でおなじみの敵、狼おおかみ型がたファンタズマの闇やみに吠ほえる者だった。

　盗とう賊ぞく三人を相手にしたあとなので、ミツルのＨＰはそれなりに減っていた。しかも回復アイテムは使い切ってしまっている。これはちょっとやばいかな、と思ったとき。

　戦闘フィールドの後方で待機していたアナスタシアが、「まだやれますわ！」と言いながら、装備していた杖つえを振りかざした。画面上部に『小イ治ア療ト魔リ法キ』と表示される。そしてミツルの周囲に白い光が集まって、ＨＰが回復した。

「おお、これはすごい！　ミツルは回復魔ま法ほうが使えないから超助かるぞ！」

　ミツルを敵陣に向かわせて敵を撃げき破は。これならＨＰを気にしなくて済むので、大胆な行動がとれる。なるほど、やっぱりレベル上げをするには、回復魔法が使える人間もほしいな。

「ね？　ね？　仲間が一人増えるだけで楽しいでしょ？」

　リゼラが俺の肩をばしばし叩たたきながら言った。確かにちょっと楽しい……。

　やがて洞窟を抜けた。

　アナスタシアのフォリノミア城は東にあるという話なので、そちらに進む。洞窟のすぐ傍そばには森が広がっていた。森に入った途と端たん、ファンタズマが出現して戦闘画面になった。

「あ、この敵は！」

　リゼラが声をあげる。今回出てきたファンタズマは、銀色に輝かがやくボールサイズの丸い粘土に愛らしい顔と翼つばさをもった姿をしていた。

「羽のあるメタル○ライム……？」

　ゲームをしない俺でも、さすがにそれぐらいは知っている。

「なんですかそれ？　こいつはメタルブローブですよ。出現率が低いレアなファンタズマで、やっつけると大量の経験値リズムスが獲得できるんです」

　リゼラが言った。やっぱりメタル○ライムじゃないか。

　さっそく俺はミツルを操作して、メタルブローブとやらを殴なぐりつけた。敵の上に表示された数字は０。まったくダメージを与えることができない。

「くそっ、だったらアナスタシアに頼たよるしかない！　行けアナスタシア！」

　アナスタシアは回復魔ま法ほうのほかに、一つだけ攻こう撃げき魔法の火球魔法フオテイアを覚えている。それを使って攻撃してくれることを期待したのだが、

「まだやれますわ！」

　そう言ってミツルに、小イ治ア療ト魔リ法キを使用する。

「ここでそれを使うのかよ!?　まったく使えねーぞ、オート戦せん闘とう！」

「ぎゃはははは！　この女、面おも白しろいわ！」

　ナルミエが大だい爆ばく笑しようする。結局メタルブローブには逃げられてしまった。

「あの敵は出現率が低いうえに、すぐ逃げますからね。さっさと倒たおさないといけないんです」

　リゼラが言った。

「ちくしょう、レベルアップのチャンスだったのに……！」

「ねえ、ケータ。あたしすごいことを思いついちゃったんだけど」ナルミエが言った。「ケータとリゼラって、さっさとレベルを上げたいんでしょ。だったら現実のあたしたちも、このメタルブローブとやらを探して狩っちゃえばいいんじゃない？」




　素晴らしい発想だった。俺はリゼラとナルミエを連れて、すぐさま部室を飛び出した。

「探しに行くのはいいんですけど、今の世の中でもメタルブローブは出てきますかね……」

　リゼラが不安げな声で言う。

　確かにそれは気になるところだ。平和になった今では、世界を覆おおう邪じや気きが薄うすれてきているので、洞どう窟くつとかを除いてファンタズマが出にくくなっているし。

　そんな心配を抱えつつ、ベンテーチ学園のあるミナトンの街を出る。

　北の洞窟近くの森は、歩いてすぐのところにあった。

「ゲームではこのあたりでメタルブローブが出現したんだったよな」

　俺が言うと、リゼラは「はい」と答えた。

「メタルブローブは夜よ伽とぎの大だい蛇じやと同じように、姿が完全固定していて、時間経過で邪気に戻らない変異体ファンタズマです。もしかすると、もう狩り尽くされているかもしれません」

　……あいつも変異体だったのか。それだけでもレアなのに、ゲームの世界から十六年も経たっているからな。リゼラの言うとおり、一匹も残っていないかもしれない。

「ところでさ。ナルミエは『アストラフトの英雄』をやったことあるのか？」

　気晴らしにそんな話を振ってみた。ナルミエはぷくりと頰ほおを膨ふくらませる。

「ちょっと、バカにしないでよ。あるに決まってるじゃない」

　英雄が主人公のゲームをやるなんて、ちょっと意外な気がした。

「ホントですか？　少しだけあなたを見直しましたよ。面白いですよね、あのゲーム」

　リゼラがにっこりと笑顔を見せる。ナルミエも同じような笑顔で返した。

「ええ、最高よ。だって英雄ミツルを何度でも殺せるんだから。だから最初のダンジョン、呪のろいの館やかただっけ？　そこから進んだことがないの。ククク……」

　やっぱりナルミエはナルミエだった。




　その後も俺たちは根気よくメタルブローブを探し続けた。鬱うつ蒼そうと生い茂しげる深緑の木々の間を一時間ほど練り歩いてみたが、一向に出てくる気配はない。

「なあリゼラ。仮に今の俺たちがメタルブローブを一匹でも倒たおしたとすれば、レベルはどれぐらい上がりそうかな？」

「そうですね。レベル２のケータさんなら、一気にレベル５にはなると思います。レベル９のナルミエさんでもレベル11にはなるかもしれませんね」

　そんなにすごいレベル上げ道場になるなら、間違いなくここ十数年の間に、ベンテーチ学園の生徒や、ほかの英雄養成学校の連中に狩り尽くされているだろう。

「やっぱり現実はそう甘くないか……」

　気力がごっそり奪うばわれた俺は、近くの切り株に腰を下ろした。両足がじんじんと痛む。もともと俺は体力がない人間なので、慣れない森をこれだけ歩き回ると疲れもする。

「もう体力の限界？　情けないわね。そんなことで魔ま王おうになれると思ってるの？」

　まだまだ余力のあるナルミエが言った。

「ケータさんは真の英雄を目指すんですよ。魔王役はあなたでしょう？」

　まだまだ余力のあるリゼラが言った。

「おっと、忘れてたわ。かかってこいケータ。そなたを倒し、あたしが魔王として覚かく醒せいさせてやろう。そしてともに世界を手中に収めようではないか」

　やけに演技がかった口調で言うナルミエ。それにリゼラも便乗する。

「おのれ魔王め……世界はもちろん、ケータさんだってあなたのものにはなりません！　愛と正義の名のもとに、必ずその野望を打ち砕くだいてみせます！」

「あたしに挑いどむというのか小娘よ。人間ごときがいかほど集まったところで、所しよ詮せんは無力。身をもってそれを知るがよい。暗黒の神話は今始まる……！」

「あなたは知らないんです。人々の絆きずなが生み出す光の奇跡を。心の奇跡を！」

「ごめん、マジでだるい」

　俺が言った。絶対仲いいだろ、この二人。友達がいない同士だし。

　ふと、木々の葉の間から覗のぞく空を見上げた。すでに陽ひは傾いており、綺き麗れいなオレンジ色に染まっている。

「そろそろ切り上げ時だな……やっぱり見つからなかったか」

　諦あきらめて切り株から腰を上げる。

「ちょっと待ってください。最後に試してみたいことがあるんです」

　そう言ったリゼラは、あたりをきょろきょろ見回しながら口笛を吹き始めた。赤い斜陽が差している森によく映える、心地いい音色だった。

　なんの曲か尋ねると、口笛を中断してこちらを振り返った。

「これは『アストラフトの英雄』のフィールド上でファンタズマを引き寄せる特とく殊しゆ技わざ、集しゆう魔まのダンスを使ったときのＢＧＭです」

　そう言ったリゼラがまた口笛を再開したところで、肌がざわついた。

　嫌いやな予感がしたのだ。このまま何もしなければ、数秒後、俺の身にまずいことが起こるという予感が。だから俺はとくに言葉を返さず、腰から抜いた木ぼく刀とうで切り株を「とん、と、とん」と叩たたき、口笛に合わせてリズムを取ってやることにした。

　やがてリゼラが口笛を止めて言った。

「うーん、やっぱりＢＧＭだけだと集魔のダンスの効果は発揮されませんね。ナルミエさん、すいませんけど、手があいているようなら実際に踊ってみてもらえませんか？」

　ほらな。

「な、なんであたしが!?　ケータでいいじゃないの！」

「だってケータさんは私の口笛に合わせて、リズムを取るのに忙しいじゃないですか。さあ、お願いします、ナルミエさん」

「そ、そんなこと言ったってあたし、それがどんな踊りか知らないし……」

「ダンスの内容なら作中でも描写されていないので、適当でいいですよ。私たちの音楽に合わせて、自由に踊り狂ってみてください」

　頭を抱えて懇こん願がんするような目を向けてくるナルミエ。俺は静かに頷うなずいた。悪い、もしかすると本当にメタルブローブが現れるかもしれないし、ここはリゼラに従ってやってくれ。

　そんな無言のメッセージが届いたのか、ナルミエは頰ほおを赤らめながら両手を上下に動かして踊り始めた。不格好な盆踊りといえるだろう。

「それじゃだめですよ。もっと激しく、リズミカルに！　狂乱の宴うたげを開催するんです！」

「くうう……なんであたしがこんなことを」

　覚かく悟ごを決めたのか、ナルミエは恥はじを捨てて激しく踊り始めた。腕をぶんぶん振り回しながらステップを踏ふんだり、ヒンズースクワットのような動きを取り入れてみたり。俺があれをやらされていたかもと考えると、ナルミエには悪いがぞっとする。

　五分はそれが続いただろうか。脇わきの茂しげみからガサガサと音がした。

　その茂みから様子を窺うかがうようにこっそり顔を覗のぞかせたのは、翼つばさの生えた銀色の丸い粘土のような物体だった。おいおい、これってもしかして……。

　リゼラが叫んだ。

「で、出ました！　メタルブローブですよ！　とうとうナルミエさんは特殊技、集魔のダンスを習得できましたね！」

「はあはあ、そんな技、別に覚えたくなかったのに……」

　見ているだけで赤面ものの踊りから解放されたナルミエが、息も絶え絶えに言った。

　本当に効果があったのか。それはそうと、このチャンスは絶対に逃せない。

「よし、やっと見つけたんだ。絶対に逃がすなよ。先制攻こう撃げきはナルミエだ！」

　ダンスの直後で辛つらそうだが、ナルミエは俺たちのなかで一番攻撃力が高い。ここはなんとかがんばってもらいたいところだが。

「えー、自分で踊っといてなんだけど、あんなかわいいのは攻撃したくないなぁ」

　ナルミエは愛らしい顔で「きゅいきゅい」と鳴くメタルブローブを見て、デレていた。

「……うーん、確かにそうかもです。ケータさん、私も初めて実物を見て思ったんですけど、やっぱり倒たおさなくてよくないですか？　かわいいですねぇ、おいでおいで」

　リゼラまで敵の容姿に翻ほん弄ろうされている。ゲームでは容よう赦しやなく倒せと言ってきたくせに。

「ば、バカかお前ら！　あいつは動物の類たぐいじゃない！　邪じや気きで形成された怪物、ファンタズマなんだぞ！　倒せば俺たちに大量の経験値リズムスが入るんだぞ！」

「でも、こんなにかわいいですよ。あは、きゅいきゅい言ってる」

　リゼラはメタルブローブの前でしゃがみ込んで、その頭を優しく撫なで始めた。

　するとその直後。

　ドカン！　と派手な音を立てて、リゼラがひっくり返った。メタルブローブが口を開けて、そこから火系の初歩魔ま法ほう、火球魔法フオテイアを放ったのだ。

「大だい丈じよう夫ぶかリゼラ!?」

「もちろんです……だって、バリケードですし」

　身を起こしたリゼラは、火球魔法フオテイアを受けた額を見せつけてきた。銀色に輝かがやく無敵金属になっている。リゼラが攻撃を受ける瞬しゆん間かんに自動発動する絶対防御魔法エクスプリズモスだ。

　メタルブローブはリゼラだけでなく、俺やナルミエにも火球魔法フオテイアを放ってきた。

「うわああ！　やばいぞこれ！」

　木の陰に隠かくれてやりすごす。さっきまでかわいいと宣のたまっていたナルミエが、指をぽきぽきと鳴らしながら、堂々とメタルブローブの前に躍おどり出た。

「上等よ。そっちがその気なら、あたしが地じ獄ごくを見せてやるわ」

　攻撃された直後に手のひら返し。さすが邪悪だ。邪悪だからこそ、この状況では助かる。そして恐怖を覚えていない状態のナルミエは、本当に強い。

　ナルミエは腰の剣を抜いて、メタルブローブに斬きりかかった。

　それは模造刀ではなく、研とぎすまされた真剣だ。だから相手も真っ二つに……と思いきや。

　ガキンと冷たい音がして弾はじかれた。メタルブローブにはまったく効いてない様子だった。

「こいつ硬いわよ！」

　俺は空間歪曲魔法ドライブシアターを使って、『真実の瞳ひとみ』を取り出した。それで敵パラメータを確認する。





メタルブローブ

攻こう撃げき力りよく２、防御力１９０、瞬しゆん発ぱつ力りよく73、魔ま力りよく８、運５






「強つぇぇ!?」

　愛らしい姿をしていても、さすがは変異体ファンタズマだ。そこらのファンタズマとは文字通り桁けたが違う。とくに防御力がやばい。これではロクにダメージを与えることができない。そりゃあ戦って勝てば、大量の経験値リズムスが手に入るはずだ。

「こうなったらみんなで殴なぐるぞ！　来いリゼラ、ナルミエ！」

「了解よ！」

「うーん、気乗りしないんですけど……」

　俺たちは三人がかりで飛びかかるも、メタルブローブは瞬発力も高いので、なかなか攻撃が当たらない。縦じゆう横おう無む尽じんに飛び跳ねては、すべての攻撃をいなしていく。

「くっ、これじゃさっきのゲームみたいに、いつか逃げられてしまうぞ！」

「え、逃げられるのはイヤです！」

　リゼラが両手を伸ばして飛び込んだ。しかし手が届くと思ったときには、すでにそこに獲物はいない。顔から地面に突っ込む。

「特攻は無理だ！　石とか岩とか手当たり次第に投げまくって攻撃するぞ！　おらおらぁ！」

　ひたすら近くの石を拾って投げまくる俺。なんと情けない攻撃か。でもこうするしか方法がないんだから仕方ない。

「だめですよケータさん！　そんなことをしても捕まえられないじゃないですか！」

　額を押さえながら起き上がったリゼラが言う。

「捕まえるのが目的じゃねぇ！　俺たちはこいつを倒たおすのが目的で……」

　いや待てよ、と思い直した。

　そうか、なにも今すぐ倒す必要はない。相手は逃げる可能性が高いメタルブローブだ。捕まえてしまえば、ゆっくり倒す方法を考えられる。

　俺は空間歪曲魔法ドライブシアターを使って右手を空間に差し込んだ。

　別次元の倉庫から取り出したのは、長い杖つえの神具『回かい避ひの杖』。杖の石いし突づきで足下を二回叩たたけば、そこを中心に直径一メートルの即席の穴が出現して身を隠かくせるアイテムだが──。

　じつはこれには、もう一つの使い方がある。

　杖の頭近くを持って手を横に伸ばす。自分の足下ではなく、少し離はなれた地面を二回叩いた。そこを中心に直径一メートルの光の輪が広がったが、穴は開かない。

　メタルブローブがこちらに向かって火球魔法フオテイアを放ってきた。俺は咄とつ嗟さに光の輪の内側に足を踏ふみ入れる。そこで初めて即席の穴が開いて、身を隠すことができた。

「大だい丈じよう夫ぶケータ!?」

　そう言うナルミエに、穴の中から手を掲かかげて応じる。

　このように『回かい避ひの杖つえ』は、いきなり穴を形成しているわけではない。石いし突づきで地面を叩たたいたあと直径一メートルの光の輪が広がり、そこに誰だれかが足を踏ふみ入れることで穴に変化するという工程を踏んでいるのだ。足下を叩くとすぐ穴ができるのは、最初から自分の体が光の輪の内側に入っているから、という理り屈くつになる。

　この性質を利用すれば、次のようなことができるのだ。

「ナルミエ！　俺が合図したら、メタルブローブをこっちに吹っ飛ばしてくれ！」

「簡単に言うけどね、そんな狙ねらいどおりにできたら苦労してないっての！」

　ナルミエは跳ね回るメタルブローブめがけて、まるでバットでも扱あつかうかのように剣をすくい上げた。その攻こう撃げきがクリーンヒットして、メタルブローブは天高く舞う。野球で言えば、キャッチャーフライといったところか。

「こうやって攻撃を当てるだけで精一杯なのよ！　どうせ効いてないだろうけど！」

「いや、それで充分だ！」

　俺は穴から飛び出すと、予測したメタルブローブの落下地点を『回避の杖』で二回叩いた。今俺が隠かくれていた穴が塞ふさがり、叩いた場所を中心に直径一メートルの光の輪が広がる。

　打ち上げられたメタルブローブは、見事その輪の内側に落下した。同時に深さ一・五メートルの穴が開いて、中に落ちる。

「これが『回避の杖』の新しい利用法。必殺、即席落とし穴だ」

　メタルブローブは穴の中で、「きゅいきゅい」と鳴きながら縦じゆう横おう無む尽じんに飛び跳ねているが、穴の外までは出てこない。

「すごいすごい！　ゲームに出てこない使い方を発見するなんて、ケータさん天才です！」

　駆け寄ってきたリゼラが、頰ほおを紅潮させながら俺の手を握にぎってきた。




　ベンテーチ学園に戻ってきたころには、すでに夜になっていた。

　部活で遅おそくまで居残っていた生徒たちが下校していくなか、俺たちゲーム研究部は逆方向に進んでいく。中庭でアステラ部終わりのジェフと出会った。

「あれ？　ケータ、こんな時間にどこ行くんだ？」

「ちょっと部室にな」と答えながら、腕の中で「きゅいきゅい」と暴れるメタルブローブをぎゅっと押さえつける。

「それってもしかして、メタルブローブか？　すげーじゃんか！　どうやって捕まえたんだよ!?　ん、なんだその縄なわ？　お前が腕につけている籠こ手てから出ているな」

「いや、えっとこれは……」

　現在俺の左腕には、籠手形の神具『神しん獣じゆうの尾』が装着されている。そこから伸びる魔ま法ほうの縄がメタルブローブに巻き付いて、完全に捕ほ縛ばくしていた。

　この神具は本来、籠こ手てから発射される伸縮自在の魔ま法ほうの縄なわを利用して、高いところに登るために使う。メタルブローブを落とし穴のトラップにかけて動きを止めたあと、これを使ってぐるぐる巻きにしたのは、あくまで応用だ。その斬ざん新しんな使い方にリゼラも驚おどろいていた。

「おい、ちょっとその籠手を見せてくれよ」

　手を伸ばしてくるジェフ。ナルミエが俺の前にずいっと出て言った。

「嚙かみ殺すぞコラ？」

　ものすごい言葉で脅おどされたジェフは、「ひいっ」と悲鳴をあげて逃げていった。

「ほら部室に行くんでしょ。さっさと行くわよ」

　ナルミエを先頭に、俺とリゼラはそのあとに続いた。やっぱりナルミエって怖いな。




　部室に入るなり、『神しん獣じゆうの尾』でぐるぐる巻きにしたメタルブローブをテーブルの上に乗せると、全員がソファーにどっと腰かけた。

「はあ、疲れましたね……」

「ええ、とっても……」

「このミッションを成功させることができたのは、みんなのおかげだ。ありがとう」

　俺が頭を下げると、リゼラとナルミエはどちらも「えへへ」と頭を搔かいた。かたや英雄がどうの、かたや邪じや悪あくがどうのと言っているわりには、なんか似てるんだよな、この二人。

「さて、捕まえることはできたけど、問題はここからだ。どうやってこの硬いファンタズマを倒たおせばいいのか、みんなで考えよう。何かいいアイデアはないか？」

「やっぱり殺すんですか。この子を……」

　リゼラがテーブルの上で『神獣の尾』に絡からまったまま、きゅいきゅい鳴いて暴れているメタルブローブを見て、物もの憂うげなため息をついた。この子って言うなよ。俺だって辛つらくなるだろ。

「ぐつぐつ煮えたぎった熱湯に沈めちゃうってのはどう？」

　ナルミエが容よう赦しやないことを言う。

「あなたは鬼ですか？　この子を見てかわいいとか思わないんですか？」

　リゼラがメタルブローブを両手で持って掲かかげた。きゅいきゅい。

「あ、あたしだって、その子はかわいいって思うわよ。でもケータがどうしてもやっつけたいって言うから……」

　ちらりとナルミエがこちらを見る。俺は心を鬼にして、「ああ」と頷うなずいた。

「ほらね。さすがケータ。魔王指数が常人の数値を振り切ってるわ。かわいいからこそ、あえて殺すのね。確かにあんたはそれができる人間、いや魔王よ。この鬼き畜ちく！」

　なんでだろう。ナルミエの性格上、これは褒ほめ言葉なはずなのに、なんだか責められているような気がする。

「ケータさぁん……」

　リゼラが懇こん願がんするような目を向けてくる。やめてくれ、辛つらくなるから。俺は真の英雄として認められる強さを身につけるためなら、なんだってする覚かく悟ごなんだ。

「わかったわケータ。ここはあたしに任せてちょうだい。あたしがその子を家に連れ帰って、熱湯風ぶ呂ろに沈めてくるから」

　言いながらナルミエが、リゼラの手からメタルブローブをひったくろうとする。リゼラはそれをひょいとかわした。

「ナルミエさんはこの子と一いつ緒しよにお風呂に入りたいだけでしょ？」

「な、なに言ってるのよ。ケータの手を煩わずらわせるまでもないから、あたしが家でゆっくり虐ぎやく殺さつしてやろうかと……」

「そんなことをしたら、俺とリゼラに経験値リズムスが入らないだろ」

　俺が言うと、ナルミエは「ああ！」と手を打った。なにが「ああ！」だ。

「そもそも経験値リズムスは、戦って勝たないと得られないんですよ。縛しばられたままのこの子をみんなで熱湯に沈めたところで、得られません」

　リゼラがメタルブローブをぎゅっと抱きしめながら言った。きゅいきゅい。

「そうだったな。それならこの部室のドアや窓をしっかり閉めたあと、メタルブローブの拘こう束そくを解こう。それからどうやって倒たおすかだが……」

　俺が言うと、ナルミエが「はい！」と挙手した。

「部室ごと爆ばく破はしたらいいんじゃない？」

「テロリストになるのはさすがにまずい」

「部室に閉じ込めて餓が死しさせるとか？」

「それも戦ったことにならないだろ。そもそもこいつは、物を食うのか？」

「もう、ケータはわがままなんだから。結局あたしが連れて帰るしかないじゃない」

「なんでそうなる？」

「あの」リゼラがおずおずと手を挙げた。「やっぱり『彼』を殺すのはやめませんか？」

「なんでオスと決めつけてるのかは知らないけど、こいつは動物じゃなくて、邪じや気きの塊かたまりなんだぞ。人を襲おそうんだぞ」

「でも……ケータさん」

　リゼラがメタルブローブをぬいぐるみのようにぎゅっと抱きしめながら、上目遣いで見つめてきた。くっ、なんだよその愛らしい仕草は。

「諦あきらめなさいリゼラ。ケータはどうあっても、『彼』を殺すつもりなんだから。だってケータは、目的のためなら手段を選ばない鬼き畜ちくだし。鬼畜で残ざん酷こくな魔王なのよ。この化け物！」

　やっぱり俺、責められてるよな？　それになんでナルミエまでこいつを「彼」と呼ぶんだ。

　ふと部室にあるリゼラの目覚まし時計を見た。時刻は七時半。さすがにそろそろ帰らなければならない。学園長も家で心配しているかもしれないし。

　ひとまずどうやってメタルブローブを倒たおすかの議論は、明日にもち越すことにした。いつまでも『神しん獣じゆうの尾』で拘こう束そくしておくのもかわいそうということで、リゼラがどこかの教室から鳥かごを持ってきて、その中に入れた。そして魔ま法ほうの縄なわの拘束を解く。そのまま鳥かごを部室に残して、俺たちは帰路についた。

　別れ際ぎわ、リゼラは「なんだったら、あの子を部室で飼いませんか？」なんてことを提案してきた。完全に心を奪うばわれてやがる。俺は絶対に納なつ得とくしないからな。




　翌朝。俺はいつもより早い時間に登校して、ゲーム研究部の部室にやってきた。

　早朝なので、もちろんリゼラやナルミエはいない。いるのはテーブルの上の鳥かごに入っているメタルブローブだけだ。奴やつは俺の姿を見ると、きゅいきゅいと鳴き声をあげてきた。

　ナルミエはどうか知らないが、リゼラはもうこいつを倒して経験値リズムスを得ようという気がないらしい。だったら俺が一人でやってやる。方法はシンプル。部室のドアや窓を完全に閉ざしてこいつを解放し、倒せるまで何時間でも攻こう撃げきし続けるのだ。だから今日の授業はサボる。

　リゼラやナルミエがここにやってくるのは放課後だ。それまでにカタを付けてやる。それで俺は一気にレベル５。天空の遺跡アルガニフタに一歩近づく。愛あい沢ざわさんに会える日も一歩近づく。

　鳥かごを覗のぞき込んでみた。メタルブローブは愛らしい顔で俺を見つめたあと、「きゅい？」と鳴いて体を傾けた。人間で言うところ、首をかしげた状態だろうか。

　鳥かごに入っているところを見れば、ますます動物に見えてくるな。こいつは昨晩、よく眠れたんだろうか。いや、そもそもファンタズマって寝るのか？

「……エサをあげてみようかな」

　鞄かばんから弁当箱を取り出して、卵焼きをそっと鳥かごの中に入れてみた。卵焼きは元料理研究部だった俺の自信作だ。

　メタルブローブは卵焼きを凝ぎよう視ししたあと、俺を見て「きゅい？」と声をあげた。

「ああ、食ってみろ」

　バカか俺は。なんで話しかけてるんだ。そもそもエサをやる必要はないだろ。これからこいつと長時間に及およぶバトルをするんだから。

　……いや、戦いの前だからこそ、敵を油断させる行為も必要か。

　メタルブローブはおずおずと卵焼きを一口かじった。こっちを見て「きゅいきゅい！」と鳴き声をあげたあと、どんどん食べ始めた。

「ふふ、どうだ。うまいだろ。これは愛沢さんも褒ほめてくれたんだぞ。啓けい太たくんって料理上手だよね、なんて言ってくれたりしてな。ところでお前は好きな子っているのか？」

「きゅいきゅい」

「そうか、いないか。まあメタルブローブってかなり数が少ないだろうしな。それに変異体ファンタズマだから、なかなか生まれないって聞いてるぞ。もう一個食べるか？」

「きゅいきゅい」

「見た目は小さいくせに、結構食う奴やつだな。よし、ほかのも食ってみろ。今度はこの野菜だ。ほうれん草に似たピナーシャっていう野菜らしいんだけど、胡ご麻ま和あえにしてみたんだ」

「きゅいきゅい」

「……って、俺は何をやってんだぁッ！」

　頭を搔かきむしりながら天てん井じように向かって叫んだ。

「これからこのファンタズマと戦うんだろ!?　そしてぶっ殺すんだろ!?　リゼラたちがいると反対されそうだから、こうして一人、朝早く来たんじゃねーか！　それなのになんで弁当を食わせたり話しかけたりしてんだよ!?　これじゃまるでペットじゃねーかぁッ！」

　肩を上下させながら荒い息をつく。鳥かごの中でメタルブローブが「きゅい？」と体を傾けて、俺を見つめてきた。

　黒い宝石のように、美しい光を放っている瞳ひとみ。純じゆん粋すいな目だった。今から俺と戦うことなど、考えもしていない。その証しよう拠こに、昨日森で遭そう遇ぐうしたときは火球魔法フオテイアを連発してきたのに、ここに来てからは一度も放っていない。

「…………戦えん。いや、戦わんぞ俺は」

　ゆっくりとソファーに腰かけた。そして真正面からメタルブローブを見据える。

　そうだ。戦えるわけがない。こんな純粋な目をしている「彼」を。俺の弁当をうまいと言って食ってくれた「彼」を……どうして殺せるだろうか！　否いなだ！　ここで「彼」を殺すなんて発想ができる奴は、ナルミエの言うとおり鬼き畜ちくだ！

　鳥かごの中のメタルブローブが微笑ほほえみかけている。そんな気がした。

　それを見て、俺も「ふっ」と笑う。

　……俺は自分の目的のために、大切な何かを忘れていたのかもしれない。確かに今すぐにでも元の世界に帰りたい。そして愛あい沢ざわさんに会いたい。でも「彼」を殺してまで帰ろうとするなんて、きっと愛沢さんも喜ばないはずだ。

　決めた。リゼラが言ったとおり、「彼」はここで飼うことにしよう。

「お前は今日からメタルブローブの『メタくん』だ。ゲーム研究部のマスコットとして、戦いに明け暮れる俺たちの心を癒いやしてくれ」

　俺は新しい仲間を見つめながら、朝のホームルームまで穏おだやかな時間を過ごした。




　昼休みが半分ほど過ぎた頃ころに、リゼラが教室にやってきた。今日も朝から自宅でゲームに熱中してしまい、登校することを忘れていたらしい。

「でも昼には来れましたよ」

「朝から来い。ゲームで遅刻なんて、英雄としてあるまじき行為だぞ」

「おっす！　精しよう進じんしまっす！」

「なんだその口調は？」

「今朝やっていた格ゲーのキャラの勝ち台詞ぜりふです。おっす！　精進しまっす！」

「……まあ、なんでもいいや。それより昨日のメタルブローブの件なんだけどな」

「あ、それなら私も報告があるんですよ。じつはさっきですね……」




　部室に入って啞あ然ぜんとした。

　鳥かごはもぬけの殻からだった。愛くるしい笑顔を見せてくれた「彼」が、俺の卵焼きをうまいと言って食ってくれた「彼」がいない。

「……なんで逃がした？」

　後ろで格ゲーキャラになりきってシャドーボクシングをしているリゼラに言った。

「え、だってケータさんが殺そうとしてたからですよ。私だって逃がすのはイヤでしたけど、殺されるぐらいなら逃がそうって思ったんです。しゅっしゅっ」

「リゼラが森まで連れて行ったのか？」

「いえ、鳥かごの入り口を開けた途と端たんに、ものすごいスピードで窓から出て行きました。きっと、すごく逃げたかったんでしょうねぇ」

　俺は部室の窓に飛びついて、大声をあげた。

「ちくしょう！　帰ってこいメタくん！　メタくーん！」

　メタくんは二度と帰ってこなかった。




　後日、リゼラはメタくんとは別のマスコットキャラを部室に持ち込んできた。

　とげとげしい甲こう羅らに二対の翼つばさがある、直立二足歩行の亀かめだった。目の周囲の隈くまがサングラスのように見える。

「この子は邪じや気きの塊かたまりのファンタズマじゃなくて、普通の動物、アニキ亀の『アニくん』です。近所の川で見つけたんで、ここで飼うことにしました。かわいいでしょ？」

「がーがー」と鳴き声をあげるアニくん。

　俺は弁当箱に残っていた卵焼きを差し出してみた。アニくんはそれを口に含んだあと「ぺっ」と吐はき出した。さらに俺の指をがぶりと嚙かむ。

　まったくかわいくなかった。










[image: 第六話　ゲームプレイに仁義がない]




　ある雨の日の放課後。俺はゲーム研究部の部室で、木ぼく刀とうの素す振ぶりをしていた。

　敵と戦って勝たない限り経験値リズムスは得られないのだが、筋肉をつけておけば戦せん闘とうだって少しはラクになるはずだ。小さなことから一歩ずつ。ＲＰＧで学んだそれを教訓に、できることから少しずつやっていこうと決めたのだ。

「なんだかケータさんががんばってると、私もやる気になりますねー。今日こそ伝説の弾幕系シューティングゲーム『ドンパチ』を最短でクリアできそうです」

　ソファーにうつ伏せで寝転がって携帯ゲーム機をいじっているリゼラが言った。そのお尻しりの上では、例のペットのアニくんが「がーがー」と言いながら飛び跳ねている。なんてスケベな亀かめなんだ。俺に向けている顔もどこか自じ慢まんげだし。腹立つぜ。

「ゲームにやる気を出してるのはいつものことだろ。ちょっとぐらい運動したらどうだ」

「やってますよ。学校の授業で」最近のリゼラは遅刻こそするものの、学校を休むということはなくなった。放課後に部活をすることが楽しいらしい。「それに私、もう少しで新しい魔ま法ほうを覚えそうなんです」

「なんだって？　本当か？」

「はい。選択授業でとっている攻こう撃げき魔法Ⅰの授業中に、その片へん鱗りんが見えました」

　もともとリゼラには才能がある。きちんと授業に出席さえすれば、どんどん成長するはずなのだ。どんな魔法か知らないが、手持ちカードが増えるのはとても心強い。

　体力の限界がきた俺は素振りをやめて、手近の椅い子すに腰かけた。ちなみに素振りをした回数は二十回。これでも最高記録なんだぞ。

　木刀を椅子の脇わきに立てかける。先日まで使っていたのは剣道部で借りたものだったが、これはナルミエからプレゼントされた俺専用の木刀だ。

　そのナルミエは現在、「あたしの武器コレクションの中で一番いい木刀をあげたんだから、ケータの持ってるアイテム貸して」と言って『真実の瞳ひとみ』を持ったままどこかに行っている。

「あのナルミエさんに神具を渡して、大だい丈じよう夫ぶだったんですかね」

「まあ『真実の瞳』なら悪用できないし、問題ないだろ」

　そのとき部室のドアが乱暴に開け放たれた。ナルミエが帰ってきたのかな、と思ったが違った。

「ケータくんいる!?」

　マレッタだった。いつもなら放課後になるとすぐ行商に出かけるのに、校内に残っているなんて珍めずらしい。今日は雨だから休みなんだろうか。

　どうした、と言葉にする間もなく、マレッタは俺の眼前まで駆け寄ってきた。

「さっきジェフたちの話が耳に入ってきたんだけど、ケータくんは変わったアイテムを持ってるってホント!?　高そうな双眼鏡とか、メタルブローブを捕まえていた光の縄なわとか！」

　俺の襟えりを摑つかんで激しく揺ゆさぶってくる。

　そうか、ジェフには何度か神具を見られているんだったな。面めん倒どうな奴やつの耳に入ったものだ。

「双眼鏡は学園長に買ってもらったんだよ。光る縄っていうのはたぶん、照明の反射でそう見えただけじゃないのか」

　ごまかしておく。神具を持っているなんて知られたら、強ごう奪だつされるかもしれないし。

「実物を見せてよ！　どこに持ってるの!?　ボクの考えが正しければ……」

　マレッタが俺の体をぺたぺたとまさぐってくる。そんなことをしても無む駄だだ。神具はすべて空間歪曲魔法ドライブシアターでしか取り出せない別次元の倉庫に……って、どこさわってんだ！

「ちーす」そこへナルミエが戻ってきた。「ごめんケータ、これグラウンドに落として泥どろまみれにしちゃった。一応拭ふいたけど、泥まみれで返したほうが悪だったかしら？」

　ナルミエはにこにこしながら、『真実の瞳ひとみ』を掲かかげている。

「そ、そのデザインは……！」

　マレッタが弾丸のように体当たりして、ナルミエから双眼鏡形のアイテムを奪うばい取った。

　吹っ飛ばされたナルミエは、そのまま書しよ架かに激突、上から大量のゲームソフトがバラバラと落ちてきた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶかナルミエ!?」

　声をかけると、ゲームソフトの山に埋うもれたナルミエが、右手を掲げて無事を示した。

　マレッタはそちらに目もくれず、奪い取ったアイテムをさまざまな角度から眺ながめている。

「うっそ、マジ!?　うっそ!?」興こう奮ふん気味に『真実の瞳』を俺に向けてレンズを覗のぞく。「ケータくんのパラメータが見える！　や、やっぱりこれって……」

　実際に使われたのなら、もう言い逃れはできない。俺はため息をついて言った。

「ああ、そうだよ。びっくりしたか？」

「う、うん、ケータくんがここまで弱いなんて……」

「そっち!?」

「それもびっくりだけど、これ本物の『真実の瞳』だよね？　なんでこんなの持ってるの？」

「えっと、それはだな……なんていうか……」

　返答に困っている俺を見かねて、リゼラが口を挟はさんできた。

「それはゲーム研究部の極ごく秘ひ事項なんです。だから教えられません」

「ボクだって一応、ここの部員じゃんか」

「幽ゆう霊れい部員なんて、いないも同然です」

「じゃあ今日から復帰するからさ！　相変わらずリゼラちゃんとケータくんの二人しかいないんでしょ？」

　いや、今お前が突き飛ばした三番目の部員がいるんだけど。その部員はゲームソフトの山から起き上がって、首をこきこきと鳴らしている。あれって怒おこってるよな、たぶん。

「それでも、やっぱり……」もじもじと身を揺ゆすっているリゼラは、マレッタに復帰すると言われて少し嬉うれしそうだった。「だめですよね、ケータさん？」

　なにかを期待する上目遣いで俺を見つめるな。

「ケータくんが教えてくれるなら、いいものあげる」

　そう言ったマレッタは、背中のリュックを降ろして一振りの木ぼく刀とうを取り出した。

「木刀ならもう間に合ってるんだけど」

「ふっふっふ。これはね、ケータくんが持ってる木刀より優すぐれものだよ。霊れい峰ほうフージの清流で磨みがき上げた『霊水の木刀』。本当は５０００フーリする代しろ物ものだけど、特別にタダであげるよ」

　マレッタが『霊水の木刀』とやらを差し出してくる。

　本当か？　また怪しい商品なんじゃないだろうな。そう思いつつ受け取ったとき。

　目の前からマレッタが消えた。代わりに中空でドロップキックの姿勢を取っているナルミエがいる。着地したナルミエの視線を辿たどると、壁かべ際ぎわまで転がっていくマレッタが見えた。

「な、なんてことを……！」

　ナルミエは綺き麗れいな髪をかき上げて、平然と言う。

「だって先制攻こう撃げきは悪くなかったけど、そのあとが隙すきだらけだったし。で、あの子だれ？」

「五組のマレッタだよ！　たぶんお前と違って、そんなに強くないんだぞ！」

　駆け寄ってマレッタの身を起こす。とくに怪け我がはしていない様子で、「ケータくんより、多少マシだよ」と悪態をついてきた。

　ナルミエがぽんと両手を叩たたく。

「五組のマレッタって聞いたことあるわ。授業中だろうと、休み時間だろうと、いつも孤独に妙なアイテムばかり作っている極ごく悪あく人にんって話じゃない。変人扱あつかいされているみたいだし、ひょっとして友達もいないんじゃないかしら？」

　なぜか嬉しそうに言う。仲間だとか思ってるんじゃないだろうな。

「ふ、ふん、ボクはアイテムを作って販売することが生き甲が斐いだから、それでもいいんだよ」

　立ち上がったマレッタが言った。否定しないのか。なんだかゲーム研究部って、似たような連中ばかり集まってくるな。

「あの……仲良くしろとは言いませんけど、ケンカはよしませんか？」

　リゼラがおずおずと言った。マレッタはそれに答えず、メガネをくいと押し上げたあと、ナルミエに言った。

「ボクもキミのことは知ってるよ。四組のナルミエちゃん。噂うわさどおり、なかなか悪い人じゃん」

　先にナルミエを吹っ飛ばしたお前も、相当悪いぞ。

　ナルミエはわざとらしく「あちゃー」と言いながら、額を押さえた。

「あたしの魔ま王おう伝説って結構広まってるのね。人知れず世界征服してやろうと思ってたのに」

「ナルミエ・ベルトワーズ。十六歳。パラメータは一年生のなかでもトップクラス。邪じや悪あくがどうのと言っているわりには、かわいいものが好き。部屋はファンシーなぬいぐるみで溢あふれている。趣しゆ味みは武器のコレクションとぬいぐるみ集め、そして裁さい縫ほうと料理。じつは毎朝、家の前の掃除をしている家庭的な人。寝る前には爪つめの手入れを怠おこたらない……魔王どころか、本当はすごく女の子らしい女の子だよね？」

　マレッタは天気の話でもしているかのように、何気ない調子ですらすらと言った。

「な、な、なんでそんなことまで……じゃなくて、噓うそばっかり言わないで！　家の前なんて掃除するどころか、毎朝ゴミだらけにしてやってるわよ！」

　ナルミエが両腕を振り回しながら叫ぶ。マレッタの言ったことは全部当たっているらしい。

「ずいぶんナルミエのことに詳しいんだな？」

　俺が口を挟はさむと、マレッタはいたずらっぽく笑った。

「ナルミエちゃんだけじゃないよ。この学園の目立つ生徒のことなら、だいたい把は握あくしてる。ボクのお父さんは脱サラして行商人を始める前に諜ちよう報ほう員いんをしていたって言ったよね。そんなお父さんから情報集めの極ごく意いを教えてもらったんだ。情報を制する者は商売を制すってね」

「もしかして、俺やリゼラのことも詳しく知っているのか……？」

「まあケータくんが料理好きだとか、授業中に口を開けて寝るとか、昨日鼻毛を抜いたとか、その程度のことなら把握してるよ。ちなみにリゼラちゃんが寝てるときの格好はね」

「なにも言わないでくださあああい！」リゼラが叫んだ。

　……よく見ている女だ。

「信じちゃだめよケータ！　この女が言ってることは全部噓だから！　だからあたしを魔王軍から外さないで！」

「悪人を装よそおってまでケータくんの傍そばにいたいわけ？　やっぱり女の子だなぁ。ふふふ」

　頰ほおを真っ赤にしているナルミエは、挑発するマレッタを尻しり目めに俺の手から『霊れい水すいの木ぼく刀とう』をもぎ取った。そして。

「むううん！　邪悪折り！」

　両手でへし折ってしまった。なんてパワーだ。

「ああっ！　ボクの『霊水の木刀』が！」

「ふん、大層な名前をつけるんじゃないわよ。あたしはこれでも、武器の目め利ききが得意なの。この木刀の素材って、一番安価で手に入るガジュの樹よね。そんなものに５０００フーリの値段をつけるなんて、あたしの嫌きらいな邪悪ジャンルだわ」

「ま、また粗悪品を高値で売ってるんですか!?」

　リゼラが言った。マレッタは「お金取ってないからいいじゃん」と返す。

「確かにその木ぼく刀とうは粗悪品だけどね、ちゃんと精せい魂こん込めて作ったんだよ。それを折るなんてひどくない!?」

「高品質な武器を騙かたるほうが、よっぽどひどいわ。だからへし折ってやったの。この残ざん骸がいはあたしがツボ押しに使ってあげるから安心して」

　ナルミエは折った『霊れい水すいの木刀』の片方を使って、自分の肩をぐりぐりと押す。

「ボクの作品を勝手に健康器具に……？　ひどすぎる！」

「それはあたしに対する最高の賛辞よ。もっと言って。あー、気持ちいい」

「くううう……なんてムカつく奴やつなんだ！　表に出ろ！」

「上等よ。言っておくけど、あたしはめちゃくちゃ強いわよ？」

　これはまずい空気になってきた。止めに入ろうとしたのだが、その前にリゼラが動いた。

「ま、待ってください！」ナルミエとマレッタの間に割り込んで、こう言う。「ケンカはだめだって言いましたよね。勝負するならゲームで決着をつけましょう！」




　……なんなんだ、この展開は。

　俺たちはそれぞれ、四本のワイヤレスのコントローラーを手に持って、テレビ画面を見つめている。いくつかのロゴが表示されたあと、タイトル画面になった。

　モーカロウ蹄てい鉄てつ──。通称『モー鉄』だそうだ。

　リゼラの説明によると、これはすごろくタイプのボードゲームらしい。プレイヤーはそれぞれ駅馬車を運行する会社のオーナーとなり、ほかのプレイヤーよりも早く、決められた目的地を目指さなければならない。最初に到達したプレイヤーには賞金が与えられ、また新しい目的地が決定される。そして再び四人全員でそこを目指して……という流れだ。

　単純に目的地へ向かうだけでなく、途中の停車駅で物件を買い、その収益と所持金を含めた総資産の額で順位を競うゲームなのだとか。

　俺は実際にやったことはないのだが、その内容は元の世界で耳にしたことがある某ぼうゲームと酷こく似じしていた。これも親おや父じのゲーム話を参考に作られたパロディなのだろう。開発元はネライダファクトリー株式会社になっているし。

「う、嬉うれしすぎます……まさかこの『モー鉄』で四人プレイできる日がくるなんて」

　リゼラはコントローラーを持ったまま、目をごしごしとこすっていた。

「これは四人プレイだけど、ボクとナルミエちゃんの一対一の勝負でもあるんだからね。負けたらわかってるよね？」

「もちろんよ。コテンパンにしてあげるわ」

　マレッタは例のごとく、勝負前にナルミエと念書を交わしていた。ナルミエが負けたら、マレッタに謝罪する。マレッタが負けたら、背中に悪人と書いてグラウンドで盆踊りだそうだ。

　ルーレットでサイコロを振る順番が決まる。そして最初の目的地が決まったところで、波乱のゲームがスタートする。一番手はリゼラだった。

「えへへ、それじゃいきますよ」

　嬉うれしそうにコントローラーのボタンを押す。画面上にサイコロが表示され、五の目が出た。リゼラの操る馬車が五マス進み、赤色のマス目で止まる。赤マスはルーレットで所持金が下がるらしく、リゼラは最初の所持金１０００万フーリから２００万フーリなくした。

　続いてマレッタの順番になる。マレッタは最初から六の目を出した。馬車が止まったのは青色のマスで、こちらは所持金がプラスになる。３００万フーリ加算されて、所持金は１３００万となった。

「へえ、幸先いいじゃない。でもまだ始まったばかりだしね」

　ナルミエが言う。このときの彼女はまだ笑顔を浮かべていられたが、数十分後にはそれが凍こおりつくことになる。

　なぜならマレッタは確実に青マスに止まって所持金を増やしつつ、毎回誰だれよりも先にゴールに到達するからだ。

「はい、到着。今回もボクが一番乗りだったね。さて、次の目的地は……フォリノミア城下町か。それじゃみんな、張り切ってそこを目指そう！」

「お、おかしいわ。あんた一度も赤マスに止まってないし、いつもゴール前でぴったりの目を出してるじゃない。なにかずるいことやってるでしょ？」

　俺もナルミエと同感だった。すごろくが運だとするなら、マレッタは相当な強運のもち主といえる。そんな疑問を払ふつ拭しよくする言葉を、マレッタが口にした。

「ずるいことなんてしてないよ。ただボクは、サイコロの目押しができるだけ」

「な、なんですって!?」

「えっと、フォリノミア城までは四十マスか。それなら『音速カード』を使ってと」

　このゲームはさまざまな効果のあるカードを使うことで、有利に進めることができる。マレッタが使った『音速カード』は、一度だけサイコロの数を八個に増やすものだ。

　画面上に出てきた八個のサイコロは高速回転しているが、マレッタがタイミングよくボタンを押すと、ちょうど合計四十の目で止まった。

「ほら、これが目押し。ごめんね、みんな。次もボクが一番乗りみたい」

「すごいですマレッタさん！　あなた、このゲームやり込んでますね!?」

　拍手を送るリゼラの隣となりで、ナルミエが「このクソガキぃッ！」と叫んだ。

「お金に関するゲームなら得意分野なのさ」

　フォリノミア城下町に一番でたどり着いたマレッタに賞金が加算される。そしてマレッタは所持金を使って、フォリノミアの物件に手をつけ始めた。

「ひとつの場所で物件を買い占めたら決算時の収益が二倍になるけど、ここは我が慢まん。短期決戦の対人戦の場合は、安くても収益率が高いものをいろんな場所で買うのが勝利のカギだよ」

「ぐぬぬぬ！　こいつ、できる……！」

　ナルミエがぎりぎりと奥歯を嚙かみ締しめながら言った。

「そしてナルミエちゃんはまた最下位だから、貧困魔ま人じんが憑ついたままだね。ぷぷぷ」

　目的地から一番遠いところのプレイヤーに憑く貧困魔人。こいつは所持金を減らしたり、勝手に物件を売りさばいたりと、やりたい放題する。その影えい響きようもあって、ナルミエの所持金はすでにマイナス７０００万フーリとなっていた。

　ゲームは進む。ナルミエの所持金は相変わらずなのに対して、マレッタは所持金が約８億、総資産は12億フーリを超えていた。これはもう、勝負ありかもしれない。

　と思っていたのだが。

　ナルミエが黄色の特とく殊しゆカード獲得マスで、『マリオネットカード』というものを引き当てた。動どう揺ようするマレッタを横目に、さっそくそれが使用される。メッセージウィンドウに「誰だれを操りますか？」と表示されると、躊ちゆう躇ちよなくマレッタが選ばれた。

「さて……あんたはこれから、あたしの操り人形よ」

　そのカードは一度だけ、ほかのプレイヤーを操作することができるようになる。マレッタの馬車を操ることに成功したナルミエは、手始めにカードウィンドウを開いて『二回行動カード』を使った。その名のとおり、二回操作できるカードだ。

　一度目の行動でマレッタが温存していた『音速カード』を使い、八個のサイコロを振る。出た目の合計は四十二。それでマレッタの馬車を操作して、自分の馬車の上を通過させる。するとナルミエの馬車に憑いていた貧困魔人が、マレッタの馬車に移動した。

　マレッタは「ひい！」と小さな悲鳴をあげる。さらにそのまま、カード売り場に入った。

「な、何をする気なの？」

　おそるおそる尋ねるマレッタに、ナルミエは行動で答える。

　まずマレッタの所持していた特殊カードを、容よう赦しやなくすべて売り払った。そしてカード売り場で販売されている２億フーリの『音速カード』を購入しては、それを１億フーリで売るという作業……いや暴挙をひたすらくり返した。これによってマレッタの所持金８億フーリは、哀れにも１億ずつ減っていく。

「そ、そんな方法で、せっかく貯めた所持金を削っていくなんて！」

「邪じや悪あくプレイに関して、あたしの右に出る者はいないわ」

　およそ８億あったマレッタの所持金が、あっという間に４７００万フーリまで下がる。ここでナルミエは、ランダムでどこかへ飛ばされる『吹っ飛びカード』を４０００万フーリで購入し、ターン終了となった。

「……やってくれたね、ナルミエちゃん。ボクに貧困魔人をくっつけた挙げ句、所持金を７００万フーリまで落としてくれちゃって。すぐに貧困魔人をつけ返してやるんだから！」

　復ふく讐しゆうの炎を燃やすマレッタに、ナルミエが言った。

「あら、なにか勘かん違ちがいしてない？　あたしは最初に、『二回行動カード』を使ったわよね。まだ一ターン目が終わっただけ。もう一回行動できるのよ」

　まだマレッタの馬車の操作は終わっていなかった。再びカードウィンドウを開く。そこには先ほど購入した『吹っ飛びカード』が一枚だけある。

「ま、まさか……」震ふるえる声を絞り出すマレッタ。

「そーら、吹っ飛ばんかい！」

　ナルミエが『吹っ飛びカード』を使った。マレッタの馬車は貧困魔ま人じんをくっつけたまま、遥はるか遠くの島まで飛んでいった。これではしばらく、ほかのプレイヤーに貧困魔人をなすりつけることができない。それまで貧困魔人の脅きよう威いを一身に浴び続けるのだ。

「鬼すぎる！　こんな邪じや悪あくプレイを対人戦で使う人がいるなんて！」

「違うわよマレッタ。あたしは鬼じゃなくて」ナルミエはそこで溜ためを作ると、ものすごく腹の立つ顔で言った。「魔王なのよ」

「あ、あの、二人とも。ゲームは仲良くやりましょうね？」

　リゼラが言ったとき、画面に稲妻が走った。そしてマレッタの馬車に憑ついていた貧困魔人が苦しみだして、デスメタル調の巨大な姿に変化した。

『ぐはははは！　俺様はグレート貧困魔人！　マレッタ、貴様を貧乏のどん底にたたき落としてやるから覚かく悟ごしとけよ!?　アーライ！』

　グレート貧困魔人とやらは、手に持ったギターをかき鳴らして不ぶ気き味みな音楽を演奏した。

「こ、これは……？」

　その圧あつ倒とう的てきなたたずまいに驚きよう愕がくしている俺に、リゼラが説明してくれた。

「これは貧困魔人がパワーアップしたグレート貧困魔人です。この姿になってしまうと、貧困魔人のときなど比較にならないほど邪悪なことをしてきます」

　ゲームが進むにつれて、グレート貧困魔人が本物の悪魔だと理解できた。

『くかかかか！　マレッタよ、貴様が物件をもつ土地で地じ獄ごくライブを開催したら、物件が全部壊かい滅めつしちまったぜ！　ラーイナウ！』

『けけけけけ！　離り島とうで俺様のライブをやるから、テメェも来な！　ついでに運転資金の３億フーリを頂ちよう戴だいするぜ！　ファッキンガムファック！』

『特とく殊しゆカード？　そんなもんいらねーだろ！　俺様が全部ちり紙にしてやんよ！　ボオオ！』

　散々な目にあったマレッタは、あっという間に首位陥かん落らく。もっていた物件もすべて失ってしまった。借金が10億フーリまで膨ふくれ上がったところで、グレート貧困魔人はようやく通常の貧困魔人に戻った。

『あれれ？　僕は一体どうしていたんだろう？　素す敵てきなライブの夢を見ていたなぁ』

「……許すことはできん」

　引きつった笑顔を浮かべるマレッタ。そこからは、マレッタとナルミエの間で貧困魔ま人じんのなすり付け合いが始まった。どちらも譲ゆずらず、相手につけられたら即座につけ返す。もはや二人とも、ゴールなど眼中にない様子だった。

「あ、あんまりやりすぎると本当のケンカになります！　ここは私が引き受けますので！」

　リゼラが『音速カード』を使ってサイコロの目を多く出し、ナルミエの馬車を通過して、憑ついていた貧困魔人をかっさらっていく。これで争いも収まるかと思いきや。

「なにやってんのよ。勝手なことしないで」

「そのとおり。邪じや魔ましないでリゼラちゃん」

　ナルミエと意見があったマレッタが、『全員集合カード』を使って、離はなれたリゼラを呼び寄せた。そしてまた、ナルミエとマレッタの間で貧困魔人のなすり付け合いが始まる。現在の借金は、どちらも９億フーリ前後。トップのリゼラとは20億フーリほどの差が開いていた。

「リゼラに負けても、マレッタにさえ勝てたらそれでいいのよ！」

「よく言ったね。でもこれが最後のターンだよ」

　マレッタが『借金帳消しカード』を使った。それを使えば、すべてのプレイヤーの借金がチャラになる。これでマレッタとナルミエの借金はゼロ。そして最終結果発表の画面になった。

　まったく、ひどい戦いだったぜ……。

　横目でナルミエとマレッタを見る。二人とも真剣な眼まな差ざしで最終結果を見守っていた。

　トップはリゼラ、そして二位が俺。ゲーム初心者の俺が二位なんて、それだけ二人の足の引っ張り合いがひどかった証しよう拠こだ。

　そして三位は……マレッタだった。

「おっしゃああああ！　見たかこの野郎！」

　立ち上がったマレッタが、ナルミエにびしっと人差し指を突きつける。

「ぐうううう……総資産で負けたか」

　ナルミエはコントローラーをぎしぎしと握にぎりしめて言った。壊こわさなければいいが。

「ふっふっふ。さあ、ナルミエちゃん。念書で交わした約束、わかってるよね」

　マレッタがポケットに入れていた念書を取り出して、ナルミエに示した。

　ナルミエが負けたらマレッタに謝罪すること。そんな取り決めだったはずなのに、ナルミエは平然と座ったままだ。ペットのアニくんがすり寄ってきたので、それを抱きかかえる。

「よしよし、アニくん。そろそろエサの時間かしら？」

「ちょっと！　念書の約束はわかってんのか聞いてるんだよ！」

「そんなの無効よ。だってあたし、本名書いてないし」

「な、なんだって!?」

　マレッタが念書を確認する。俺も脇わきから覗のぞき込んだ。マレッタとナルミエのサインがあるのだが、よく見ると字が違う。「ナルミエ・ベルトワーズ」ではなく、「ナミエ・ヘルトワース」になっている。

「そんな人間いないし。あたしが念書の内容を履り行こうする必要はないわよね」

「あ、あのね！　偽ぎ名めいを書くなんて許されることじゃないんだよ！　こんなの無効だから！」

「よく言うわ。邪じや悪あくの達人として有名なこのあたしが、あんたの幼よう稚ちなトリックに気づいてないとでも思ってるの？」

　ナルミエがそう言ったのを聞いて、俺はマレッタから念書をもぎ取った。

　この間と同じように、折り目に沿って極ごく小しようの文字が並んでいた。

『ナルミエが負けたときは、マレッタの売れ残り商品を言い値で買い取ること』

「お、お前ら……」

　呆あきれて何も言えない。邪悪さにかけては、どっちもどっちだ。

「やるね、ナルミエちゃん」

「あんたもね」

　二人は向かい合って、にっこりと笑った。あれ、仲直りするのか？　と思いきや。

「リゼラちゃん、別のゲーム出して！　こいつぶっ飛ばしてやる！」

「上等よ！　ほら、早く用意しなさいリゼラ！」

　……まだやるの？

　それから俺たちは、四人プレイで馬車のレースゲームをやった。普通にやっているのは俺とリゼラだけ。マレッタとナルミエは、ゴールなんて気にせずにおたがい体当たりをしかけまくる。あえてコースを逆走してまで、相手の馬車を谷底へ突き落としたりもした。先にゴールした俺とリゼラは、二人がゴールするまで延々と不毛な争いを見せつけられたのである。
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　続いて格かく闘とうゲームにも手を出した。マレッタもナルミエも、おたがいにハメ技の応おう酬しゆうをしかけるばかりで、見るに耐えない。最初は「みんなでゲームができる」と喜んでいたリゼラだったが、とうとうキレた。

「いい加減にしてください！　ゲームは楽しくやるものなんです！　ケンカしながらやるものじゃないんですよ！」

「なに言ってんのさ。ボクたちの勝負を止められるなら、止めてみなよ」

「そうよ。言っておくけど、あたしは格ゲーでもめちゃくちゃ強いわよ？」

　相変わらずハメ技の応酬を続けるマレッタとナルミエに対して、リゼラが絶叫した。

「おうおう、そうかいそうかい！　だったら私を止めてみろやぁ！」




　三十分後。

　ゲーム研究部の部室には、俺とリゼラしか残っていなかった。

　本気を出したリゼラの前に、マレッタとナルミエは手も足も出ず、完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめされたのだ。もちろんリゼラは、ハメ技など使ってない。純じゆん粋すいなテクニックのみで圧勝した。

　そのあまりの強さに勝てないと悟ったマレッタとナルミエは、どちらともなく「帰る！」と言って、同時に部室を出て行った。

「……はあ、やってしまいました。徹てつ底てい的てきにぶちのめしてしまいました」

　俺と二人で格闘ゲームを続けているリゼラが言った。意気消沈しており、表情は暗い。

「リゼラは悪くないだろ。ああでもしないと、二人のケンカは止まらなかっただろうし」

　厳密にはケンカが止まったわけではない。どちらも出て行って冷戦状態になっただけだ。

「結果的に二人を追い出す形になってしまいました。私、相手がナルミエさんだろうと、みんなでゲームできると思って嬉うれしかったのに……ぐす」

　コントローラーを持ったまま、リゼラは目元をごしごしとこすった。それでも画面上のキャラクターはしっかり動いていて、俺の使用キャラをボコボコに殴なぐり続けている。

　二人のあの様子だと、どちらももう部室に顔を出さないかもしれない。リゼラもそう思っているからこそ、悲しい顔をしているのだろう。

「元気出せリゼラ。プラスに考えようじゃないか」

「どういうことですか？」

「ケンカしてしまった二人を仲直りさせる。それが成功すれば、英雄ポイントも貯まるぞ」

「確かに争いを止めてこそ英雄ですが……一体どうやって仲直りさせるんです？」

「それはだな」

　どうしたらいいんだろ？　まったくアイデアが浮かばない。

　俺たちはしばらく、無言で格かく闘とうゲームを続けた。沈ちん黙もくが重い。くそ、なんでこんな雰ふん囲い気きでゲームをやらなきゃいけないんだ。

　黙だまっているのも辛つらいので、何気ない話を振ってみた。

「リゼラの使ってるキャラってまったく隙すきがないんだけど、なんかやってるのか？」

「ああ、それはですね。キャンセル技を使ってるからですよ」

　リゼラが嬉うれしそうに答えた。ゲームの話になると本当にいい顔するよな、こいつ。

「キャンセル技ってなんだ？」

「コマンドを先に入力しておくことで、技の戻りモーションを消してしまうんです。たとえばパンチを繰くり出したあと、それを引っ込める動作をなくして必殺技に繫つなげたりできます」

「へえ」

　と返したものの、じつはよくわかっていなかった。ようするに、やると見せかけてやらないってことでいいのかな。

　そのとき、部室の扉がぎいと音を立てて開いた。驚おどろいて振り返る。

　そこに立っていたのは、意外にもマレッタだった。そうか、リュックを置いたまま部室を飛び出したんで、それを取りに戻ってきたんだな。

　マレッタは自分のリュックを手に取ると、深いため息をついて近くの椅い子すに腰かけた。

「あのさ」

「どうした？」俺はゲーム画面に向き直って言ったのだが、

「……ナルミエちゃんに謝ろうと思うんだけど」

「「ええ!?」」

　俺とリゼラが同時に言って振り向いた。マレッタは椅い子すに腰かけたまま、リュックを抱きかかえて、気まずそうに視線を落としている。

「その、ケンカになった原因はたぶんボクだし。勝負事になると熱くなっちゃうけど、冷静に考えたら、やっぱり悪かったかなーと思って」

「マレッタさん！」リゼラがコントローラーを放ほうり投げて駆け寄った。そしてマレッタの両手をぎゅっと握にぎりしめる。「その勇気、さすがです！　あなたこそ英雄です！」

「でもね、どうやって謝ったらいいか、方法がわからないんだ」

「そんなの簡単じゃないですか。普通にごめんなさいって言えばいいんですよ。ナルミエさんは邪じや悪あくな人ですけど、きっと笑って許してくれますよ」

「でも今面と向かって謝れるかって言われると、ちょっと自信ない」

「マレッタさんはナルミエさんと仲直りしたいんですよね？」

「どうだろ。でも謝りたいと思ってるのは本当だよ。またケンカになっちゃうかもだけど」

　リゼラが「どうしましょう」という困こん惑わくの目で俺を見つめる。

　そんな目を向けられても……どうしたらいいんだろう。今まで『アストラフトの英雄』にいろんな問題の回答を求めてきたように、この問題の対処法もゲームにないだろうか。

「たとえば、そうだな。キャンセル技を使うってのはどうだ？」

　適当に思いついたことを言ってみた。

「どういうことですか？」

「マレッタは謝りたくても謝れないんだろ。だったら、こうするんだ」

　俺は部室の床に膝ひざをついて、頭を下げる……前にぐんっと立ち上がった。

「このように、土ど下げ座ざすると見せかけてそれをキャンセルする。これなら謝れるだろ。名付けて必殺、土下座キャンセルだ」

「あのさ、それって謝ってないよね？」マレッタが白い目で見つめてくる。

「ケータさん……かわいそうな人」リゼラの目は哀あわれみだった。

　そこで下校時間を報しらせるチャイムが鳴る。ちょうど放置していた格かく闘とうゲームの制限時間がゼロになり、「タイムアウト！」という小こ馬ば鹿かにした声が聞こえてきた。




　結局俺たちはマレッタの悩みを解決できないまま、部室をあとにした。

　陽ひが落ちて暗くなった廊下を歩く。さすがにこの時間になると、ひと気はほとんどない。

「まあ大だい丈じよう夫ぶですよ。ナルミエさんのことだから、明日になれば忘れてるかもしれませんし」

「そうかな。でも今度会ったときは気まずいな」

　マレッタの言ったことが早くも実現する。廊下の向こうからナルミエが歩いてきたのだ。マレッタの表情がこわばるのを見て、まず俺が先に声をかけた。

「まだ残ってたんだな。どうしたんだ？」

「意味もなく居残るのは悪の鉄則じゃない。あら、あんたもまだいたのね。この悪人が」

　ナルミエがマレッタを見て言った。それを悪態と受け取ったマレッタが鋭するどく睨にらみつける。

「ボクばっかりが悪いわけじゃないでしょ。キミだって悪いじゃないか」

「そうよ。あたしは悪人なの。あんたより遥はるかに格上のね」

「……なんてむかつく人」

「それはあたしに対する褒ほめ言葉ってことでいいかしら？」

　二人はおたがい睨み合ったまま、ゆっくりと距きよ離りを縮めていく。これはまずい雰ふん囲い気きだぞ。

「あわわ、二人とも。ケンカはだめですよ！　ケータさん、どうしましょう……」

　リゼラが狼ろう狽ばいしながら言った。

「お、落ち着けマレッタ。必殺、土下座キャンセルだ！」

「だからそれは謝ってないじゃないですか！」

　ナルミエとマレッタが、おたがい二メートルの距離で対たい峙じする。どちらも無言。今にも戦争が始まりそうな、一触即発の張りつめた緊きん張ちようが伝わってくる。

　ナルミエが腰に下げている鞘さやに手をかけた。マレッタも両りよう拳こぶしを眼前に構える。

　おいおい、本気で戦うつもりか？　てゆーかナルミエ、お前のそれ、刃物だってわかってる？

「だめですだめです！」

　リゼラの大声がゴングになった。二人とも相手に向かって一歩踏ふみ込んだ瞬しゆん間かん。

「ごめんなさい！」「すいませんでした！」

　どちらも床に突っ伏して謝った。ナルミエはマレッタに、マレッタはナルミエに。

　二人とも相手の行動が予想外だったのか、顔をあげて「え？」と首を傾かしげている。

「こ、これは……攻こう撃げきすると見せかけて土ど下げ座ざする、キャンセル土下座だ！」

　そう言った俺の声は二人の耳に届いていない。おたがいに訝いぶかしく相手を見つめている。

「な、なんでナルミエちゃんまで？」

「あ、あたしは、その、マレッタに謝ったあたしを攻撃させることで、真の悪人に仕立ててやろうと思っただけよ。別にドロップキックしたり、大事な木ぼく刀とうをへし折ったりしたことを悪いとは思ってないんだからね」

「ボ、ボクだってそうだもん。邪じや悪あくとか言っておきながら邪悪じゃないキミを悪者にするために、攻撃させようと思っただけなんだから……」

　なんだか微笑ほほえましい光景だった。結局二人とも、謝りたかったんだな。

「美しい……私は今、本物のツンデレを目撃してしまいました」

　リゼラがぽつりとつぶやく。

　頰ほおを赤らめて立ち上がったナルミエとマレッタは、そんなリゼラを睨にらみつける。

「違うわよ！　本当に謝ったわけじゃないんだから！」

「そ、そうだよ！　ボクだってもう謝る気なんか失うせちゃってたし！」

「なんてかわいい人たち。ギャルゲーなら真っ先に攻略したくなるタイプですね」

「む、むかつくわね……考えたらリゼラには、ゲームで負けっぱなしだったし」

「そうだよ。ナルミエちゃんさえ邪じや魔ましなければ、ボクは『モー鉄』でもリゼラちゃんに勝ってたんだから！」

　なぜか二人の矛ほこ先さきがリゼラに向いた。リゼラはそれに、最も正しい回答を出す。

「だったら、またみんなでゲームやって決着をつけますか？」




　翌日の放課後。

「マレッタ、今ならリゼラに届くわよね？」

「もちろん。目押し技を使って……どうだ、貧困魔ま人じんの直じか付づけだよ！」

　俺たち四人は部室に集まって、また『モーカロウ蹄てい鉄てつ』をプレイしていた。相変わらずトップはリゼラだが、マレッタとナルミエが協力して、リゼラを陥かん落らくさせようとしている。

「ああっ、貧困魔人に地じ獄ごくコースへ連れて行かれちゃいました！」

　リゼラが言った。地じ獄ごくコースというのは、すべてが持ち金マイナスになる赤マスのみの特とく殊しゆコースだ。

「ククク、そこであたしは『通行止めカード』を使用する！」

　ナルミエがその特殊カードを使って、地獄コースの脱出ポイントを封ふう鎖さした。封鎖が解けるまでリゼラは、延々と赤マスの上を移動し続けなければならない。しかもそのコースの赤マスは、最低でもマイナス１億フーリという大金がもぎ取られる。

「ああっ、なんてことを！」

「ふふふ、やるねナルミエちゃん。さすが邪じや悪あくだよ」

「甘美な響ひびき。もっと言って」

　ナルミエとマレッタのコンビプレイには、さすがのリゼラも苦しめられていた。

「ふふふ、いいですよ。二人まとめて私がぶっ飛ばしてやりますからね！」

　そう言うリゼラの表情は、今まで見たことがないほど生き生きとしていた。




　二人とも仲直りできてよかったのだが、俺にとっては好ましくないこともあった。

　昨日、廊下で一部始終を目もく撃げきしていた生徒がいたのだ。そいつは俺がマレッタに対して言った「土ど下げ座ざキャンセル」の言葉を、単に「土下座」と受け取ったらしい。

「ケータって英雄を目指しているらしいけど、女の子に土下座を強要していたぞ」

「なんて悪い奴やつだ。あんなのが英雄を目指すなんて、世も末だな」

　そんな噂うわさを広められてしまった。だから、なんでこうなるんだ……。










[image: 第七話　ボスキャラからは逃げられない]




「それで、この『ターゲットボール』はどうやって使うの？」

「ボールの真ん中にカメラがついてるだろ。それで敵を撮影すれば、ボールを持っている人間に撮影した敵の攻こう撃げきが集中するようになるんだよ」

「へー、ゲームでは持ってるだけで効果があったんだけどねー。面おも白しろいなぁ」

　俺は部室でマレッタから質問攻めにあっていた。

　部に復帰してくれた以上、彼女にだけいろいろ秘密があるというのも今後やりにくい。少し迷ったが、他言無用を約束させたあと、俺とミツルの関係を含めてすべてを話したのだ。

　マレッタは俺がミツルの息子という事実よりも、空間歪曲魔法ドライブシアターでどんな神具を保管しているのかということに、強い興味を覚えたらしい。さっきからそのことばかり尋ねてくる。

「ケータくんが持っているアイテムは、本当にこれだけ？」

　テーブルの上には俺が空間歪曲魔法ドライブシアターで取り出した『真実の瞳ひとみ』、『エルピダ・キー』、『不夜の灯火』、『回かい避ひの杖つえ』、『ターゲットボール』、『神しん獣じゆうの尾』の六つのアイテムが乗っている。

「ああ、親おや父じがアストラフトからパクってきたのはこの六つだ」

「本当はミツルが元の世界に戻るとき、最高神ミューゼに返さないといけなかったのよね。なのに借りパクするなんて、邪じや悪あくそのものだわ。ちょっとミツルの好感度アップよ」

　ソファーでペットのアニくんを抱だいているナルミエが、不敵に微笑ほほえみながら言った。

「やむを得ない事情があったはずです。英雄ミツルを邪悪だなんて言わないでください」

　リゼラが言った。彼女はテレビの前で、据え置き型ゲーム機にディスクを挿そう入にゆうしたり、取り出したりしている。

「さっきから何やってるんだ？」

　俺が言うと、リゼラは困った顔で振り向いた。

「なんだかゲーム機本体の調子が悪いみたいで、うまくゲームが起動しないんです」

「だったら壊こわしちゃえば？」とナルミエ。

「冗じよう談だんでもそんなこと言うと、あなたを壊しますよ」

「起動しないなら、中を開けて状態を確認してみたらいいじゃん」とマレッタ。

「私は中を見てもわかりませんし。しばらく修理に出すしかありませんね……はあ」

　深いため息をつくリゼラに、マレッタは胸を張って言った。

「だったらボクが見てあげるよ」

「えっ、マレッタさんって、念ねん化か製品にも強いんですか？」

　マレッタはメガネをくいと押し上げると、自信たっぷりのドヤ顔で「当然」と漏もらした。

「ほ、本当ですか!?　さっそく工具を借りてきます！」

「いや、ちょっと待て」俺が言った。「中を確認するだけなら、これが使えるはずだ」

　テーブルの上にある『エルピダ・キー』。それは閉じてあるものならなんでもこじ開けられる神具だ。それを手に取って、ゲーム機本体のカバーを固定するネジに当てた。するとネジがひとりでに浮き上がってくる。

「ありがたい神具をただのドライバーとして使うなんて……なんだか複雑です」

　英雄ミツルもビールの栓せん抜ぬきやワインのコルク抜きに使っていたと知ったら、リゼラは怒おこるだろうか。

「へえ、そんな使い方もあるんだ。便利だねぇ」

　マレッタが自分のリュックから工具箱を取り出した。なんだ、あるなら早く言えよ……。




　マレッタはゲーム機の中を確認したあと、マテリアの集積回路がどうの、レーザーの出力がどうのと言いながら、自前の工具で修理を始めた。一段落してカバーを戻したあと、本体のスイッチを入れる。ケーブルで接続されているテレビに、『アストラフトの英雄』のタイトル画面が正常に映った。

「な、直った……あなたはゲーム研究部の救世主です！　改めてお帰りなさいです！」

　頰ほおを紅潮させたリゼラが、マレッタの右手を握にぎりしめた。

「別に言葉のお礼なんていいよー」マレッタはにこにこしながら、左手を開いた。「まあボクとリゼラちゃんの仲だし、修理代は５０００フーリでいいよ」

「ククク、出たわね。マレッタの暗黒請求掌しよう」とナルミエ。

「そんなせこい真ま似ねをするなら、俺も神具を見せてやった代金５０００フーリ取るぞ」

「ククク、出たわね。ケータの魔ま神じん恫どう喝かつ破は。マレッタの暗黒請求掌を相そう殺さいしたわ」

「むむ、ボクに張り合うなんて、やるねケータくん」

　……疲れる連中だ。




　テレビに『アストラフトの英雄』のタイトル画面が映ったことで、そのまま続きをプレイすることにした。

「さあケータさん。プレイの前に、苦難に挑いどむ決意の言葉を」

「はいはい。プッシュ、スタートボタン」

　並んでソファーに座るリゼラに言って、ゲームを開始した。

　前回は北の洞どう窟くつでアナスタシアを仲間にしたあと、その付近にある森のなかで中断した。これから東にあるフォリノミア城まで、アナスタシアを送り届けるというストーリーだった。

「そうだケータさん。ここで一度ミナトンの街に戻ってみてください。仲間がいる状態で街に入ると、面おも白しろいことが起こりますよ」

　どちらにしろ、ミツルとアナスタシアの体力が減っているわけだし、一度戻るべきかもな。

　俺はミツルを操作して、リゼラに言われたとおりミナトンの街へ戻った。

　街に入るとムービーシーンに切り替わった。アナスタシアが「疲れましたわねえ」と言いながら一人で先に歩いていき、ミツルと妖よう精せいネライダだけが残される。




ネライダ「はわぁ、ミツルさん。せっかくかわいい女の子を連れて冒険してるわけですし、たまにはデートに誘さそってみませんか？　今後、街に立ち寄るたびに私がデートしたいか尋ねますので、したいときは『はい』を選んでくださいね。さっそく誰だれかとデートしますかぁ？」




　画面上に「はい」「いいえ」の選せん択たく肢しが出てくる。

「これが『アストラフトの英雄』の特徴の一つです。仲間がいるときに街や村に入ると、デートイベントが発生して、相手の好感度を上げることができるんですよ。初めて立ち寄る街や、イベントの発生時は除きます」

　リゼラの言葉に頷うなずきながら、俺は「いいえ」にカーソルを合わせる。

「ちょっと！　なんでデートしないんですか！」

　横からコントローラーが奪うばわれた。

「そんなことにかまけている場合じゃないだろ。コントローラー返せ」

「こうやってヒロインとデートすることが、各キャラのマルチエンドに繫つながるんです！」

　リゼラは奪ったコントローラーで「はい」を選択したあと、俺に返してきた。強引な奴やつだ。

　画面上ではネライダが「オッケーですぅ」と言って、アナスタシアを連れてきた。




アナスタシア「あ、あの、ミツル様。ネライダから聞いたのですが、わ、私とデートをしてくださるって本当ですか……？」




　……なるほど、読めた。親おや父じが女たらしになったのは、この妖精が原因だ。こいつが親父にデートの味を覚えさせたんだ。そして親父は仲間だけでなく、いろんな女の子にちょっかいを出すようになったんだな。

「くっ、この無料案内所め……！」

「なんですかそれ？」

　アナスタシアを連れたミツルを操作して、街を徘はい徊かいする。道具屋の前に行くと、会話イベントが発生した。




アナスタシア「わあ、見てくださいましミツル様。素す敵てきな木彫りの人形が売られてますわ」

ネライダ（……どうしますミツルさん？　ここはプレゼントしてあげますかぁ？）

道具屋「いらっしゃい。彼女へのプレゼントですか？」


→木彫りの人形　…１８００フーリ

　塩こんぶ　　　…１０００フーリ

　釘くぎバット　　　…５００フーリ



　買わない




「しょーもないものしか売ってないね。ボクのお父さんの店に来たらよかったのに。たとえばダイヤの指輪を格安の１万フーリで売っていたりしたんだよ」

　横で見ているマレッタが言った。その指輪はどうせ偽にせ物ものだろうけど、確かにこの道具屋はチョイスがおかしい。プレゼントですか、とか言いながら一体なに考えてんだ。

「ここはケータさんのセンスの見せどころですよ」

　センスもなにも、お金がないから木彫りの人形なんてものは買えない。確かこのゲームでお金を稼かせぐには、特定のファンタズマが落とす『邪じや気きの欠片かけら』というアイテムを売って稼ぐと聞いている。いくつか持っていたが、まだ換金していない。

　現在、呪のろいの館やかたの探索中に見つけた１０００フーリだけある。全額使うわけにもいかないので、仕方なく釘バットを購入する。てゆーか、どうしてこの世界にも釘バットなんてものがあるんだ。しかも塩こんぶより安いし。

「だっはっは！　女のプレゼントに釘バットを選択するなんて、センスあるわねケータ！」

　ナルミエがお腹なかを抱えて笑い転げる。




アナスタシア「あ、ありがとうございますミツル様。一応大切にしますわ……」




　そう言ったアナスタシアの周囲に下向きの矢印が表示された。ダウナーな効果音が鳴る。好感度が下がったことを知らせる音らしい。

「あー、ケータさん。アナスタシア姫を傷つけたぁ。買わないって選せん択たく肢しでもいいのに」

「いいえ、これでいいのよ。プレゼントをねだる強ごう欲よくな女なんて、釘バットがお似合いだっての。どうせならそれを持ったまま城に帰って、国王を撲ぼく殺さつしてもらいたいわ」

　リゼラとナルミエがそれぞれの感想を口にする。

「お、俺たちは楽しむためにゲームをやってるわけじゃないだろ！」

「女心って難しいもんね。まあ、ケータくんにはわからないか」

　マレッタが意地悪い含み笑いをして言った。それにリゼラとナルミエも「うんうん」と同調する。確かに女心なんてわからないけど、この三人に言われると腹が立つ。

「どうせみんなだって、男心がわからないくせに。どう考えてもモテそうにないもんな」

　ゲームバカのリゼラ、魔ま王おう志望のナルミエ、詐さ欺ぎ師しのマレッタ。変態ばっかりだし。

「め、めちゃくちゃモテますよ！　私は百人以上の男の子に告白されてるんですから！」

「それ絶対、乙女おとめゲームの話だよね」

　マレッタの言葉の弾丸がリゼラの胸を射い貫ぬいた。それによりがっくりと肩を落とす。

「どうせ私はゲームでしか愛されない人間ですよ。そう言うマレッタさんはどうなんですか」

「う……えっと、ボクはその、アイテムさえあればいいし」

「そのうち、惚ほれ薬とか作るんじゃないだろうな」

　俺は冗じよう談だんのつもりで言ったのだが、マレッタはにやりと笑うだけで答えなかった。あらためて思うが、怖い奴やつだな……。

「そういえば入学当初のナルミエちゃんは、かなりモテるほうだったよね？」

　俺を無視したマレッタが、ナルミエに話を振った。

　確かにナルミエは、整った顔立ちに、モデル並みのプロポーションをもっている。不良扱あつかいされているが、それなりにモテるんじゃないだろうか。と思ったのだが。

「え、どうして？」当人はきょとんとしていた。

「ボクのクラスでも話題になってたよ。四組にすごい美人がいるって」

「ククク……みんなあたしの虜とりこってわけね。全員下げ僕ぼくにして魔王城の建設を始めようかしら」

　美人なんだけど、この性格がめちゃくちゃ残念だ。

「で、実際どうなんですか？」

　リゼラが掘り下げた。女子っていうのは、本当にこの手の話が好きだな。

「確かにここに入学したばかりのころは、毎日下げ駄た箱ばこに男子からの手紙が入ってたわね」

「それってラブレターじゃないのか？」と俺。

「違うわよ。話したいことがあるから第一校舎の裏まで来てくれっていう内容なの。だからいつも校舎裏に出向いて、相手をボコボコにしてやったけど」

「……なんで？」

「だって先手必勝でしょ」

　経験があるわけじゃないので断言できないが、それラブレターだったと思うんだけど。

「なんだ、そうなんだね。てっきりナルミエちゃんは、モテるのかと思ったよ」

「まあ、そんなところでしょう。毎日果たし合いを挑いどまれるなんて、大変ですねぇ」

　マレッタもリゼラも、ラブレターとは思っていないらしい。だったら俺の勘かん違ちがいか？

「最近では、あたしの強さと悪さが知れ渡って、誰だれも果たし状を送ってこなくなったけどね。ベンテーチ学園の制圧は簡単だったわ。次はどこを支配しようかしら」

　恋愛っていうのは難解だ。




　せっかくミナトンの街まで戻ってきたので、作中の学園長に会いに行ってみることにした。

　十六年前の世界を舞台にしたこのゲームでは、現在俺たちの通っているベンテーチ学園が図書館として登場する。当時の学園長はそこで司書をやっていたのだ。

　図書館の外観は、今の学園の第一校舎とほぼ同じ。中に入って奥へ進む。地下にある英雄の祭さい壇だんの前で、学園長の姿を見つけた。十六年前の姿だというのに、今とまったく変わらない。

　ゲーム内に親しい知人が出ているのは、すごく不思議な感覚だ。話しかけてみる。




ローリエ「なんだ貴様、まだおったのか。ここは貴様のような無教養かつ下げ賤せんな輩やからが来るような場所ではないわ。さっさと消えるがよい」




　ひどい言われようだった。物語開始時点で親おや父じは学園長から嫌きらわれていたらしい。

　学園長の後ろにある英雄の祭壇に通じる扉を開こうとした。そこは俺や親父がアストラフトに転送されてきた場所なのだが。




ローリエ「神聖な場所に勝手に入ろうとするでない！　肉片にして亜空間にバラまくぞ！」




　どうやら入れないようだ。

「なんだよ、ちょっと覗のぞくぐらいいいじゃないか」と俺。

「英雄の祭壇は一般公開されていませんからね。そのあたりは厳しいんです」

「そういえば、英雄の祭壇って一体なんなんだ？」

　リゼラは丁てい寧ねいに教えてくれた。

「ミツルの登場より二千年も前に、光の国プログレシブから遣わされた初代英雄を祀まつる場所です。資料が乏とぼしいので神話上の存在になっているんですが、初代英雄は邪じや神しんを倒たおしたあともアストラフトに残って、この地で一生を過ごしたと言われています。やがてそこに祭壇を擁ようする神殿が建てられたあと、図書館を経て、今の学園の姿になったそうです」

「なるほど、邪神は数百年周期で復活するって話だもんな。その都つ度ど、光の国プログレシブから親父のような英雄候補がアストラフトに転送されてくるわけか」

「はい。そして学園長は、初代英雄を祀る司祭の末まつ裔えいなんだそうです」

「あの大おお魔ま女じよがねえ……だから英雄の祭壇に入ろうとすると怒おこってくるんだな」

「ちなみに英雄の祭壇の裏には隠かくし階段があって、その下に初代英雄のものとされている地下墓地があるんです。まあ墓地と言っても棺ひつぎはなくて、ただ石せき碑ひが建っているだけの大だい空くう洞どうなんですけどね。そこは禁足地とされていて、歴代司祭でも入ったことがないそうですよ」

　なんだろう。今のリゼラの話には違和感があるぞ……。

「ちょっと待って」ナルミエが口を挟はさんできた。「禁足地っていうのは、誰だれも入れない場所ってことよね。だったらなんでリゼラは、内部のことを詳しく知ってるの？」

　そうそう、俺が感じた違和感の正体はそれだ。

　するとリゼラは、簡単な算数の問題を答えるかのように、当たり前に言った。

「だって、『アストラフトの英雄』に出てきますから」

「……ああ、なるほどね」

　ゲームでなら神聖な禁足地を公開してもいいらしい。だってゲームだもんな。

「終しゆう盤ばんまで進めると、中に入れるようになりますよ。私のセーブデータで見てみますか？」




　興味をもった俺は、リゼラの好意に甘えることにした。

　自分のプレイ状況を保存して一いつ旦たん終了。そしてタイトル画面に戻り、リゼラのセーブデータを開く。リゼラは俺と同じミナトンの街で中断していた。

「じつは初代英雄の地下墓地には、凶きよう悪あくな隠かくしボスがいるんです。いつでもそれと戦えるように、ここでセーブしているんですよ」

　リゼラが楽しそうに言った。それにマレッタが答える。

「あいつ強すぎるよね。ボクはまだ、一度も倒たおしたことがないんだ」

「隠しボスってなんだ？」

　そう尋ねると、マレッタは少し溜ためを作って、脅おどかすように低く言った。

「ラスボスの邪じや神しんより遥はるかに強い、最強のボスキャラ。究極殺さつ戮りく兵器フォニアスだよ」

　究極殺戮兵器……なんだその大層な名前は。

　マレッタは続ける。

「その兵器フォニアスは、強くなって慢まん心しんする人間を是ぜ正せいするために神々が製作したとか言われてるんだけどね。実際のところはよくわかってないんだ」

「邪神に対抗するために作ったけど、制御できないから封印したって説もありますね」

　リゼラが補足した。

「もしかして神々は、その兵器を使って全人類を虐ぎやく殺さつしようとしたんじゃないかしら」

　ナルミエがいつもの調子で言ったが、リゼラはそれを否定せず、真剣な面おも持もちで返す。

「実際そういう説もあるんですよ。フォニアスは手当たり次第に暴れるわけじゃなくて、人だけを狙ねらって攻撃してきますし」

　聞いたナルミエがびくっと肩を震ふるわせた。もしかして怖がってるのか？

「そんな危ない兵器が、なんで初代英雄の地下墓地にあるんだ？」

　俺が聞くと、リゼラは端的に「知りません」と言った。それはゲームでも説明されていないからだそうだ。お前の知識はゲームだけか。

「まあ権力者の墓に武器を埋まい葬そうすることはよくあるからね」マレッタが言った。「フォニアスがいつからこの世界にあるのか知らないけど、どこかで眠っていたそれを、誰だれかが初代英雄の墓に運んだんじゃないかな。人が入ってこない禁足地だから安全だし、初代英雄の霊れいを守る意味にもなるし」

　さすがマレッタ。なんだか説得力がある。

　今開いているリゼラのセーブデータなら地下墓地に入れるということなので、その究極殺さつ戮りく兵器を拝むためにも、さっそくミツルを操作してベンテーチ図書館に向かわせた。

　英雄の祭さい壇だんがある部屋の前に学園長がいたので、話しかけてみる。




ローリエ「ミツルさん、会いたかったよぉ！　今日こそ私と一いつ緒しよに、お風ふ呂ろに入ってくれるんだよね！　ね!?」




「これが俺のセーブデータでミツルに暴言を吐はいていた学園長か……？」

「はい。冒険を続けるうちに、完全にミツルの虜とりこになってしまいました」

　わからない。一体親おや父じは、どうやって学園長を籠ろう絡らくしたんだ。いくら女好きの親父でも、こんなロリババアに手を出したりはしていない……と思いたいが。

　ミツルの連れているアナスタシアが、究極殺戮兵器フォニアスの話を切り出す。すると学園長は渋りながらもこう言った。




ローリエ「まあ、ミツルさんは神々に認められた本物の英雄だし、特別に初代英雄の地下墓地に入れてあげてもいいけど……死んじゃうかもしれないよ？　そんなの私、やだな」




「なるほど。懐かい柔じゆうしたあとの学園長なら、簡単に入れてくれるってわけか」

「言い方が引っかかりますけど、まあそういうことです」

　ミツルとその仲間たちが、英雄の祭壇に案内された。学園長が祭壇の裏にあるスイッチを押すと、隠かくし階段が出現した。

　自分まで禁足地には入れないと言う学園長に見送られて、隠し階段を降りる。螺ら旋せん状じように地下まで続いている長い階段だ。

　そういえばまだ、リゼラのデータでステータスを確認してなかったな。

　ステータス画面を開いてみる。ミツルのほかに、アナスタシアを初めとした七人の仲間たちがいた。驚おどろくことに、そのほとんどが女性キャラだ。

「ハーレムパーティじゃねーか……」

「これが英雄ミツルのもとに集つどった栄光の七人エプタ・アイロエスなんです。そうだ、今度本物のみなさんに会いに行ってみませんか!?　アナスタシア姫にはさすがに会えないでしょうけど、この歌唱魔ま法ほう使いソニアなら、確か近くの街でスナックのママをやっていると聞いたことが……」

「すごーい！　リゼラちゃんのデータは、全員がレベル99なんだね！」

　マレッタが大声をあげた。彼女の言うとおり、ステータス画面に表示されている全キャラのレベルが限界の99になっている。ミツルも例外ではない。

「親おや父じでさえ、レベル99になれるのか！」

「ミツルは成長が遅おそかったので、ここまで育てるのには苦労しましたけどね。でも前に言ったでしょ。最初はどんなに弱くても、一歩ずつ進んでいけば確実に強くなれる。それを教えてくれたのがＲＰＧなんです」

　なんて奥が深いんだＲＰＧ。俺も負けてられないぞ……。

　長い階段の最深部には、巨大な鉄扉があった。魔ま法ほうの封印がかけられており、中に入ることはできない。

「ケータさん。そこは『エルピダ・キー』を使うんですよ」

　リゼラが言った。そうか、物語の終しゆう盤ばんなら、作中のミツルもそれを持っているんだ。

　アイテム画面を開いて、『エルピダ・キー』を選択する。封印された扉はあっさり開いた。

「あらためて思うんだけど、物語終盤で手に入る鍵かぎを最初から持っているケータくんって、かなりずるいよね」

「うんうん。ケータは卑ひ怯きよう者ものよ。でもそこがいいわ」

　マレッタとナルミエのそんな言葉は無視。俺はミツルを操作して、とうとう禁足地とされている初代英雄の地下墓地に足を踏ふみ入れた。

　リゼラが言ったとおり、そこはだだっ広い大だい空くう洞どうだった。権力者の墳ふん墓ぼの写真でよく見かける荘そう厳ごんな壁の装飾は一切ない。無ぶ骨こつな岩肌が続くだけだ。石像や彫刻などの類たぐいもまるでないので、本当にここが初代英雄の墓なのか疑ってしまう。

　大空洞の奥には小さな石せき碑ひが一本だけ建っていた。残念ながら、その脇わきに鎮ちん座ざしている大きな鉄の塊かたまりに存在感が奪うばわれているため、あまり目立たない。

「あの鉄の塊が、究極殺さつ戮りく兵器フォニアスですよ」

　リゼラが言った。

　見た目はクモに近い。丸みを帯びた箱のような胴体は八頭身のミツルより高く、そこに八本の腕がついている。前にせり出した頭部らしき箇か所しよには長細いガラスがついており、それがこの兵器の目のように見えた。背の部分からはＴ字形の部品が伸びている。あれはアンテナか？

　近づいてコントローラーのボタンを押すと、次のような選せん択たく肢しが表示された。




戦いますか？

→はい

　いいえ




　レベル99の親父の実力を見るためにも「はい」を選ぶ。すると壮大なオーケストラが鳴り響ひびいて、戦せん闘とうシーンに切り替わった。

　戦せん闘とう参加メンバーは四人。剣を構えているミツル、杖つえを構えているアナスタシア。そして斧おのを担かついでいる女戦士と、ぬいぐるみを抱だいている女魔ま法ほう使い。見事に女キャラばかりだ。女戦士の名前はゼシア、女魔法使いの名前はワルマーレというらしい。

　その四人と対たい峙じしている究極殺さつ戮りく兵器フォニアスの目が赤く光る。そして八本の腕をバラバラに動かして、高速機動で突っ込んできた。

　振り上げた腕の先に光る三本の鋭するどい爪つめが、女戦士ゼシアに叩たたき付けられる。それだけでゼシアのＨＰは半分もっていかれた。

　続いてフォニアスは後ろに下がって、背のアンテナ周辺に紫電が弾はじける六つの光弾を作り出した。画面上部に『六つの破は滅めつ』という攻こう撃げき名めいが表示される。その六発の光弾はすべてゼシアに命中して、すぐさま彼女が退場となった。

「おい、まだなにもやってないぞ！」

「まずいですケータさん！　急いでフォニアスから離はなれてください！」

　リゼラが言うと同時、フォニアスの頭部前方に巨大な魔法陣が出現した。

　画面上に表示された攻撃名は『神かみ撫なで』。魔法陣から放たれた青白く巨大なエネルギー砲が、火線上にいた残りのメンバーに直撃する。

　それぞれ断だん末まつ魔まの悲鳴をあげて全ぜん滅めつした。画面が暗転し、「その後、英雄ミツルの姿を見た者は誰だれもいない──」というゲームオーバーのメッセージが浮かび上がる。

「……なんだこれ。あんなの勝てるわけないだろ」

「はい。戦い方を工夫しないと、レベル99でも勝てません」

　伏し目がちに言ったリゼラに、マレッタがつけ加える。

「究極殺戮兵器フォニアスの恐ろしいところは、強力な攻撃手段だけじゃないんだ。まず異常に回かい避ひ率りつが高くて、こっちの攻撃がなかなか当たらない。うまく当てたとしても、すべての武器や魔法に耐性があるから、大きなダメージも期待できない。まさに無敵だよ」

「史実の親おや父じは、実際にこんな凶きよう悪あくな兵器を倒たおしたのか？」

　俺が言うと、リゼラは興こう奮ふんした様子で「もちろんです！」と身を乗り出してきた。

「学園長にも聞いたんで間違いないです！　さすが真の英雄は強いですねぇ！」

「ま、マジか……あの親父が……」

　ただの女たらしではなかったらしい。胸くそ悪いけど、その点だけは単純に尊敬する。

「今も初代英雄の地下墓地には、ミツルに破れたフォニアスの残ざん骸がいが転がってるそうですよ」

　そんなことを聞いてしまったら、むくむくと好奇心がわき上がってくる。

　それを後押ししたのは、いたずらを思いついた少女のように笑うマレッタのひと言だった。

「ねえねえ、ケータくんの『エルピダ・キー』があれば、実物を見に行けるんだよね？」




「あの、本当に入るんですか？　英雄の祭さい壇だんはまだしも、その地下は完全な禁足地なのに……」

　英雄の祭さい壇だんがある部屋で、リゼラが気弱な声を出した。

「禁足地って言うけど、そこは初代英雄の地下墓地なんだろ。次期英雄とその仲間たちが入ることの何が悪い。親おや父じたちも入ったじゃないか」

「はっ!?」

「それにこれは『アストラフトの英雄』の聖地巡礼になるんだぞ？」

「はわあっ!?」

「な？　リゼラも入ってみたいだろ？」

「…………入ってみたいです」

　ちょうどそのとき、祭壇の裏を探っていたマレッタが声をあげた。

「ねえねえ、スイッチを見つけたよ。たぶんこれじゃないかな」

　それが正解と言わんばかりに、部屋の壁が動いて隠かくし階段が出現した。




　吹き抜けになっている空間の壁沿いに、地の底まで続くかのような長い螺ら旋せん状じようの階段が取り付けられている。ここまではゲームと同じだが、螺旋階段を降りきった先の廊下には、ごつい錠じようがぶら下がった鉄扉や魔ま法ほうで封印された扉がいくつも用意されていた。ゲームでは一枚の扉しかなかったので、あとから取り付けられたものらしい。

　どれだけ行く手を遮さえぎる扉があろうと、『エルピダ・キー』を持っている俺を止めることはできない。すべての扉を解かい錠じようして、とうとう初代英雄の地下墓地に足を踏ふみ入れた。

「な、なんだか遺跡の盗掘をしてる気分ね。わわ、わくわく、するわ……」

　ナルミエが震ふるえながら言った。その声こわ色いろはまったく、わくわくしているように聞こえない。

「もしかして、薄うす暗ぐらいところが苦手とか？」

　マレッタが意地悪い笑みで言った。

「そ、そんなわけないでしょ！　暗黒を愛するあたしが、闇やみに震えるなんて！」

　怖いんだな。

　初代英雄の地下墓地はゲームと同じ、ただの大だい空くう洞どうだった。ゲームでは気づかなかったが、天てん井じようの岩肌には僅わずかな光を放つ照明がある。半永久的に明かりが灯ともり続ける『不夜の灯火』のようなものだろうか。

　そのぼんやりとした照明の下に、八本の腕を畳たたんでいる鉄の塊かたまりがあった。

　あれが究極殺さつ戮りく兵器フォニアスだ。体部分は高さ二メートル程度で、折り畳まれた腕の長さは、伸ばすと三メートルほどになるだろうか。

「ほ、本当に動かないのかな……？」

　先ほどゲームで全ぜん滅めつさせられた光景がフラッシュバックして、むくむくと恐怖心が鎌かま首くびをもたげてくる。リゼラとナルミエも同じ気持ちなのか、近づこうとしない。

「ふむふむ、肩の部分はいくつかの単純なリベットで接合されてるんだね。材質は……やっぱりただの鉄じゃないみたい。動力も何か気になるなぁ」

　マレッタだけが近づいて、じっくりと観察していた。

「お前は怖いもの知らずなのか!?」

「え、だってこれ、もうただの残ざん骸がいなんでしょ？　調べにきたんだから、近づかないと意味ないじゃん。もし動いたら全力で逃げたらいいし、好奇心には勝てないっしょ」

　いや、わかってるんだけど……マレッタって本当にすごいな。

　しばらく様子を見ていたが、確かに動く気配はないようだった。やがて俺やリゼラも近づいて、凶きよう悪あくな兵器を観察することにした。

　親おや父じが倒たおしたという話だったが、フォニアスは解体されていないばかりか、装甲にも目立った傷は見当たらない。

「なあリゼラ。学園長は本当に親父が倒したって言ってたのか？」

「はい。傷がなくても、動力源を断ったりしたんじゃないですかね。あっ！」

　リゼラが足下の岩肌につまずいて、フォニアスの胴体部分に頭突きを入れる形となった。ごつんと鈍にぶい音がする。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

「もちろんです。だってバリケードですし」

　例の皮肉を言いながら額を見せてくる。そこだけ銀色の無敵金属になっていた。怪け我がをしそうになった瞬しゆん間かんに自動発動する、リゼラの絶対防御魔法エクスプリズモスだ。

「ああー、今のでフォニアスの装甲がへこんじゃったわ！　わっるぅ！」

　ナルミエがリゼラのぶつかった部分をさわりながら言った。

「だ、だってそれは、不可抗力で……ああ、私はなんて罪深いことを！」

「安心しろ。よく見たら、ここもへこんでるぞ。今さら一つ増えたところで問題ないだろ」

　俺が指差したのは胴体の後部下側だ。広い範はん囲いでへこんでいるその中心に、丸いボタンのようなものがついている。軽く触ふれてみたが、装甲板に埋うまっているので押すことはできない。

「あの、そろそろ帰りませんか？」リゼラが言った。「お腹なかも空すいてきましたし、もうとっくに下校時間も過ぎてると思いますし……」

　そう言われて、俺も空腹を感じてきた。ほかの二人もとくに異論はないようだった。




　長い螺ら旋せん階段を登って英雄の祭さい壇だんに戻り、学園の廊下に出る。すでに陽ひは落ちていて、窓の外は真っ暗だった。

「結構スリルあったね！　いつ動き出すかとヒヤヒヤしちゃったよ」

　マレッタはそう言うが、とてもヒヤヒヤしていたとは思えない。

「ねえ、ちょっとトイレに寄って行かない？」

　女子トイレの前に差し掛かったところで、ナルミエが言った。

「どうぞ行ってきてください」と返したリゼラの袖そでをナルミエが摑つかむ。

「一いつ緒しよに行かない？」

「なんでですか。待っててあげますから、早く行ってきたらいいじゃないですか」

「ここは親しん睦ぼくを深めるためにも、みんなで行ったほうがいいと思うわ」

「……もしかして、フォニアスを見たあとだから怖いとか言うんじゃないでしょうね？」

「なっ！」ナルミエは頰ほおを真っ赤にして叫んだ。「こ、この次期邪じや神しんの座を狙ねらうあたしが、たかが兵器を怖がるですって!?　バカなことは一緒にトイレに行ってから言いなさいよ！」

「とりあえず、袖から手を離はなしてもらえませんか」

「あ、あんたが行かないって言うなら、ケータについてきてもらうからね！」

　俺がナルミエと一緒に女子トイレに？　正気かこいつ？

「な、なんて破は廉れん恥ちなことを……やっぱりあなたは邪悪です！」

「もういいじゃん。ボクも付き合うから一緒に行ってあげようよ」

　マレッタが助け舟を出したことで、三人仲良く（？）女子トイレに入っていった。その間、ナルミエはずっとリゼラの袖を摑んだままだった。

　友達がいなかった者同士、うまくまとまってきているのかな。

　女子トイレの前でそんなことを考えながら待っていると。

「やっほー、ケータ！　もうとっくに下校時間は過ぎてるんだぞ！　いけないんだぞ！」

　廊下の向こうから駆けてきた学園長が、俺に飛びついてきた。

　実物も安定の幼女だ。さっきまでプレイしていた『アストラフトの英雄』に出てくる学園長と外見がまったく同じなので、ゲームキャラが実体化したような妙な錯さつ覚かくに陥おちいる。

「これから帰るところだよ。学園長もか？」

「うん。それじゃ今日は一緒に帰ろ！　夜ご飯は何がいい？　ケータの好きなものなら、なんでも作っちゃうぞー」

　うりうりと俺の胸元に顔をこすりつけてくる。こんなとこ、ほかの生徒に見られたら……。

「ろ、ロリ軍ぐん曹そうがケータに甘えてる……！」

　ちょうど女子トイレから出てきたナルミエたちが、あんぐりと口を開けていた。

　素早く俺から離れた学園長は、こほんと咳せき払ばらいをして言った。

「ふむ。ゲーム研究部の活動で残っておったのか。部員が増えたようでなによりだな」

　この変わり身、侮あなどれんぞ学園長。




　俺たち四人は学園長と一緒に昇降口までやってきた。その間の話題といえば、やはり親おや父じがフォニアスを倒たおした話だ。

「ミツルが初代英雄の地下墓地から出てきたときは、怪け我がとかしてなかったんですか？」

　昇降口で靴を履はき替えながら、マレッタが言った。

「いや、ミツル殿やその仲間たちも、さすがにダメージを受けておった。しかしその表情は、激しい戦せん闘とうを勝ち抜いた勇ゆう敢かんな戦士の顔だったぞ」

　学園長の頰ほおが赤く染まる。もしかして学園長め、本当に親おや父じに恋をしていたなんて言うんじゃないだろうな。

　昇降口を抜けてグラウンドに出る。さすがにもう部活に勤いそしんでいる生徒はいない。無人のグラウンドを横切りながら、俺が言った。

「フォニアスの残ざん骸がいは今も地下墓地にあるんだよな。実物を見たいって言う奴やつもたくさんいるんじゃないのか？」

「もちろんだ。あの『アストラフトの英雄』が発売されてからは、毎日大勢の人間が押し掛けてきおってな。しかし初代英雄の地下墓地は禁足地だ。有無を言わせずに帰らせてやったわ」

「あ、あの、こっそり侵入しようとする人とか、いませんでしたか……？」

　リゼラが遠えん慮りよがちに尋ねると、学園長は眉まゆ根ねにしわを寄せて、何度も頷うなずいた。

「いたいた。不届き者が多くて、その対処には難なん儀ぎしたぞ」

　なるほど……だからあんなに、いくつもの封印された扉を用意することになったのか。

　学園長がこちらを一いち瞥べつする。

「ケータよ。地下墓地へ通じる扉は今でも私が封印しているが、『エルピダ・キー』を持つそなたなら簡単に入ることができる。だからと言って、決して入ってはならんぞ。あそこは神々から真の英雄として認められた者と、その仲間たちのみ、立ち入りが許される場所なのだ」

「わ、わかってるよ」

「もし勝手に入ったら、ケータといえど厳げん罰ばつを食らわせるぞ。そうだな、校舎を隅すみ々ずみまで掃除してもらおうか。すべての校舎の外壁や窓の外側まで、徹てつ底てい的てきに磨みがかせるからな」

「だから入らないってば」

　ベンテーチ学園は元図書館だった第一校舎のほかにも、たくさんの校舎がある。それを全部掃除させられると考えると、さすがにゾッとする。

「校舎の外壁なんて、磨けるものなの？」

　言いながらマレッタが振り返って、校舎を見た。そこで石像のように硬直する。何か悪いものでも見たという表情だ。

　どうしたんだ、と言いながら俺も振り返った。やはり俺もマレッタと同じ状態になる。

　……俺たちが今出てきた第一校舎の壁に、なんかいる。

　鉄の塊かたまりだった。八本の腕を使って、まさにクモのように壁を這はい回っている。

　えっと、あれって確か、さっきゲームでも実物でも見たやつだよな。名前はなんて言ったっけ。究極殺さつ戮りく兵器とかいう大層な名前がついている……。

「って、フォニアスじゃねーかぁッ！」絶叫した。

「すごーい！　本物が動いてるぅ！」対照的にリゼラが歓喜の声をあげる。

「喜んでる場合か！　なんでここにいるんだ!?　さっきまで動いてなかったのに！」

　言ったあと、俺はしまったと自分の口を押さえた。

「まさか貴様ら、初代英雄の地下墓地に入ったのか……？」

　フォニアスを見据えながら静かに言う学園長。その声には確実に怒いかりの含がん蓄ちくがあった。

「い、いや、それはその」

「まさかまだ動くとは……」そう言ったあと、俺に向き直った。「スイッチを入れた直後は、すぐに起動せんはずだぞ。それを切らんと外に出たのか!?」

「え？　スイッチ？」

「胴体の後部下側に起動スイッチがあったろう!?」

　それってまさか、あのへこんでいた押しボタンのことか？　確かにさわったけど……。

「って、待て待て！　究極殺さつ戮りく兵器って、あんなショボいスイッチ一つで動くんかよ!?」

　どうやらゲームに出てくる「戦う」「戦わない」の選せん択たく肢しは、そのスイッチを押すか押さないか、ということだったらしい。

「動き出したフォニアスの背後に回り込んでスイッチを切るのは、至難の業わざだぞ……」

「スイッチっていっても、最初からへこんでいて押せなかったぞ！　俺はさわっただけだ！」

「へこんだボタンにさわると、なぜか押しっぱなし状態になることがありますからね。コントローラーあるあるです」

　リゼラが吞のん気きなことを言った。

　バカな……だったら本当に俺が、あの兵器を起動させてしまったっていうのか？　でもあれは十六年前に親おや父じが倒たおしたはずだろ。なのに、どうしてまだ起動するんだ。

　いや、ちょっと待てよ。俺は想像力を働かせた。

　十六年前、親父は学園長の前で調子いいことを言って、フォニアスと戦ってみた。でもフォニアスの圧倒的な戦闘力の前に敗北しそうになると、「あ、これやべーわ」と思ってスイッチをオフにした。そのとき力任せにぶっ叩たたいたので、スイッチがへこんだ。そして学園長のもとに戻って、「ぶっ倒してやったぜ」と白い歯を見せつけた。つまり……。

「やっぱり親父、倒してねーじゃん！」

「おのれミツル殿、私に噓うそをついたのか……！　本気でかっこいいと惚ほれ直したのに！」

「あ、あのさ、一応確認するけど、あれってゲームでは倒せるのよね？」

　ナルミエが怯おびえながら言った。それに無む慈じ悲ひな答えを突き返したのはリゼラだ。

「レベル99でも勝てないときがあります」

「くっ、どうすればよいのだ!?」

　学園長が言ったとき、第一校舎の壁を這はい回っていた究極殺戮兵器フォニアスが、とうとう俺たちの姿を捉とらえた。頭部にあるガラスに、警告色を連想させる赤い光が灯ともる。

　それは戦せん闘とうモードに移行したことを示す合図だった。

「ひいっ！」

　誰だれのものともわからない悲鳴が耳に届く。俺のかもしれないし、全員のかもしれない。

　フォニアスは跳ちよう躍やくして、グラウンドに降り立った。そして前方に、青白く光る巨大な魔ま法ほう陣じんを展開させる。あれはゲームで全ぜん滅めつさせられたエネルギー砲、神かみ撫なでってやつでは……？

　次の瞬しゆん間かん、その魔法陣から圧あつ倒とう的てきな青白い光の洪こう水ずいが放たれた。

「伏せろ！」

　学園長に言われるまでもなく、ゲームでその恐ろしさを体感していた俺たちは、グラウンドに這はいつくばった。背中のすぐ上をエネルギー砲が抜けていく。

　すさまじい轟ごう音おんが鼓こ膜まくを殴なぐりつける。振り返ると、そこにあった体育館が僅わずかな痕こん跡せきを残して消し飛んでいた。

「あ、あんなの現実にいるなんて反則じゃないか！　なんとかスイッチ切れないの!?」

　マレッタが言った。ゆっくり身を起こした学園長は、フォニアスを睨にらみながら静かに紡つむぐ。

「ケータの言うとおり陥かん没ぼつしているなら、もう押しても反応しないかもしれん」

「だったらどうすればいいわけ!?」

「壊こわすしかない」ギリギリと歯を嚙かみ締しめる学園長。「下校時間は過ぎているので、もう校内には誰だれも残っていないと思いたいが……」

　そんな切実な思いを裏切るように、グラウンド脇わきのクラブハウスから数人の生徒たちが飛び出してきた。

「な、なんだ今の音は!?」「グラウンドにやばそうな機械があるぞ！」

　ジェフを初めとしたアステラ部の面々だった。

「そなたたち、逃げるのだ！」

　学園長が叫ぶと同時だった。究極殺戮兵器フォニアスは、ジェフたちを攻撃対象と認識してそちらへ走り出す。八本の腕で疾しつ走そうする機械。感情の起伏は一切なく、ただ人間を抹まつ殺さつしようとする究極兵器。それは今まで見たどんな肉食獣じゆうよりも恐ろしく映った。

「ひ、ひいいいい！」

　ジェフたちは逃げ出したが、フォニアスのほうが圧倒的に速い。その後方に迫って、三本の巨大な爪つめがついた前腕を振り上げる。大木を根こそぎ刈り取れるかのような重厚な拳こぶしが叩たたきつけられる直前──。

「神罰光線魔法アクテイナフオトス！」

　重ねて突き出した学園長の両りよう掌てのひらから、青白い光線魔法が放たれた。それは光線系のなかでも最大の魔法だが、フォニアスの神かみ撫なでと比べると、その直径は比較にならないほど小さい。

　学園長の魔法がフォニアスに直撃する。動きを止めることはできたが、あらゆる攻撃耐性をもつ装甲には傷一つついていない。そして。

　振り返ったフォニアスが、学園長目がけて同じサイズの神罰光線魔法アクテイナフオトスを撃うち返してきた。

　咄とつ嗟さに身をよじった学園長の肩をかすめていく。もう少し反応が遅おそければ、上半身が消し飛んでいただろう。

　こいつはマジでシャレになってない……。

　さっきまで吞のん気きなことを言っていたリゼラでさえも、顔をこわばらせていた。

「早く逃げるのだ！」学園長が叫ぶ。「ここは私が食い止めておくから、そなたたちは街の駐ちゆう屯とん所じよに掛け合って、軍を呼んでもらえ！　奴やつを破は壊かいするには、最低でも一個連隊は必要だぞ！」

　一個連隊っていうのは、数千人規模の軍勢だったと思う。あの兵器一体にマジか……。

「でも学園長……！」

「は、早く来るのよリゼラ！」

　ナルミエがしぶるリゼラの手を引いて駆け出していく。俺とマレッタもあとに続いた。




「おい、あれは一体なんなんだよ!?　お前ら知ってるんじゃねーのか!?」

　一いつ緒しよに校門を飛び出したジェフが言ってきたが、俺には答える余裕がない。あまりの恐怖にうまく口が開かないのだ。

　あれが究極殺さつ戮りく兵器フォニアス。一いち撃げきで体育館を吹き飛ばす超火力をもち、すべての攻撃に耐性がある鉄壁の装甲をもつ。学園長は一個連隊を呼べと言っていたが、それでもあの兵器を止められる確証はまったくもてない。

　あらためて思う。俺はとんでもない化け物を起こしてしまったと。罪の重さに同調して足が重くなる。それでも足を前に出させているのは罪悪感に勝る恐怖心。申し訳ないとは思いながらも、俺の体は止まらない。少しでも早く学園から離はなれようと駆け抜ける。

　ふとリゼラが立ち止まった。その後ろを走っていた俺は、彼女の背にぶつかる。

　なんだよ、止まってる場合じゃないだろ。

　たったそれだけの言葉でさえ、喉のどの奥に張り付いて出てこない。

「やっぱり私、戻ります」

　耳を疑った。こいつ、あの恐ろしい戦場に戻るって言ったのか？

「ば、バカなこと言ってないで、早く逃げるわよ！」

　ナルミエが手を引くが、リゼラは動かなかった。

「だってこうなったのは、私たちのせいなんですよ!?　そのせいで学園長が死んじゃうかもしれないんですよ!?」

　その言葉が俺の胸をえぐった。リゼラたちのせいじゃない。俺一人の責任だ。それを言わなければならないはずだが、ようやく開いた口から出たのは別の言葉だった。

「お前が戻ったところで、何ができるって言うんだよ！」

「絶対防御魔法エクスプリズモスが使える私なら、学園長の盾たてになることができます！　私は隕いん石せきが直撃しても死なないって話ですし……」

「そんなの試したことないだろ！　相手は体育館を一いち撃げきで消し飛ばす殺さつ戮りく兵器だぞ!?　無敵金属になった体ごと消し飛ぶかもしれないんだぞ!?」

「そ、そうよリゼラ。無む茶ちやなこと言わないで」ナルミエが言った。「い、いくらあんたが無敵の防御魔ま法ほうを使えるとしても、魔法力が尽つきたらどうするつもり？　あ、あんなの、あたしたちのレベルでどうにかできる相手じゃないわ……」

「おい、なにやってんだよ！　早く逃げようぜ！」

　一いつ緒しよに立ち止まっていたジェフが言った。

「それでも……それでも私が今までプレイしてきたすべてのＲＰＧの主人公は、誰だれかを見捨てて逃げたりしませんでした！　そんな姿に、そんな勇気に、私は憧あこがれたんです！」

「それはゲームの話でしょ!?　今あたしたちが直面しているのは、現実の話なのよ!?」

　ナルミエが言ってもリゼラは動かない。「ケータからも何か言ってやってよ！」

　俺はリゼラに近づいて言った。

「ＲＰＧの主人公は、誰かを見捨てて逃げたりしない……それはミツルもそうなのか？」

「はい」

　リゼラは強い眼まな差ざしで答えた。

　だったらゲームの話じゃない。現実の話だ。なぜなら『アストラフトの英雄』は史実をもとにしたゲームだからだ。親おや父じは性格に難ありかもしれないが、本当に強い男だったのだ。

「ケータ、なんで黙だまってるのよ！　もう無理やりでも連れて行くわよ！」

　ナルミエが手を伸ばしてくる。俺はそれを振り払った。

「俺もリゼラと一緒に行く」

「は、はあ？　あんた正気なの!?」

　そこにマレッタも口を挟はさんでくる。

「絶対防御魔法エクスプリズモスがあるリゼラちゃんならまだしも、ケータくんが行ったところでどうしようもないんじゃないの？」

「わかってるよ！　確かに俺にはリゼラのような魔法はない！　そればかりか運動も勉強もだめだめで、なんの取り柄えもない学園最弱の人間だ！　それでも世話になった学園長を、俺のせいで死なせてしまうかもしれないなんて、そんなの考えたくないんだよ！」

「ケータさん、なんの取り柄もない人間なんていません。あなたにだって、素晴らしい才能があるじゃないですか」

　リゼラが優しい笑顔で言った。

「それって俺の空間歪曲魔法ドライブシアターのことか？　あんなのただ道具を取り出すだけの……」

「違いますよ。あなたには斬ざん新しんな発想力と、大胆な行動力があります。そしてなにより、友達のいなかった私を勇気づけてくれたように、人を思う気持ちがあるんです。それって全部、真の英雄に必要な要素だと思います」

「おい、逃げるのか逃げねーのか、どっちなんだ!?　もう俺たちは行くぞ!?」

　ジェフが急せかしてくる。ナルミエとマレッタは、黙だまって俺たちの様子を見つめていた。

「俺はリゼラと一いつ緒しよに戻りたい」もう一度言った。「でも情けないことに、やっぱりまだ怖くて足がうまく動かないんだ。それでも、リゼラが一緒に来てくれって言ってくれるなら俺は……」

「それはだめです。私はできることなら、ケータさんにも逃げてほしいと思っています」

「で、でも……」

　リゼラに近づこうとしたが、体が反応してくれない。気持ちはとっくに固まっているのに、恐怖心という楔くさびが未いまだに両足を縫ぬい付けている。あれだけ啖たん呵かを切った直後なのに、なんて情けないんだ。リゼラだって、きっと一人で戻るのは怖いはずなのに。

「大だい丈じよう夫ぶです。私は死にません。無事に帰ってきたら、また一緒にゲームやりましょうね」
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　あ……。

　その言葉で俺は気づいてしまった。

　今のがリゼラの答えだ。やっぱりリゼラは、俺に来てほしいと思っている。でも自分からそんなことは頼たのめない。だから代わりに、一緒にゲームをやろうと言ったのだ。

　リゼラと一緒にゲームをやるとき、俺は必ずあの言葉を言わされていた。苦難に挑いどむ決意を揺ゆり起こす、魔ま法ほうの言葉を。

「プッシュ、スタートボタン……」

　小さくつぶやいた。それだけで俺は、縛しばりつけていた両足の楔くさびを打ち砕くだくことができた。

　リゼラが呆ぼう然ぜんと見つめている。そんな彼女に俺は言った。

「行くぞリゼラ！」

「…………はい！」




　リゼラと二人で夜の街を疾しつ走そうする。

　ベンテーチ学園に戻ると決めた以上、無策で挑いどむわけにはいかない。走る足を止めず、リゼラからゲームでのフォニアス攻略法を詳しく聞き出した。

「フォニアスは動きが素早いので、こちらの攻こう撃げきがなかなか当たりません。そのため補助魔ま法ほうを使ってこちらの移動速度を上げるか、スタン技を使って相手のバランスを崩くずすことが基本戦術となります」

「学園長はその移動速度を上げる魔法を使えるかな？」

「わかりませんが、その魔法は本来の能力を底上げするものなんです。レベルの低い私たちにかけたところで、フォニアスに追いつけるほどの速度にはなりませんよ」

「だったら、奴やつのバランスを崩して動けなくするしか……」

「仮にそれができたとしても、フォニアスの装甲はあらゆる攻撃耐性をもっているので、私たちではどうあがいてもダメージを与えることができません。ここは倒たおすことを考えるんじゃなくて、軍が到着するまでどうやって時間を稼かせぐかということを考えるべきだと思います」

　リゼラはそう言うが、じつは俺はさっき思いついてしまった。成功するかどうかはまだわからないが、フォニアスを倒せるかもしれない方法を。

　しかしそれを実じつ践せんするには、奴の動きを少しでも封じる必要がある。

「素早い奴には攻撃がなかなか当たらない……でもさっき学園長は、ジェフを攻撃しようとするフォニアスに光線系魔法を当てたよな。あれは学園長の命中率の問題なのか？」

「いえ、あれはフォニアスが攻撃動作に入っていたからですね」

「なんだそれは？　詳しく教えてくれ」

「フォニアスは回かい避ひと攻撃のどちらかに専念するので、攻撃動作の最中はこちらの攻撃をかわせないんです。『アストラフトの英雄』をやり込んでいる人なら、フォニアスが攻撃動作に入っているときに、戦せん闘とうメンバー全員でタコ殴なぐりにします。とはいえ攻撃速度も速いので、ほとんど隙すきはないんですが」

　そういえば奴が神かみ撫なでの魔ま法ほう陣じんを展開しているときは、その動きを止めていた。ゲームの上級者は、そういった隙を狙ねらって攻撃を当てていくわけか。

「だったらフォニアスの攻撃のなかで、一番攻撃速度が遅おそいものってなんだ？」

「腕の先を切り離はなして飛ばす、ロケットパンチですね。最も隙が大きいので、それがくるまでひたすらガードを固めて待つという戦法もあります」

　なんだか見えてきた気がする。安全にフォニアスを叩たたきのめす必勝の策が。

　しかしその策を実じつ践せんするには、俺とリゼラの二人だけでは足りない。せめてあと一人、いや二人いれば……。

　そのときだった。

「ちょっと待ちなさいよぉ！」

　後方から声を張り上げて追いかけてくる奴やつがいる。

　走りながら振り返った。それはナルミエとマレッタだった。

「なんでナルミエさんたちまで……？」

　目を丸くしたリゼラが言う。

「あの兵器をバラバラにするんでしょ!?　だったらゲーム研究部最強のあたしがいなくてどうするのよ！」

　強気な発言をするナルミエだが、その声はかすかに震ふるえていた。

「ふふ、さっきのナルミエちゃんは、かっこよかったんだよ」マレッタが言った。「ケータくんが走り去ったあと、ジェフが『あの軟弱野郎のケータまで行くなんて……バカか』って言ったんだけどね。それにナルミエちゃんはこう返したの。『確かにケータは大バカ野郎よ。でもね、誰だれにも彼を軟弱野郎なんて呼ばせないわ！　ただ怖がっているだけのあたしやあんたとは違うのよ！』ってね」

「だだ、誰が怖がってるですって!?　あたしは最初からあの兵器をグチャミソにしてやることしか考えてないっての！」

「またまた強がっちゃって。怖がってるくせにケータくんたちを追いかけようって言ったナルミエちゃんのこと、ボクは好きだよ」

「だからあたしは怖がってないってば！」

「やっぱりナルミエさんって、ツンデレキャラ……？」

「ははっ」

　口から笑いが漏もれた。こんなやばい状況なのにいつも通り。それがなんだかおかしい。

　メンバーは揃そろった。この連中と一いつ緒しよなら、きっとフォニアスを止められる。俺は走る足を休めずに、組み立てた作戦概がい要ようを仲間たちに説明した。




　学園の校門をくぐり抜けると、広いグラウンドで対たい峙じする学園長とフォニアスの姿がすぐ目に飛び込んできた。

　夜よ闇やみに煌きらめく六発の光弾が、明確な殺意をもって学園長に襲おそいかかる。学園長は常人離ばなれした瞬しゆん発ぱつ力りよくで、転がってかわした。

　起き上がったところに、高速機動のフォニアスが迫る。伸ばされた前腕の先せん端たんが口を開け、そこから炎が噴き出した。

「火炎除去魔法アンテピリカルカ！」

　突き出した学園長の両りよう拳こぶしを起点に、フォニアスの火炎放射が両サイドに割れた。

　凶きよう悪あくな機械は八本の腕を使って再び距きよ離りを取る。その装甲は未いまだに無傷。一方学園長のほうは、すすだらけの服が部分的に破れ、いたるところから流血していた。

　ダメージの差は歴然だ。すでに体力は限界なのか、学園長は膝ひざをついてしまった。

　まずい！

　俺は素早く空間歪曲魔法ドライブシアターで例の神具を取り出すと、作戦の準備を始めた。

　フォニアスは攻こう撃げきの手を休めない。右前腕を伸ばして、手首にあたる部分が切り離はなされる。それが炎の尾を引きながら学園長目がけて飛んだ。あれが『アストラフトの英雄』において、ロケットパンチと命名されている攻撃だ。

　飛ひ翔しようする拳の直径は一メートルほど。小柄な学園長の三分の二に近いサイズだ。その一撃をまともに食らうと、全身の骨が砕くだかれてしまうだろう。膝をついて体勢を崩くずしている今の学園長なら、直撃はまぬがれない。

　この神具さえなければな……！

　死を覚かく悟ごしたのか、ぎゅっと両目を閉じる学園長。そこに向かって一直線に飛ぶロケットパンチが、学園長の眼前で急に右みぎ旋せん回かいした。

　方向を変えて飛翔するロケットパンチが向かう先は──俺の傍そばにいるリゼラだ。

「どりゃあああああ！」

　リゼラは両拳を握にぎりしめて、ロケットパンチに頭突きを入れた。

　ガツン、と鈍にぶい音が響ひびく。リゼラは倒たおれない。逆にロケットパンチのほうが地に落ちた。

　彼女の体は、頭からつま先まで、全身が銀色の金属に変化している。それはあらゆる攻撃を無効化する究極の防御魔ま法ほう、絶対防御魔法エクスプリズモスだ。

「な、なんだと……？」膝をついたままの学園長が振り返った。俺たち四人の姿を見て驚きよう愕がくすると同時に、大声をあげる。「そ、そなたたち、どうして戻ってきたのだ!?」

「責任を果たしにきたんだよ！　押しつけて悪かったな学園長！」

　地面に落ちたフォニアスの拳がゆっくりと本体に戻る。それは再び、ロケットパンチとして発射された。狙ねらわれたのは一番近くにいる学園長ではなく、離れた場所にいるリゼラだ。

「無む駄だですよーだ！」

　また自動的に絶対防御魔法エクスプリズモスが発動し、フォニアスの拳を弾はじき返す。

「さっきからなぜ、リゼラくんに攻撃が集中するのだ……あ、その神具か！」

　学園長も気づいたようだ。リゼラが腋わきにラグビーボール形の神具を抱えていることを。

「そう、『ターゲットボール』だよ！　このボールについているカメラで撮影した敵の攻撃は、必ずボールを持っている人間に集中する！　フォニアスは撮影済みだから、奴やつの攻撃は全部リゼラに集まるぜ！」

　フォニアスはロケットパンチを戻すと、八本の腕を使ってこちらに駆け出してきた。

「い、いかん逃げろ！　いくらリゼラくんに絶対防御魔法エクスプリズモスがあるからと言って、そなたたちにどうにかできる相手では……！」

　高速で俺たちに迫せまるフォニアスが、突然バランスを崩くずして倒たおれ込んだ。体を支える腕の一本が地面に沈んでいる。学園長には何が起きたのか、見当もつかないだろう。だから俺は、手に持っている杖つえを掲かかげてみせた。

「神具『回かい避ひの杖』でさっき作った落とし穴だ！　しばらく休んでろフォニアス！」

　それは杖の石いし突づきで地面を叩たたくと、直径一メートル強の輪が広がり、そこに誰だれかが足を踏ふみ入れると即席の穴になるというアイテムだ。

　その隙すきを狙ねらって、啞あ然ぜんとする学園長のもとに駆け寄る。

「学園長、これ飲んで」

　マレッタがポケットから小こ瓶びんを出して渡した。学園長は怪け訝げんな顔をしながらも、それを一気に飲み干す。すると表情から疲ひ弊へいの色が消えた。膝ひざをついていた弱々しい姿を否定するかのように、元気よく立ち上がる。血も止まっている様子だった。

「体力が回復した……なんだこれは？」

「通常の回復薬の倍の効果があるボクの自信作、名付けて『ダメージ平気液』。本当は５０００フーリもらいたいところだけど、特別にタダにしてあげるね」

「…………なんという連中だ」

　学園長は薄うすく笑った。

　機体の駆動音が聞こえる。全員で振り返ると、即席の穴に腕をとられていたフォニアスが、ほかの腕を使ってようやく脱出したところだった。

　さすがにあれでずっと動きを止めることはできないか。でも収穫は充分にあった。俺の神具やみんなの力をうまく使えば、レベルの低い俺たちでも無敵のフォニアスと渡り合うことができる。それが確信できたことは、かなり大きなアドバンテージだ。

「学園長、なんと言われようと、もう俺たちは逃げないぞ。絶対にあれを倒す」

　そこにリゼラがつけ加える。

「私たちは強くありません。ですが、低レベルクリアはＲＰＧの醍だい醐ご味みのひとつですからね。ケータさんの発案で、その糸口も見えてきたんです」

　ナルミエとマレッタも頷うなずく。みんな俺が立てた作戦に希望を見み出いだしているのか、表情に恐怖の色はほとんどない。むしろ瞳ひとみには絶対に倒すという闘とう志しさえうかがえる。俺を含めて、その闘志を火種に大胆な行動がとれる理想の精神状態になっているのだ。

　フォニアスは思わぬ攻こう撃げきにあって警戒しているのか、今すぐ攻撃してくる様子はない。その様子を見て、学園長はため息をついた。

　そして俺たちに手をかざす。すると学園長を含めた全員の体がぼんやりと光った。

　なんだこれ……？　体が軽くなったような気がするぞ。

「全員の防御力を上げる全体防御魔法オーラサリユバースと、移動速度を上げる全体俊足魔法オーラピラヴロスをかけたのだ。強敵と戦うには必要な補助魔ま法ほうだろう？」

　学園長は温かい笑顔を見せてくれた。俺たちが戦せん闘とうに参加することを許してくれたのだ。

　そしてこの魔法があれば、より作戦も実行しやすい。学園長に頭を下げた。

「それで、倒たおす糸口が見えたと言っていたが、一体それはどういうものだ」

　尋ねられた直後、とうとうフォニアスが攻こう撃げきを開始した。背にあるＴ字形のアンテナ周辺に紫電が弾はじける光弾をつくり、『ターゲットボール』を持っているリゼラ目がけて飛ばしてくる。ゲームでは「六つの破は滅めつ」と名付けられていた攻撃だ。

「効きません！」

　リゼラの体が自動的に無敵金属に変化する。フォニアスの光弾でさえも、絶対防御魔法エクスプリズモスの前には通用しない。

　一体どうするつもりだ、と急せかしてくる学園長に俺は言った。

「またフォニアスがロケットパンチをしてくるまで待つんだ」

　そこで運良く、フォニアスの巨大な拳こぶしが発射された。きた……！

「作戦開始よ！」

　ナルミエがリゼラの手から『ターゲットボール』をもぎ取って逃げる。フォニアスのロケットパンチはリゼラではなく、ナルミエのほうに軌道を変えた。リゼラとマレッタも、それぞれ別方向に走り出す。

「すごいわ学園長！　全体俊足魔法オーラピラヴロスをかけてもらったおかげで、めちゃくちゃ速く走れる！」

　走りながら叫ぶナルミエ。かなりのスピードで逃げ回っているが、やはりまだフォニアスのロケットパンチのほうが速い。それがナルミエのすぐ背後に迫ったとき。

「へーい、パスパス！」

　離はなれたところを疾しつ走そうするマレッタが手を叩たたいた。ナルミエが『ターゲットボール』を彼女に向かって投げる。マレッタは飛んでキャッチ。フォニアスのロケットパンチがまた軌道を変えて、次のボール所持者に向かって飛ひ翔しようしていく。

「な、なにをしておるのだ？」

　理解の範はん疇ちゆうを超えていたのか、学園長が素すっ頓とん狂きような声を出した。

「ラグビーだよ。俺がいた世界には、そういう球技があったんだ。ボールを持っている選手を敵が追いかけるってやつ。これはタックルじゃないから、タッチラグビーだな」

「だ、だからあれには、どういう意味があるのだ!?」

「リゼラに聞いたんだけど、フォニアスの攻撃はロケットパンチが一番遅おそいんだ。そしてそれは誰だれかにヒットするまで、フォニアス自身が動けなくなる。そこで『ターゲットボール』のパスワークを利用すれば、奴やつの硬直時間を延ばすことができるってわけだ」

「その硬直時間中に攻こう撃げきすると言いたいわけか。しかしフォニアスの装甲にはあらゆる武器や魔ま法ほうの耐性が……」

「俺なら大だい丈じよう夫ぶなんだよ。学園長もあいつらのタッチラグビーに参加してきてくれ」

　はあ？　と首をかしげる学園長を残して、俺は動きを止めているフォニアスに向かって駆け出した。まずは胴体の後方下部にある起動スイッチを押してみる。それでもロケットパンチは止まらない。やはりスイッチがへこんでいる以上、反応しないらしい。

　だったら別に構わない。予定どおりの作戦を実行するだけだ。

　真横に伸ばした右手を空間の穴に突っ込む。空間歪曲魔法ドライブシアター発動。別次元の倉庫から取り出すアイテムは、『エルピダ・キー』だ。

　それを持ったまま、高さ二メートルほどのフォニアスの胴体に飛び乗った。

　胴体と八本の腕を繫つなぐ肩の部分には、いくつかのリベットが打ち込まれている。おそらくそれは、胴体と腕を接合すると同時に、内部の複雑な機関にふれさせないための「封」だ。

　それがあるなら、あらゆる封をこじ開ける『エルピダ・キー』で引っこ抜くことができるはず。親おや父じがワインのコルクを抜いていたように。俺がゲーム機のカバーをこじ開けたように！

　Ｆ字形の『エルピダ・キー』を、ロケットパンチ発射中の腕の根元、肩部分にあるリベットに当てる。それだけでリベットが浮き上がってきた。

　その間もフォニアスが俺を攻撃してくる様子はない。奴やつが発射中のロケットパンチは、まだ『ターゲットボール』をパスで繫ぐリゼラたちを追っているからだ。

　確認できるリベットを手当たり次第に抜いていく。いくつか抜いたところで、機体内部のケーブルがぶちぶちと音を立てて、肩から下がずり落ちた。なんだかよくわからない細かな部品も落ちてくる。ずり落ちた腕と肩はまだ数本のケーブルで繫がっているが、動力を伝える主要な導線が切れたのか、落ちた腕はぴくりとも動かない。

「ケータ！　ロケットパンチが急に落ちたわ！」

『ターゲットボール』を持ってグラウンドを駆け回っていたナルミエが言った。彼女の傍そばには、落下して動かなくなったフォニアスの拳こぶしがある。

　よし……読みは当たった。それならこのまま、バラバラにしてやるぜ！

　次の腕を外そうとしたときだった。それまで静止していたフォニアスが、胴体にしがみついている俺のすぐ脇わき、Ｔ字アンテナの周辺に六つの光弾を生成した。

「やばい！　ロケットパンチが落ちたから、ほかの攻撃をしてくるぞ！　早くボールをリゼラに渡せ！」

　リゼラがナルミエからボールを受け取った瞬しゆん間かん、六つの光弾がリゼラ目がけて飛んだ。間一髪、自動発動するリゼラの絶対防御魔法エクスプリズモスで防ぐことができた。ナルミエがもう少し『ターゲットボール』を長く持っていれば、彼女は今ごろ撃うち抜かれて死んでいただろう。

「あ、危なかった……」胸を撫なで下ろすナルミエ。

「油断するなよ！　攻こう撃げき速度の遅おそいロケットパンチが来るまでは、ずっとリゼラにボールを持っていてもらうんだ！　現実はゲームと違って、死んでもリトライできないんだからな！」

　フォニアスが残り七本の腕をぴんと立てて疾しつ走そうした。その慣性に耐えきれず、胴体にしがみついていた俺は振り落とされてしまう。

「ぐはあッ！」

　腕の高さを含めて四、五メートルほどの高さから振り落とされたのに、たいした怪け我がを負わなかった。さっき学園長にかけてもらった全体防御魔法オーラサリユバースで防御力がアップしていたおかげだ。

「リゼラ、そっちに行ったぞ！　もう一発耐えてくれ！」

　疾走するフォニアスは、巨大な爪つめをリゼラに叩たたきつけた。それもリゼラの絶対防御魔法エクスプリズモスの前には通用しない。次にフォニアスは距きよ離りを取って、再びロケットパンチを発射した。

「きた！　パスワークだ！」

　俺が言うまでもなく、リゼラは迫せまり来るロケットパンチから逃げながら『ターゲットボール』を学園長に投げた。

「お願いしますローリエ学園長！」

「よ、よし、任せろ！」

　今度はキャッチした学園長にロケットパンチが迫る。その間、フォニアス本体は動かないので、俺はまた敵に飛び乗った。

「次の腕はこれだな！」

　肩部分にあるリベットに、『エルピダ・キー』を当てて外していく。

　これが俺たちの作戦の全容だった。レベルが低い俺たちは、究極殺さつ戮りく兵器フォニアスの攻撃を一撃でも食らったら死ぬ。だったら『ターゲットボール』をうまく使って、絶対防御魔法エクスプリズモスを使えるリゼラ以外、攻撃を食らわないようにすればいい。ボールのパスワークを利用すれば、ロケットパンチが被弾するまでの時間を稼かせげる。その間動けないフォニアスを俺が解体。これで倒たおせる。奴やつが機械だからこそできる戦法だ。

　その作戦は順調に進み、八本あったフォニアスの腕を残り一本のところまで解体した。

「これで……最後の一本だ！」

　とうとう俺は、フォニアスを支えるすべての腕を外すことに成功した。ズシンと音を立てて胴体が地に落ちる。これで少なくとも、こいつは移動することができないはず。

　と思いきや、なんと接地面の四隅から機体を支える四つの車輪が出現した。フォニアスはそれを使って、グラウンドを縦じゆう横おう無む尽じんに走り回る。さっきまでがクモだとしたら、今度は車だ。

「な、なんだよこいつ!?　まだ動くってのか!?」

「そんな形態、ゲームには出てこなかったのに！」

　リゼラが言った。それはおそらく、現実の親おや父じたちがフォニアスをここまで追いつめていなかったから、ゲームでは表現されていないんだろう。つまり俺たちは、親父たち以上に健けん闘とうしているという証しよう拠こにほかならない。

　フォニアスはもう腕がない以上、ロケットパンチや火炎放射、爪つめを使った引き裂さき攻こう撃げきはできないはずだ。あとの脅きよう威いは六発の光弾攻撃と……。

　フォニアスの前方に巨大な魔ま法ほう陣じんが出現した。俺たちが戦せん闘とうに復帰してから初めてくり出す高出力のエネルギー砲、神かみ撫なでだ。

　そうだ、まだこれがあったんだ……！

「ナルミエさん下がって！」

　リゼラがナルミエから『ターゲットボール』を奪うばい取り、彼女の前に飛び出した。

　瞬しゆん間かん、青白い光の洪こう水ずいがリゼラを襲おそう。

「リゼラぁぁッ!?」

　エネルギーの照射が終わる。まず目に飛び込んできたのは、一部分を削り取られた校舎だ。

　そして……リゼラは無事だった。その後ろには地に伏せていたナルミエの姿も確認できる。少し不安だったが、リゼラの絶対防御魔法エクスプリズモスはフォニアスの神かみ撫なでさえも無効化するらしい。

「……ははっ、本当に無敵じゃないか」

「よ、よくもびっくりさせてくれたわね……！」

　立ち上がったナルミエが、グラウンドに落ちていたフォニアスの腕を一本持ち上げる。全長三メートルはある巨大な腕なのに、なんて怪力だ。

「どっせええええい！」

　その腕を丸太のように振り回して、フォニアスを横よこ薙なぎに殴なぐりつけた。同じ素材が使われているフォニアスの装甲を大きく陥かん没ぼつさせたが、さすがに致命傷までは至らない。

「くっ、こいつ、やっぱりものすごく硬いわ！」

「ケータくん！　早く胴体も解体しちゃってよ！」遠くからマレッタが叫ぶ。

　そうだ、さっさとこいつをぶっ壊こわさないと……。

　背中にしがみついている俺は、ほかのリベットを探した。

「急ぐのだケータ！　そろそろリゼラくんの魔法力は限界だぞ！」

「ま、まだやれますから……大だい丈じよう夫ぶですよ」

　リゼラは学園長にそう答えたが、大丈夫じゃないことはよく知っている。夜よ伽とぎの大だい蛇じやに襲おそわれたときだって、十回ほどの絶対防御魔法エクスプリズモスで気絶したのだ。ここにきてリゼラは、すでにその倍近くを使っている。

　フォニアスがＴ字アンテナの周辺に、六発の光弾を生成した。それが『ターゲットボール』を持つリゼラ目がけて飛ぶ。リゼラはまた絶対防御魔法エクスプリズモスでそれを防いだ。

「どうしたのケータ！　早くしなさい！」ナルミエが叫ぶ。

「……ない」

「なにが!?」

「リベットだよ！　肩周辺にはあったのに、胴体には一つも見つからないんだ！」

『エルピダ・キー』は錠じようや魔ま法ほうの印、ネジやリベットなど、明確な封がある箇所に当てなければ効果が発揮されない。なのに胴体にはそれがまったく見当たらない。

　ちょっと待て、それじゃもう、なす術すべがないってことか……？

　ここにきてまさかの展開に思わず脱力した俺は、四つの車輪で疾しつ走そうするフォニアスの背からまた振り落とされてしまった。

「ち、ちくしょう、あと一歩のところまできてるんだぞ……！」

　立ち上がった俺は、さっきナルミエがやったように、落ちているフォニアスの腕で殴なぐりつけようとした。しかし非力な俺では、持ち上げることすらできない。さきほどナルミエがフォニアスの腕で殴ったときに折れたのか、近くに長さ六十センチほどの爪つめが一本落ちていた。

　俺に持てるのは、せいぜいこれぐらいか。こうなったら一か八か、捨て身の攻こう撃げきに出るしかない。

　……この俺が捨て身なんて笑える。でも俺のせいで外に出てしまったフォニアスだけは、この手で絶対にぶっ壊こわさなければ。

　攻撃手段に乏とぼしいフォニアスは、とうとう体当たり攻撃に出た。ナルミエたちは『ターゲットボール』のパスワークを続けながら、なんとか逃げ回っている。

　俺はリゼラに駆け寄って声をかけた。彼女の額には玉のような汗が無数に浮かんでいる。これは走って体力が消耗しているだけではない。魔法の使い過ぎも影えい響きようしているのだ。

「悪いリゼラ、もう少しだけ絶対防御魔法エクスプリズモスは使えそうか？」

「は、はい。ナルミエさんたちが『ターゲットボール』のパスワークで休ませてくれているので、まだなんとか大だい丈じよう夫ぶです。ですが、もう何度も使えないと思います……」

「それならフォニアスを第一校舎ギリギリまでおびき寄せてくれ。そこで絶対防御魔法エクスプリズモスを使って、奴やつの動きを止めてほしいんだ」

「や、やってみます。でも何をする気ですか？」

　俺は「頼たのんだぞ」とだけ言い残して、第一校舎へ向かった。

　本当は奴の腕ごと持っていきたいが、俺の空間歪曲魔法ドライブシアターで持ち運べるのは、右手で持てるサイズのものだけ。さっき拾ったフォニアスの爪を別次元の倉庫にしまうと、続けて籠こ手て形がたの神具『神しん獣じゆうの尾』を引き出した。

　それを左手に装着すると、第一校舎の屋上にある鉄てつ柵さく目がけて、光の縄なわを発射する。鉄柵に巻き付く光の縄。伸縮自在のそれを縮めると、俺の体は一気に屋上まで上昇した。

　ナルミエから『ターゲットボール』を受け取ったリゼラが、こちらを見上げる。そして校舎ギリギリまで駆けてきた。

　その後ろから六発の光弾を放つフォニアス。リゼラは振り返って絶対防御魔法エクスプリズモスでガード。続けてフォニアスは、近接戦を挑いどむためにリゼラに突進した。

　俺の作戦はシンプル。第一校舎の下までやってきたフォニアスを狙ねらって、屋上から飛び降りる。その落下速度を利用して、さっき回収した奴やつの爪つめをフォニアスの背にぶっ刺すのだ。

　第一校舎の屋上は五階分の高さ。地上までは目測でおよそ十五メートルだが、今の俺には学園長の全体防御魔法オーラサリユバースがかかっている。さっき四、五メートルの高さから振り落とされても無傷だったので、ここから落下しても死ぬまではいかない……と思う。そしてフォニアスの硬い装甲でも、ナルミエがやったように奴自身の部品で攻こう撃げきすればダメージが期待できる。なにしろ俺が持っているのは、先せん端たんが鋭するどく尖とがった爪なのだ。

　空間歪曲魔法ドライブシアターで保管しておいたフォニアスの爪を取り出す。屋上の真下では、ちょうどフォニアスがリゼラに、重量級の体当たりを仕掛けるところだった。

　今だ！

　屋上から飛んだ。このままぶっ刺してやる……と覚かく悟ごを決めたまではよかったが。

　フォニアスの体当たりを受けて、リゼラは吹き飛ばされてしまった。消耗している今の彼女では、体全体まで絶対防御魔法エクスプリズモスの効果が及およばず、踏ふん張りが効かなかったのだ。

　リゼラが持っていた『ターゲットボール』が宙を舞う。所持者がいなくなったことで、フォニアスの攻撃対象はフリーになった。

　そこからは、すべてがスローモーションに見えた。

　究極殺さつ戮りく兵器の四つの車輪のうち、前輪の二つがジャッキの役割を果たして上を向いた。赤い眼光が自分に向かって落下してくる俺を捉とらえる。Ｔ字アンテナの周辺に、紫電が弾はじける六発の光弾が生成された。その攻撃対象は、落下中で身動きがとれない俺だ。

　いくら防御力を上げてもらっている状態でも、レベルの低い俺がフォニアスの攻撃を一発でも食らうと、確実に死ぬ。

　ここまできて、噓うそだろ……？

　こちらに向かって放たれる六発の光弾。緩かん慢まんな速度に見えた。あと一秒もしないうちに、俺の意識は永久に消える。その一秒が果てしなく長く感じた。

「だめえええええええええッ！」

　その絶叫が俺をスローモーションの世界から呼び覚ました。同時に六発の殺意が被弾する。そのまま、真下にいる心ない兵器に頭から落下した。

　ドゴオオン！

　ボーリングの球を床に叩たたきつけたような、重く鈍にぶい音。

　上を向いていたフォニアスの胴体、亀かめでいえば首の付け根あたりに突き刺さった俺は、重力に従ってずしんと地面に倒たおれ込んだ。体は指一本動かないが、不思議と痛みはまるでない。

　仰あお向むけに転がる俺の傍そばに、リゼラが駆け寄ってくる。

「ケータさん！　ケータさん！」

　彼女に揺ゆさぶられても、体はまったく動かなかった。

「リゼラ、俺はもうだめみたいだ……」

「そ、そんな……！　いやですケータさん！」

　リゼラが俺の頭を抱だき起こしてくれた。大粒の涙がぽつぽつと降り注いでくる。こんな俺のために泣いてくれる人なんて、今までいただろうか。考えると胸が痛くなってきた。

　ごめんなリゼラ……もう一いつ緒しよにゲームをやれそうに……。

　ん？

　頭を抱き起こしてもらっている俺は、ふと自分の体が目に入った。

　制服ごと、体全体が銀色の光沢を放つ金属に変化している。

　やがてそれは、上半身から下半身にかけて、ゆっくりと元の色に戻っていった。

「こ、これってもしかして……」

　絶対防御魔法エクスプリズモス──。

　普ふ段だんはリゼラ自身に危機が迫せまったときのみ自動発動して、リゼラ自身の体を守るもの。しかし彼女が限界まで集中したときは、自分以外の相手に自分の意志でかけることができる。呪のろいの館やかたで恐怖の壺つぼから俺を守ってくれたときのように。

　完全に金属化が解けた俺は、むくりと上半身を起こした。

「無傷だ……」

「そうです！　ケータさんは無傷なんです！　だから死んじゃだめです！」
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　リゼラが強い力で抱だきついてくる。

「いや、無傷なら死なないだろ」

「はい！　ケータさんは死なせません！　そんなゲームオーバー認めません！」

「いつまで抱きついてるのよ」

　いつの間にか傍そばにいたナルミエが、リゼラをひっぺがした。そして俺を見て言う。「……本当に大だい丈じよう夫ぶなのケータ？」

「ああ。奇跡的に無事だ」

「え、え？　ほ、本当に無傷なんですか？　フォニアスの攻こう撃げきをまともに受けたのに？　頭から突っ込んだのに？」

　リゼラが言った。お前が俺に絶対防御魔法エクスプリズモスをかけてくれたんだろ。自覚がないのか？

「そ、そうだ、フォニアス！」

　のんびり話している場合じゃなかった。俺はすぐさま飛び退のいて、脇わきにいるフォニアスに向き直ったのだが。

　その鉄の塊かたまりは青白い電光を弾はじけさせるだけで、まったく動かない。前輪を支えるパーツを伸ばした状態で、胴体後部が少しグラウンドにめり込んでいる。直方体の箱が斜めに立っているような、滑こつ稽けいな姿勢だった。

　おそるおそる近づいた学園長とマレッタが隅すみ々ずみまで調べていたが、やがて安あん堵どの息をつく。

「今のケータの落下を受けて、動かなくなったようだ」

　学園長がフォニアスの頭部上方を指差した。巨大な鉄球が落ちてきたかのように、大きく陥かん没ぼつしている。電光はそのあたりから発生していた。

　実際、鉄球よりも頑強なものが落ちてきたのだ。無敵金属化した俺が。

「初代英雄の地下墓地で、無敵金属化したリゼラちゃんが軽く頭突きをしただけでも装甲に傷をつけることができたんだもん。五階分の落下速度が乗っている状態で体ごとぶつかれば、ここまで陥没してもおかしくないね」

　マレッタが言った。ということは……。

　続きを期待して学園長を一いち瞥べつする。静かに頷うなずいてくれた。

「脅きよう威いは去った。そなたたちは見事、究極殺さつ戮りく兵器フォニアスを止めたのだ」

「やった……」小さくつぶやいたあと、両りよう拳こぶしを天に突き上げて絶叫した。「やったあああああ！　俺たちは勝ったぞおおおお！」

「や、やりましたねケータさん！」

　リゼラも興こう奮ふんを隠かくしきれない様子だ。両手を広げて、再び俺の胸元に飛び込もうとする。

　それを押しのけたナルミエが抱きついてきた。

「やったわね！　あたしたち本当にフォニアスをやっつけたのよ！」

「ちょっと！　なんでナルミエさんがケータさんに抱きつくんですか！」

「あたしとケータは、未来の魔ま王おう夫妻だからよ」

「ふーん、ナルミエちゃんってケータくんが好きなんだ。へえ……」

　マレッタのにんまりとした笑顔を見て、ナルミエは素早く身を離はなした。

「ばっ、バカなことを！　あたしはただ、魔王になるケータを補佐したいだけよ！」

「だって今、魔王夫妻って言ったじゃん。それって結婚したいってことでしょ？」

「違うわよ！　ま、魔王夫妻じゃなくて、魔王愉快って言ったのよ！　だって魔王は愉快じゃないの！　ねえ、そうでしょケータ!?」

「まったく愉快じゃない」

「ケータさんは魔王なんかになりません！　真の英雄になって私と一いつ緒しよに光の国プログレシブへ行くんです！　そのためにも私たちは英雄ポイントを貯めて、レベルも上げて……」

　そんなリゼラの言葉を聞いて、ふと脳裏に疑問がよぎった。

　……そうだ、レベルだよ。なんかおかしくないか？

　個人の強さを表すもの、レベル。強敵を倒たおすことで獲得できる経験値リズムスは魂たましいにある戦レ闘コ記ー録ドに書き込まれ、それが満タンになるとレベルアップして、戦せん闘とうに関する能力が上昇する。

　レベルアップするときは、頭上から円えん盤ばん状じようの戦レ闘コ記ー録ドが飛び出して、ファンファーレを鳴らす。しかし俺を含め、その場にいる誰だれからも飛び出さないばかりか、祝福の音楽もまったく流れてこない。

　両手を広げて全員に向き直った。

「一体どういうことだ！　俺たちはレベル99でも手こずる究極殺さつ戮りく兵器フォニアスを倒したんだぞ！　なのになんで、誰一人レベルアップしないんだ!?」

「あ、ケータさんは知らないんですね。ゲームのフォニアスも、苦労して倒したところで獲得できる経験値リズムスはゼロなんです。ラスボスもそうですね」

　リゼラが言った。どんな理り屈くつだ……。

「経験値リズムスは戦闘に勝利したときのみ、戦レ闘コ記ー録ドに書き込まれる」学園長が言った。「ラスボスはどうか知らんが、今回は機械を動けなくしただけ。いわば切れなくなったスイッチをもう一度オフにしたようなものなので、完全に倒したとは言いがたい。だから経験値リズムスが入らなかったのではないか？」

　傍そばのフォニアスを一いち瞥べつする。上を向いているところに無敵金属化した俺が落下したので、胴体後方の下側が地面にめり込んでいる。確かそこは、例の起動スイッチがあった部分だ。まさか地面にめり込んだことで、へこんでいたスイッチが反応して動きが止まっただけ？

　だったら親おや父じと同じじゃないか。親子共々こんな結末かよ……。

「……あ、あれだけ苦労したのに」

　俺はその場に崩くずれ落ちた。




　　　　　　　　　　　　◇




「ナルミエちゃん、ホース取ってくれる？」

「はいよ」

　デッキブラシで床を磨みがいていたナルミエが、マレッタにホースを渡す。受け取ったマレッタは、その放水で便器の洗剤を洗い落とす。

「……くう、わかっていたけど、女子トイレまで掃除することになるなんて」

　窓に吹き付けたスプレー式洗剤を雑ぞう巾きんで拭ぬぐい取る俺。

「いいじゃないですか。みんなで仲良くやりましょうよ。てれれってれれっ♪」

　リゼラはゲーム『アストラフトの英雄』の街のＢＧＭを口ずさみながら、ご機き嫌げんな様子でデッキブラシを動かしている。

　俺たちゲーム研究部の四人は、勝手に初代英雄の地下墓地に入った罰ばつとして、学園長から校内すべてのトイレ掃除を命じられていた。本来なら、外壁や教室の窓を含めた全校舎の掃除を言い渡されるところだったが、フォニアスを止めた功績として恩おん赦しやが与えられたのだ。

　広いベンテーチ学園にあるトイレの数は膨ぼう大だいだ。フォニアスの騒そう動どうから数日経たった今でも、まだ半分ほどしか掃除できていない。もちろんゲーム研究部の活動は、休止状態だ。

　フォニアスを止めた直後、遠くから馬が駆ける音と、ガラガラと車輪を引きずる音が耳に入ってきた。ジェフたちアステラ部の連中が呼んだ数千人規模の一個連隊だと思った俺は、かなり慌あわてた。そこで学園長から、こんなふうに指示されたのだ。

「うまく場を収めるのは得意でな。すぐに帰るから家で待っておれ」

　言葉に甘えて先に戻った俺だが、学園長は宣言どおり、すぐに帰ってきた。

　実際現場にやってきたのは数千人どころか、街の駐ちゆう屯とん所じよにいる兵士十人程度だったそうだ。

　そしてグラウンドに転がっているのは究極殺さつ戮りく兵器フォニアスではなく、自分が研究している類似兵器で、それが暴走した結果、一人で止めたということで話が片付いたらしい。学園長以外の怪け我が人にんはゼロだったし、破は壊かいされた建造物も学園長自身が私財を使って建てたものだったので、厳重注意だけで済んだそうだ。

　ちなみに学園内での俺たちの評判は、散々なものになっていた。勝手に学園長の研究室に忍び込んだ挙げ句、フォニアス似の兵器を暴走させて、体育館と校舎の一部を消し飛ばしたという噂うわさが広まったからだ。今回ばかりはほぼ事実なんだから、弁解するつもりもない。

「いつまで経ってもレベルは上がらないし、英雄ポイントも貯まらない。こんなことで本当にいつか元の世界に戻れるんだろうか……」

　ため息とともに、独り言をつぶやく。それにリゼラが反応した。

「周りの評価はどうであれ、ケータさんはレベル99でも倒せないフォニアスに自みずから立ち向かったんですよ。そして被害を最小限に抑えました。私はそんなケータさんを英雄として尊敬します。ゲームじゃないから見えませんけど、きっと英雄ポイントも少しは増えてますよ」

　柔らかい笑顔を向けてくれたが、その言葉を素直に受け取ることはできない。

「俺は一度、自分の責任を放ほう棄きして逃げたんだぞ。そんな俺のどこが英雄なんだ」

「これを見てください」

　そう言って首からぶら下げている携帯ゲーム機を制服の下から取り出した。スリープ状態になっていたゲームは、携帯版『アストラフトの英雄』だ。地下墓地にいるフォニアスの直前で中断されていた。

　リゼラがフォニアスの前でボタンを押すと、例の選せん択たく肢しが表示される。




戦いますか？

→はい

　いいえ




　そこで「いいえ」を選ぶと、画面上のミツルは一歩下がって、フォニアスに背を向けた。

　それがどうした、と訝いぶかしがる俺にリゼラは言った。

「フォニアス戦の前で『いいえ』を選ぶと一度下がって、またステータス画面を開けるようになるんです。それで戦せん闘とう準備を万全に整えて、フォニアスに挑いどむ。現実のケータさんがフォニアスと戦うときにやった行為も、これと同じですよ」

「つまり俺は一度逃げたからこそ、戦う準備と覚かく悟ごができたって言いたいのか？」

　リゼラは頷うなずく。そしてゲーム画面のミツルを再びフォニアスに向き直らせた。

「ＲＰＧは私に教えてくれました。たとえ苦難の道に背を向けても、また振り返ればいいんだって。その結果もう一度挑むことができるなら、なにも問題ないんじゃないですかね」

　そうなのか……？

　そこまで前向きに考えたことはないが、なんだか少し、心が軽くなったような気がした。

　リゼラはＲＰＧを通して、いろんなことを教えてくれる。そしてそれらの言葉は、間違いなく俺の救いになっている。

　もっとがんばろう。本当の英雄になるために。

「もう、掃除中になにやってんのよ。これは終わるまで没ぼつ収しゆう」

　ナルミエがリゼラの手から、ひょいと携帯ゲーム機を取り上げた。

「くふふ、意外と真ま面じ目めなんだね」

　マレッタがいやらしい笑みを見せる。ナルミエは頰ほおを真っ赤に染めて叫んだ。

「ち、違うわ！　こ、これは、そう、嫌いやがらせよ。このゲーム機、粉々にしてやろうかしら」

　リゼラは胸のあたりをぎゅっと押さえて、苦しそうに荒い息を吐はいていた。

　あ、これって、もしかして……。

「はあはあ、あううううううう！」

　鋭するどい眼光を放ったリゼラ。ナルミエの背に飛びつく様はまさに獣けもの。形のいい耳をエサと認識して、がじがじと嚙かみ始める。

「いたたたた！　ちょ、ちょっと、なにすんのよ！　それって邪じや悪あくすぎない!?」

「ど、どうしたのリゼラちゃん!?」

　そうか、ナルミエとマレッタは知らないのか。リゼラは肌身離はなさずゲーム機を持ってないとおかしくなるってことを。

「わ、わかったわよ！　ゲーム機なら返すから、耳を嚙まないで！　ひいいっ」

　リゼラを背負っているナルミエが、ホースを踏ふみつけた。先せん端たんがヘビのようにのたうって、圧のかかった水が勢いよくほとばしる。

「ひっどーい。びしょびしょだよぉ」

「だってリゼラが離れないんだもの！　は、はうっ、この子、舐なめてくるわ！」

「あううううううう！」

　俺がナルミエからもぎ取ったゲーム機をリゼラに握にぎらせたことで、ようやくその狂気は止まった。

「はあはあ、す、すいません。お騒さわがせしました……」

　すいませんじゃねーだろ……全員ずぶ濡ぬれだぞ。

「やってくれたわね」

　怒いかりの灯火を目に宿らせたナルミエが、ホースを取った。その先端を指で押さえつけて、レーザー光線のような放水をリゼラに向けて開始する。

「いやあああ！　なにするんですか!?」

「魔ま王おうは必ず復ふく讐しゆうする。人類など、あたしがすべて洗い流してくれるわ！」

「やめろって！　マジで怒おこられるぞ！」

「ボク知らないからね」

　この連中はすぐに大騒ぎを始める問題児で、学園でも浮いた存在ばかりだ。

　それでもフォニアス戦を通して感じた気持ちは、みんな頼たよれる仲間だということ。ＲＰＧに仲間は必要不可欠。たとえ落ちこぼれ扱あつかいされている俺たちでも、みんなと一いつ緒しよなら、意外と近いうちに空に浮かぶ天空の遺跡アルガニフタへの道を開けるかもしれない。

　女子トイレ内にまき散らされる水が、窓から差し込む陽光を受けてきらきらと輝かがやく。

　あ、ほら、虹にじがかかった。


終わり












　　　あとがき




　みなさまこんにちは、真ま代しろ屋や秀ひで晃あきです。

　唐突ですが、僕はジャンルを問わずに音楽が大好きです。

　前作は『ラップを呪じゆ文もんにした召しよう喚かん魔ま法ほうバトル』というものを書いておりまして、そのころから「よっしゃ、次はパンクを題材にするぜ！」と思っていたんです。

　で、前シリーズが完結したあと、さっそく担当様にそのプロットを提出しました。

　僕の予想では、「次はパンクで来ましたかぁ！　やべーよ、シドが降りてくるぜぇ！」と叫んだ担当様が狂乱のベーステクニックを披ひ露ろうしてくれるかと思ったのですが現実は、

「てか前とまったく同じじゃないですか。音楽から離はなれません？」

　びっくりするぐらい冷たい反応でした。

　その後、音楽ネタ以外のプロットをいくつか切ったのですが、ことごとく担当様がナッパのような不敵な笑みで「クンッ」と爆ばく破はしていきます。

　どないしょ……と頭を抱えていたとき、担当様が言いました。

「真代屋さんはゲームが好きなんですから、いっそファンタジーをやりましょう」

　僕は数あるゲームのなかでもＲＰＧがとくに大好きでして、昔は友人と地元の各所にＲＰＧ風の名前をつけて遊んでいました。公園を「○○の村」、駄だ菓が子し屋を「回復ショップ」、耳鼻科の入っているマンションを「キラービーの塔とう」などなど。

「今日は一いつ緒しよにキラービーの塔を攻略しようぜ！」

　と言ってくる友人は、ようするに「一緒に耳鼻科に行こうぜ！」と誘さそっているわけです。ちなみにキラービーの塔の由来は、耳鼻科の入り口でハチに襲おそわれたからでした。

　こんな遊びを中学卒業あたりまでやっていたんです。あ、痛いと思った人いません？　中学までやるかどうかはともかく、みんなも似たようなことやるよね？　ね？

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　キラービーの塔と言っても、現実のそこは耳鼻科のマンションであって塔ではありません。

　でも実生活のなかでもＲＰＧに登場していた場所があって、実際そこに行って探検できたら面おも白しろいんじゃないかな……と考えたことから、『ファンタジー世界でＲＰＧをプレイする』というネタが出てきました。

　そして担当様からもアイデアをいただいて、ようやく完成したのが本作です。相変わらず、ブッ飛んでいる箇所が多々見受けられるかと思いますが、それを含めて楽しんでいただければ幸いです。

　それでは謝辞を。

　お忙しいなか、素す敵てきなイラストを描いてくださった紅べに緒お様。キャラデザインが上がってきたときは、「あ、こいつらって、こんなにかっこいい＆かわいい奴やつらだったんだ」と惚ほれ直しました。僕も連中と一いつ緒しよにゲームがしたくてたまりません。そんな気持ちを与えてくださってありがとうございました。

　そして担当編集者の平ひら井い様、阿あ南なん様。お二人の破は壊かい的てきなアイデアはとても素晴らしく、いつも打ち合わせで爆ばく笑しようさせていただいております。ぜひまたお酒を飲ませてください。

　続いてキラービーの塔とうの名付け親である友人Ｎくん。きみとＫくんの未いまだにハチを恐れない精神は尊敬に値します。もっと尊敬されたいなら、貸しているゲームを早く返してください。

　そしてなにより、本書を手に取ってくださった読者のみなさま。みなさまがいるから、僕がいます。こんなあとがきを読むと、昔の僕は「どうせヨイショってやつでしょ？」なんて思っていたのですが、今は断言できます。本当に本当に本当に感謝しております。みなさまになら某ぼうＲＰＧシリーズの悪あく魔ま全書をコンプリートしたデータをお渡ししても痛くありません。

　それでは、また二巻でお会いできることを祈って。プッシュ、スタートボタン！


八月八日　真ま代しろ屋や秀ひで晃あき
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真ま代しろ屋や秀ひで晃あき

インスタントラーメンを一日５食平らげる大阪人。最近ハマっている食べ物は特製カレーピラフ。作り方は、まずカレーラーメンを食べます。残ったスープを一合分炊飯器に入れて、研いだ米と一緒に炊きます。食べます。う、うまいッ……！

[image: ]




イラスト／紅べに緒お

北海道出身の６月４日生まれ、ふたご座のＯ型。紅緒と申します。ＴＣＧイラストやゲームイラストを中心に活動中。運動しないといけないなと日々思いながら、家でアニメを見ています。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「真代屋秀晃先生」係

「紅緒先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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